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意匠情報検討チーム

①部位別標準の見直し

 経緯ふりかえり

昨年度、建築意匠設計に必要なオブジェクト・カテゴリ

を検討チームメンバー全員で議論して抽出しました。図：

昨年度＿意匠オブジェクト・カテゴリ案

これは当時一般に公開されていた属性項目リスト

（BLCJ、建築三会、各種ユーザー会等が一般公開している

リスト）に採用されているオブジェクト・カテゴリを参照

し、日本の実務との親和性も考慮して必要なものを追加し

て作成しました。当初よりたたき案としてスタートしてい

るので、今年度の活動のなかでチーム内外の議論や寄せら

れた意見を適切に取りいれて今回改訂を行ないました。

図：今回提案‗意匠部位別案

この方針はこれ以降も同様に引き継いでいく予定で、今

後も適切な時期に改訂を行っていく予定です。

なお、当初「オブジェクト・カテゴリ」と呼称していた

ものを今年度からは「部位別標準」と改めています。

また、ここに示す「部位別標準」は、分類体系を規定する

ものではありません。

 改定の概要 変更、統合、追加した部位

グループ分け廃止

ブレースは梁と統合

床スラブは床と統合、構造のみの床スラブは構造へ

パラペットは壁と統合

屋外緑化は地上植栽と統合し名称を植栽に変更

天井軒天は名称を天井に変更

目地・シールのシールは防水に統合

仕上は名称を仕上げに変更

昇降機にはエレベータにエスカレータを追加

雨水・樋は名称をといに変更

手摺は名称を手すりに変更

点検口・マンホールは名称をマンホールに変更
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図：昨年度＿意匠オブジェクト・カテゴリ案

図：今回提案‗意匠部位別案
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意匠情報検討チーム

①部位別標準の見直し

 部位別標準とフィルタセットの関係

部位別標準は標準属性項目リストのフィルタセットの階

層1-1に示されています。図：フィルタのセットの一部

しかしドアの属性項目名の「材質」は、枠の材質を示して

いるのか扉の材質を示しているのか、または両方を示して

いるのかがわかりません。それを補うためにフィルタセッ

トの階層1-1~5（オブジェクトの種類を示す階層）・2-1~5

（オブジェクトの部分を示す階層）が存在しています。

図：フィルタのセットの利用例

このように整理することで閲覧性及び検索性が高まりま

す。（具体的にはソート、フィルタ、文字検索などを活用

することで容易に目当ての属性項目を探すことができま

す）このメリットは利活用時だけではなく属性項目の標準

化を行う作業時にも有効です。例えば「材質」の同義語・

類義語として「材料」が属性項目名に使われていた場合、

フィルタセットを確認しながらそれぞれどのような種類や

部分に利用されているかが明確にわかるので、どちらかに

統合したほうが良いのか、個別に残したほうが良いかなど

の判断や作業が容易になります。これが属性項目名に組み

込んでしまうと「枠_材質」「枠の材質」「材料_枠」「ド

ア-扉-材料」・・・・のようにいくらでも表現が広がって

しまい閲覧性が著しく悪くなってしまいます。

このようにフィルタセットを活用することのメリットは

明確なのですが、一つここに課題があります。それは、ど

の階層にどの種類、部分を入力すればよいのかについての

ルールーが明確でないことです。このルールを突き詰めて

いくと分類体系に行き当たります。標準化TFでは分類体系

の規定までは行いません。よってこのフィルタセットの運

用に厳密なルールを持たせておりませんので、同じ列にあ

るものが分類体系として同じ階層にあることを示している

ものではありません。目的である閲覧性と検索性を高める

ために活用しています。

検討チーム 階層1-1 階層1-2 階層1-3 階層1-4 階層1-5 階層2-1 階層2-2 階層2-3 階層2-4 階層2-5

意匠 ドア

②-1 ②-2

図：フィルタセットの一部説明

② 階層1-1～5・2-1～5

・属性項目の閲覧性及び検索性を高めるために付与した階層設定

②-1：オブジェクトの種類を示す階層…属性項目が何かの種類に限定されていないものが多いため、階層1までの設定が多い

②-2：オブジェクトの部分を示す階層…階層1にてどこを示しているか判定可能な場合は、必ずしも値が入力されてはいない

部位別標準は階層1-1

検討チーム 階層1-1 階層1-2 階層1-3 階層1-4 階層1-5 階層2-1 階層2-2 階層2-3 階層2-4 階層2-5 属性項目名（日本語）

意匠 ドア 枠 材質

意匠 ドア 扉 材質

図：フィルタセットの利用例
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意匠情報検討チーム

①部位別標準の見直し

 フィルタセットの考え方

フィルタセットの運用に厳密なルールを持たせていない

と前項で説明しましたが、最低限のルールは決めています。

それについてこのページで説明します。

図のような考え方で整理を進めています。それぞれ5つの

階層のフィールドを作成していますが、5つに意味は持たせ

ていません。

各階層の
考え方

オブジェクトの種類を示す階層 オブジェクトの部分を示す階層

Type of Part of

A is a type of B
AはBの一種です。

A is part of B
AはBの一部です。

ドアの例 片開き戸(A)はドア(B)の一種です。 枠(A)はドア(B)の一部です。

リンゴの例 ふじ(A)はりんご(B)の一種です。 表皮(A)はりんご(B)の一部です。

階層1-1 階層1-2 階層1-3 階層1-4 階層1-5 階層2-1 階層2-2 階層2-3 階層2-4 階層2-5

ドア 片開き戸 枠

りんご ふじ 表皮

花梗

表皮

果肉

種子
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標準属性項目の実際の利用について（検討課題）
• 従来の設計図書では、形状は2次元の図面上に表記され、仕様情報はそ

の図面上にコメントのような形で記されるほか、他の図面（概要書、
仕上表、各種リスト、共通仕様書、部分詳細図など）を参照したり、
標準仕様書や特記仕様書のように設計図書の上位に位置づけられるド
キュメントを参照したりして、設計図書全体が成り立つように構成さ
れていました。

• 設計図書の各図面がBIMに置き換えられたとしても、今回リスト化し
た属性項目のすべてがBIMの各部位のオブジェクトに入力されるわけ
ではなく、オブジェクトから参照情報のような形で外部のデータベー
スに紐づけられる形のほうが、情報の不整合や設計図書作成の負担が
減るものも多いです。場合によっては、部位のオブジェクト自体が形
状としてモデル化されることなく、仕様情報だけが、記号のようなも
のに紐づけて管理されることも多いと考えます。

• したがって、オブジェクトの属性項目の利用にあたっては以下のよう
な分類が必要かと考えます。

1. BIMオブジェクトとして定義入力される項目
① 幾何情報（モデル化することで、自動的に値の取得が可能な情報）
② 位置情報（内外、レベル）
③ 関連情報（他のオブジェクトとの関係性で取得される情報）
④ 属性情報（設計者が各オブジェクトに入力する情報）

直接的な幾何情報由来でない属性情報に関しては、最近では、
BIMモデルと連携するモデルコンテンツ管理（MCM : Model 
Contents Management）と呼ばれる外部データベースで管理
されるケースも出てきており、今後はそうしたものの利用に関
しても考慮が必要になってくると考えます。
特に、BIMの形状データより、情報を扱いたいというユーザー
にとっては重要です。

など

2. ほかの資料（外部データを含む）を参照する項目の（参照先）
① 標準仕様書
② 特記仕様書
③ 外部規格データベース（JIS、JAS、学会基準など）
④ 設計図書に含まれる仕様書、リスト
⑤ 部分詳細図などのBIMモデル化されない詳細な図面
⑥ メーカー情報（カタログなどに記載された情報）

など

• また、設計の各段階において、上記の情報がBIMモデル内でも、別の
オブジェクトの属性項目として定義されているケースも多いです。
（S0やS1では、壁などの仕上げ情報は壁オブジェクト自体には設定さ
れず、室の情報としてのみ存在するケースが多いです）

• 実際の項目リストの利用にあたっては、各標準属性項目が、どこに記
述されているかを明確にしていくことが次年度以降の課題であると考
えます。

意匠情報検討チーム

④標準・特記仕様書に含まれる属性情報の整理
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意匠情報検討チーム

⑤属性情報の表現と共通部分の整理

4分割ガイド

3分割ガイド

区分
• 材質と形状または種類を分別する属性の区分を示します。

属性項目名
• 属性項目名は、BIM設計業務での活用を前提として整理を行っていま

す。
• 各カテゴリの名称ルールを適切に整理することを目指しましたが、

名称に多様な要素が含まれるため、まずは階層による整理を優先す
ることにしました。

• 対象をより具体的に特定する必要がある場合は、PartOfとTypeOfを
組み合わせて明確化する方式を採用しています。

• 今後は実際のユースケースに基づいて、業務により適した内容へと
改善を進めます。

データタイプ
• 属性項目の情報特性を示します。データベースやプログラムでの実

装を想定した分類であり、より詳細な分類が必要になる可能性はあ
りますが、現時点での基本的な整理として設定しています。

単位
•属性項目に対する単位を示します。（意匠で使用した単位）

入力値
• 「入力値」にはそれぞれ項目をよりわかりやくするために、属性項

目に記載される値の一例を示します。
• 文字列の場合は自由記述ですが、一例を示しています。候補例は

「，」区切りで表示しています。文字列型であっても、型鋼の呼び
名などの場合は単位を表記しています。

• 選択項目の場合は、選択項目を「/」で分けています。選択項目でも
数値(整数、実数)が記載される場合は単位を表記しています。

• 整数・実数の場合は、数値を入力する。入力の際に「，」区切りは
行いません。

• Booleanの場合、「有/無」「はい/いいえ」などは「True/False」に表
現を統一しています。

• 属性項目はそれだけを見ても対象がわからない場合があり、これを
補足するために「属性項目の説明」を追加しています。

識別情報 各オブジェクトの識別に関する情報
寸法情報 各オブジェクトの大きさに関する情報
材料情報 各オブジェクトの材料に関する情報
性能情報 各オブジェクトの性能に関する情報
図面情報 各オブジェクトの図面を参照する情報
配置情報 各オブジェクトの位置に関する情報
形状情報 各オブジェクトの形状に関する情報
法規関連情報 各オブジェクトの法規に関する情報
付属・付帯情報 各オブジェクトの付属品や付帯するものに関する情報
工法情報 各オブジェクトの工法に関する情報

テキスト 文字として記述、分数などの表記も含む
整数 整数で表記する
実数 実数で表記する
Boolean True/Falseで表記する
選択項目 選択肢の中から、文字列や数値(整数、実数)を選ぶもの

㎏ min Ｎ/m2 個 本
％ ㎏/m3 Mm t/m3 時間
℃ l mm/10min N/mm2 人
cm ｍ mm/h V 人/ｈ
G ｍ/min N W/m2･K 度
Hz m2 N/m 箇所 年
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意匠情報検討チーム

⑥属性標準の定義

国際化について（検討課題）

本取り組みが日本独自のガラパゴスな仕組みになる事は、国際的な協業などを考

慮しても避けなければならない。

以下に代表的な検討項目の例を挙げる。

国際基準との整合性の確保

・国外のBIMガイドライン・規格を整理し、日本との比較

・ISO19650と国内のBIM関連ガイドラインとの整合性の確認

国際的に互換性のあるデータ交換の確保

・UniclassやOmicalssのように、ISO12006に準拠した国内建築分類体系の整理

・IFCやCOBieによるデータ交換

英語表記について何のために英語表記が必要か整理する

・BIMデータ間の連携であれば「属性ID」があれば情報の受け渡しは可能？

・IFC連携であれば「bSDD」を用いれば英語表記は不要？

・BIMソフトウェア以外のアプリケーションや外部データベースとの連携のため

には英語表記が必要？

など、属性情報の英語表記が必要な場合の抽出が必要。

英語表記の命名規則を整理する

英語表記を元に属性情報の受け渡しを行うためには命名規則を定める必要がある。

一例として、属性項目名をデータベースのテーブルとしてみた場合、以下のよう

な命名規則のルール化が必要になる事が考えられる。

・英語表記だけで読んで意味のわかるものになっているか

現在の属性項目名を単純に英語表記するだけでは名前が重複する。

Part of , Type ofの情報を含めないと伝わらない。

・大文字小文字のルール

・単数形・複数形の統一

・略語の扱い

・複数単語の接続ルール

データベースの命名規則では一般的にアンダースコア（_)で接続する、

snake_caseが用いられることが多い。一方で、IFCの命名規則は頭文字大文字、

スペースなしで接続する、PascalCaseが用いられている。このように、英語表記

を何に使用するかを考慮する必要がある。

※英語表記のあるBLCJ2.0においても以下の通り統一が図られていない。

意匠：PascalCase「頭文字大文字、スペースなしで接続」

構造：snake_case「すべて小文字、アンダースコア(_)接続」一部大文字使用

設備：Title Case「頭文字大文字、スペース接続」
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意匠情報検討チーム

⑦属性情報のフィードバック

7月と11月に意見照会を行い、それらの意見を分析した上

で以下の方針を取った。

1. 今年度の標準化TFの検討内容に反映した方が良いもの

として、表記の揺れやデータタイプの整理等を行った。

2. エスカレーターの属性情報を追加した。その他の部位の

属性情報追加についてもご意見頂いているが、今年度取

り組むにはまとまりきらないと想定されるため、翌年度

以降の課題とした。
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ソフトウェア間連携1-2
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意匠情報検討チーム

情報連携の実用性検証

（BIMによる設計で）積算ユースケース（S2概算）での

情報連携を考えた場合、全ての情報をBIMから取得するの

ではなく、BIM以外から情報を取得する必要があります。

（左図）

これまでの図面によるS2概算時の情報連携を考えたとき、

図面だけではなく、設計担当者と積算担当者とで言葉や、

スケッチによる情報連携や、特に明言なければ、標準仕様

書の仕様に従うなど、図面以外の情報連携も行っていると

思います。BIMの場合も同じく、全ての情報をBIMモデルに

入力することは現実的ではなく、BIM以外の情報も適切に

扱っていく必要があります。但し、この「BIM」と「BIM以

外」は何らかの紐づけを行い、情報を一元管理できる仕組

みが必要です。（例えば各属性項目（情報）のテーブルを

リレーションのようにつなげるような）このように考える

と、属性項目はBIMに実装されるオブジェクトだけをベー

スにして考えるだけでは不十分で、「BIM以外」の視点か

らも属性項目を考えることが必要であると思われます。今

後は、このような視点も踏まえて、実用性の高い標準属性

項目リストを整理していく必要があると考えています。

（METに繋がっていく。）

※左図の補足

この図は積算ユースケースの検証に先立って、検証のポイ

ントを考察するために作成した概念図になります。よって

この図は標準的な情報連携を表しているものではありませ

ん。また、オレンジ色の囲みの「変換装置」ですが、機械

ではなく、現在はほとんど人の判断がここに加わることが

多いのではないかと思います。（将来はAI等の技術の発展

により、本当の意味での装置になるかもしれません。）

今回は積算ユースケースの視点での概念図ですが、その他

のユースケースについてもこのような考察を行い、どの情

報がいつ、だれが入力し必要になるかを検証していけば、

それぞれのユースケースごとのMETが整理されていくので

はないでしょうか。

積算 BIM以外

項目情報を取得

単価情報

BIMモデル

図面

今回、
図面は検証しない

概算積算
数量内訳明細

数量情報を取得

暗黙知・言葉による情報連携

スケッチ 標準図 仕様書

対応するBIM以外と紐づけ

BIM

概算に必要な
情報を可視化

変
換
装
置

項目情報を取得

数量情報を取得

歩掛、複合単価
内訳明細項目等
に変換

単価データ
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意匠情報検討チーム

③情報連携の実用性検証-２

検討チーム 階層1-1 階層2-1 階層2-2 区分1 共通ID 属性項目名（日本語） S0 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7

意匠 壁 配置情報 基準レベル A A A A A

意匠 壁 識別情報 構造 A A A A A

意匠 壁 識別情報 内外区分 A A A A A

意匠 壁 識別情報 耐力区分 A A A

意匠 壁 識別情報 認定番号 A A

意匠 壁 識別情報 符号 A A A A A

意匠 壁 寸法情報 厚さ A A A A A

意匠 壁 寸法情報 高さ A A A A A

意匠 壁 寸法情報 長さ A A A A A

意匠 壁 寸法情報 かぶり厚 A A

意匠 壁 性能情報 耐火性能 A A A

意匠 壁 性能情報 耐圧性能 A A A

意匠 壁 性能情報 遮音性能 A A A

意匠 壁 仕上げ・下地情報 仕上げ_種類 A A

意匠 壁 仕上げ・下地情報 仕上げ_厚さ A A

意匠 壁 仕上げ・下地情報 仕上げ_防火性能 A A

意匠 壁 仕上げ・下地情報 下地_種類 A A

意匠 壁 仕上げ・下地情報 下地_防火性能 A A

意匠 壁 幅木 仕上げ・下地情報 幅木_種類 A A

意匠 壁 仕上げ・下地情報 腰壁_種類 A A

意匠 壁 仕上げ・下地情報 腰壁_防火性能 A A

意匠 壁 廻り縁 仕上げ・下地情報 廻り縁_種類 A A

意匠 壁 仕上げ・下地情報 断熱_種類 A A

意匠 壁 仕上げ・下地情報 断熱_厚さ A A

意匠 壁 識別情報 区画_31m超排煙免除 A A A

意匠 壁 識別情報 区画_異種用途区画 A A A

意匠 壁 識別情報 区画_防煙区画 A A A

意匠 壁 識別情報 区画_竪穴区画 A A A

意匠 壁 識別情報 区画_防火上主要な間仕切壁 A A A

意匠 壁 識別情報 区画_面積区画 A A A

意匠 壁 識別情報 区画分類 A A A

意匠 壁 寸法情報 面積 A A A A A

意匠 壁 寸法情報 容積 A A

意匠 壁 性能情報 熱貫流率 A A

意匠 壁 配置情報 基準レベル_オフセット A A A A A

意匠 壁 配置情報 上部レベル A A A A A

意匠 壁 配置情報 上部レベル_オフセット A A A A A

意匠 壁 配置情報 配置基準線

意匠 壁 パラペット 識別情報 形式

意匠 壁 パラペット 識別情報 保護工法

意匠 壁 パラペット 識別情報 水切り

意匠 壁 パラペット 識別情報 天端の防水

意匠 壁 パラペット 寸法情報 立ち上がりコンクリート厚さ

意匠 壁 パラペット 寸法情報 あごの厚さ

意匠 壁 パラペット 寸法情報 天端の水勾配

意匠 壁 パラペット 寸法情報 防水層の立ち上がり高さ A A

意匠 壁 パラペット 笠木 識別情報 笠木_材料 A A

意匠 壁 パラペット 笠木 寸法情報 笠木_幅 A A

本章では、想定されるユースケースに基づき、標準化TFが作成した標準属性項目リストを活用して情報連

携の方法について整理する。具体的には、情報連携に必要な情報が「いつ」「誰が」「どのように」必要か

を体系的に整理し、MET（Model Element Table）やデータジャーニーといった方法でその在り方を検討す

る。

MET（Model Element Table）

米国のBIM Forumが定期的に発表している「Level of Development (LOD) Specification」には、プロジェクトのマ

イルストーンごとに作成する「BIMモデルの要素」や「作成者」に関する「Model Element Table（MET）」について

の記述がある。この表では、縦軸にOMNICLASSやUNICLASSなどのBIMモデルの要素が列挙され、横軸にプロジェク

トのマイルストーンが配置されている。その中で、モデルの詳細度を示すLoDや、モデル要素の作成者を示すMEA

（Model Element Author）を明記することにより、いつ、誰が、どの詳細度でモデリングを担当するかが明確化され

る。

▲ Model Element Table(出典：BIM Forum「Level of Development (LOD) Specification」, 2024, P.197)

上記のMETの考え方を参考に、標準化TFで整理した標準属性項目リストを活用し、日本におけるMETの在

り方を検討する。BIM Forumが作成しているMETでは、縦軸にモデル要素を示すOMNICLASSやUNICLASS

を用いているが、ビルディングシステムの考え方が日本の建設状況や商習慣に合致していないという課題が

存在する。そこで、より日本での活用に適した標準属性項目リストの各項目をモデル要素としてMETの縦軸

に配置し整理することが可能であると考える。

METの横軸にはプロジェクトのマイルストーンを示すため、日本における設計のマイルストーンを整理し

たS0~S7の設計ステージに置き換えることができる。各マイルストーンごとに誰がモデル要素を作成するか

を示すMEAも、BIM Forumが整理したMETと同様に記載する。MEAには、建築設計者（A）、構造設計者

（S）、設備設計者（MEP）などを記載し、誰がいつモデル要素を作成するかを明確化する。BIM Forumが

整理したMETでは、MEAの他にモデルの詳細度を示すLoDを記入する欄が設けられているが、標準属性項目

リストで整理している項目をどの程度入力するかがモデルの詳細度を示すため、LoDの入力欄はあえて設け

ていない。

以上の整理内容を踏まえ、ユースケースを「積算」とした際のMETの例を作成した。

▲ユースケースを「積算」とした際のMETの作成例

本検証におけるMET整理の意義は、関係者間で「ユースケースの目的を実現するためにどのようにデータを育成して

いくのか」や、「BIMモデル内に形状情報が存在しない場合でも、ユースケースを達成するために必要な情報を効果的

に伝達できること」を示すことである。METは、設計・建設プロジェクトやユースケースごとに作成されることが予

想される。このようにMETという形で、ユースケースごとに情報連携の取り組み方を整理し、関係者間で共有するこ

とで、効果的かつ実用的に設計情報を活用することができると考えられる。来年度以降は、今回整理した考え方を基に

具体的なMETを作成し、より具体的な効果や課題を整理する必要がある。

標準属性項目リスト

マイルストーンごとに作成するモデル要素ごとにモデル作成者を記載

設計ステージ
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When S0 ~ S2 S2

Who 設計者（ASMEP等） 設計者（ASMEP等） 設計者（ASMEP等） 設計者 → 積算担当者 積算担当者 積算担当者 積算担当者 積算担当者 → 設計者

What BIMモデル
標準属性項目リスト

MET / MAT

設計図
特記仕様書
スケッチ

外部データベース

BIMモデル
設計図

特記仕様書
スケッチ

外部データベース

BIMモデル
設計図

特記仕様書
スケッチ

外部データベース

積算データ 積算データ 概算表

How オーサリングソフト
IFC
CDE

クラウド環境 / メール

積算ソフト
表計算ソフト

積算ソフト
表計算ソフト

積算ソフト
表計算ソフト

意匠情報検討チーム

③情報連携の実用性検証-２

データジャーニー

データジャーニーは、データ活用の分野において「デー

タと分析のプロセスガイド」や「データのライフサイクル

の過程」を示す概念である。データジャーニーを定義する

ことで、データの管理とその価値を最大化できると考えら

れる。

データのライフサイクルには、次のステップが含まれて

いる。

1. データの生成

2. データの収集

3. データの変換

4. データの分析

5. 意思決定

ユースケースとして基本設計概算を目的としたデータ

ジャーニーの案を検討した（左図参照）。BIM活用におけ

るデータジャーニーは、「誰が情報を作成し、どのように

伝達され、どのように活用されるか」という過程を明確に

示すものとして考えられる。

このようにデータジャーニーを整理し、関係者間で事前

に合意しておくことで、プロジェクトを効率的に進めたり、

情報活用が効果的に行われる可能性が高まると考えられる。

来年度以降は、今回整理した考え方を基に具体的なデー

タジャーニーを作成し、より具体的な効果や課題を整理す

る必要がある。

BIMモデル作成
MET確認

モデル確認

BIM以外の

情報整理
伝達

積算データ

活用
計算 分析 伝達

基本設計の積算を行う目的

フロー

BIM

Model

生成 収集 変換 分析 意思決定

基本設計図●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

BIM内の

全属性情報

METで必要と

されている情報

▲ユースケース「積算」を例にしたデータジャーニーの案
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意匠情報検討チーム まとめ1-3
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Ⅰ：属性情報の標準化

Ⅱ：ソフト間での連携

Ⅲ：外部データとの連携

意匠情報検討チーム

昨年度からの成果と今後の取組み

意匠チームではBIMで標準的に扱う部位・対象として40の部位別標準を設定し、それぞれに紐づく属性項目を洗い出し、リストに定める事項を整理の上、標準属性項目リ

ストとして取りまとめました。このリストでは、なるべく多くの項目を特定できるよう辞書のごとく網羅的に列挙している為、利用する項目はユースケースに合わせて選

択する必要があります。実務としてリストを活用するには、必要に応じて選択する項目の具体化や試行が必要であり、このリストをベースにしてBIMデータを作成する者

と受取る者のコミュニケーションに役立つことが期待されます。また、部位別標準や項目は、必要に応じて更新されるべきものであり、継続したメンテナンスが必要です。

情報連携の実用性検証として、積算ユースケースにおける検証に設計者の立場から参画し、サンプルモデル作成や積算担当者とのやり取りを行い、報告書として取りまと

めました。（詳細は積算ユースケース報告書参照）また、いつ/誰が/どのような情報を必要とし、誰が/どこまで作成するかといった、効率的な連携手法構築のための道具立てとして、

METやデータジャーニーの可能性やあり方について検討を行いました。

今回リスト化した属性項目に対する「値」は、オブジェクトから参照情報のような形で外部のデータベースやデータソースに紐づける形の方が、情報の不整合や設計図書

作成の負担が減るものも多いと考えられます。今年度は、その手掛かりとして、標準・特記仕様書に含まれる属性項目の検討を行いました。

[ 昨年度からの成果 ]

[ 今後の取組み ]

〇ユースケースに応じたリスト活用のための選択項目の具体化、試行 〇 標準属性項目リストにおける計算情報の扱いや国際化に向けた提案、試行

〇必要に応じたメンテナンス・改訂作業 など

[昨年度からの成果 ]

[ 今後の取組み ]

〇様々なユースケースにおける属性項目リストの使い方やBIMとの連携の検討方法検討 〇具体的なMETやデータジャーニーの作成 など

[昨年度からの成果 ]

[ 今後の取組み ]

〇値のソースについて整理、記載方法の明確化や受け渡し方法についての検討 など （外部データ連携チームと協力）
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構造情報検討チーム02
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標準属性項目の整理2-1
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構造部材の形状は柱や梁等の複数の断面構成で形成される部材と壁、床、基礎等の断面構成が比較的単純

な部材があります。柱や梁は断面の切り替わりの数を制限することなく対応が出来るように複数の要素を連

結して１つの部材を形成し、柱、梁以外はいくつかの形状を単一要素として表現出来るように属性項目を整

理しました。

柱や梁の複数要素で構成される部材は各要素の断面形状を始端（柱脚）側と終端（柱頭）側で特定し、各

要素に連結する順番の情報を与えることで１つの部材を表現することを想定しています

各部材の配置は柱や梁等の棒状要素は基準線分と線分からのオフセット距離で示し、床や壁は基準面、基

礎は基準点とそのオフセット距離で示すことを想定しています。

構造情報検討チーム

構造部材の構成について

単一要素での属性項目と形状表現

複数要素で構成される部材の例
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複数要素で示す部材の位置は部材の基点（配置基点）の座標で示し、配置基点と物理形状のずれはオフ

セット値を用いることを想定して属性項目の整理を行っています。配置基点は柱や梁は始端（柱脚）と終端

（柱頭）、床や壁は面を構成する点（基本は４点）、基礎は下面の図心を基本とすることを想定しています。

構造部材の特定する名前やID（識別子）は個々の部材を示す識別子と特定ルールでグルーピングしたグ

ループを示す識別子を用いることを想定して整理しています。従来の構造図の符号はグループを示す識別子

と捉えています。個々の部材の識別子はグループの識別子と階を組み合わせることが一般的です。

構造情報検討チーム

構造部材の配置と識別子
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属性IDは属性情報が示す情報を共通認識するために必要なIDです。 構造分野においては部材の形を定め

る属性において示す意味が似ている項目が存在しており、IDの付与方法（どれを共通IDにするか？どこから

IDを分けるか？）の検討を行ってきました。

例えば「厚さ」という属性項目は「床」「壁」「基礎」に共通で必要になります。以下の２つのIDの付与

方法が考えられます。

①共通のIDとする。

②部材種別毎にIDを分ける。

①の場合、部材種別によらずに「厚さ」を抽出することが可能ですが、部材種別毎に厚さを抽出するには部

材種別の属性項目とセットで取り扱う必要があります。②の場合、単独のIDで構造種別毎の厚さを抽出する

ことが可能ですが、「厚さ」だけをまとめて抽出する場合にはとりまとめ作業が必要になります。ユース

ケースによって有用なIDの在り方が異なる場合があると思われます。今回の属性IDは構造分野で想定される

ユースケース（解析連携等）での使い勝手を考慮して、部材種別毎にIDを分けています。今後のユースケー

ス検証において、共通IDについても検討をする必要があると考えています。

※構造種別は広義の種別（柱、梁、壁、床、基礎等）

構造情報検討チーム

属性IDの付与方法 – 異なる部材種別間における付与方法
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鉄骨部材は様々な断面形状が存在します。断面寸法を示す属性項目は同じ意味をもつ属性項目については

共通の属性IDを付与することにしました。但し、部材種別が異なるものは形状が同一であっても別の属性ID

を付与することにしています。（厚さの例と同様に原則、構造種別が異なる場合は別IDとしています。）

例として柱の鋼材幅と梁の鋼材幅は別ID、柱の鋼管径と杭で用いる鋼管の径は別IDとしています。

構造情報検討チーム

属性IDの付与方法 – 鉄骨部材における付与方法

杭に用いられる鋼管の厚さは柱、梁で扱われる鋼管の厚さとは別ID

【 H 】 鋼材せい
【 B 】 鋼材幅
【 D 】 鋼材直径
【 t1 】 鋼材厚さ1
【 t2】 鋼材厚さ2
【 r1 】 鋼材フィレット半径1
【 r2 】 鋼材フィレット半径2
【 r_bend 】 鋼材曲げ半径
【 ts 】 杭鋼管厚さ
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構造情報検討チーム

部材の種別・役割を識別するための属性項目

構造部材の役割を示す場合、柱、梁、床、壁、基礎等の広義な区分と担う役割の属性のセットで扱う場合

①と部材種別に担う役割を兼ね合わせた狭義な区分を示す場合②等が考えられます。

①の場合は担う役割が明確化されますが、扱う属性項目が多くなってしまします。一方、②の場合は構造

種別のみで役割を示すことが可能ですが、入力値をユースケースに応じて定める必要があります。ユース

ケースに応じての使い分けを考えていく必要があると思われます。

通称 構造種別
部材種別
入力例１
（広義）

部材種別
入力例２
（狭義）

片持ち形式
か否か

基礎か否か
土圧を受け
るか否か

地震力を負
担するか否

か

RC大梁 RC BEAM GIRDER FALSE FALSE FALSE TRUE

RC小梁 RC BEAM BEAM FALSE FALSE FALSE FALSE

RC片持ち梁 RC BEAM CANTI_GIRDER TRUE FALSE FALSE FALSE

RC片持ち小梁 RC BEAM CANTI_BEAM TRUE FALSE FALSE FALSE

基礎大梁 RC BEAM FOUNDATION_GIRDER FALSE FALSE TRUE TRUE

基礎小梁 RC BEAM FOUNDATION_BEAM FALSE FALSE TRUE FALSE

基礎片持ち梁 RC BEAM FOUNDATION_CANTI_GIRDER TRUE FALSE TRUE FALSE

S大梁 S BEAM GIRDER FALSE FALSE FALSE TRUE

S小梁 S BEAM BEAM FALSE FALSE FALSE FALSE

S片持ち梁 S BEAM CANTI_GIRDER TRUE FALSE FALSE FALSE

S片持ち梁 S BEAM CANTI_BEAM TRUE FALSE FALSE FALSE

RC柱 RC COLUMN COLUMN ー FALSE FALSE TRUE

S本柱 S COLUMN COLUMN ー FALSE FALSE TRUE

S間柱 S COLUMN POST ー FALSE FALSE FALSE

基礎柱 RC COLUMN FOUNDATION_COLUMN ー TRUE TRUE TRUE

独立基礎 RC FOUNDATION PAD_FOOTING（PILE_CAP） ー TRUE TRUE ー

連続基礎 RC FOUNDATION STRIP_FOOTING ー TRUE TRUE ー

べた基礎 RC SLAB BASE_SLAB ー TRUE TRUE ー

床 RC SLAB SLAB FALSE FALSE FALSE ー

片持ち床 RC SLAB CANTI_SLAB TRUE FALSE FALSE ー

一般壁（雑
壁）

RC WALL WALL FALSE FALSE FALSE FALSE

耐力壁 RC WALL SHEAR_WALL FALSE FALSE FALSE TRUE

土圧壁 RC WALL FOUNDATION_WALL FALSE FALSE TRUE TRUE
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免震装置、構造スリットの属性項目の追加

今回の属性項目リストでは免震装置と構造スリットに関する項目を新たに追加しました。

免震装置は装置の概略寸法や性能を規定するために必要な属性項目を取り扱っており、製品の細かい寸法

や性能・仕様を示す必要がある場合は型番等の属性項目を使用することを想定しています。

構造部材のメーカー品は大臣認定を取得している場合が多いので、それらが外部データとして整備される

と情報連携の精度や効率の向上が期待できると思われます。
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標準属性項目リストの使用例2-2
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標準属性項目リストの使用例

標準属性項目とユースケースに応じたその使用方法が示すことによって、ソフトウェアやモデリングルー

ル等が異なっていても、共通認識の下で正確な情報伝達が可能になります。標準属性項目はなるべく多くの

ユースケースに対応できるように整理を行っています。例として梁の躯体断面を示す場合を下記に示します。

例えば梁の入力を節点座標と幅方向の寸法で入力するソフトⒶと節点座標と高さ方向の寸法で入力ソフト

Ⓑを比較してみます。標準属性項目の定義と照らし合わせることで梁幅と梁せいとして値を取得することが

可能です。また部材種別を特定する属性項目とそのユースケースによる属性項目の使用方法（梁を示す部材

種別の入力値は”BEAM”）を定めることで様々な部材の中から梁を正確に抽出することが可能になると考え

ています。
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BLCJ構造標準と標準属性項目

BLCJでは一般的にBIMオーサリングツールや構造解析ソフト等で扱われる形を対象に属性項目を設定して

います。標準属性項目リストでは様々なツールやユースケースで汎用的に形状を示せるように設定していま

す。例として３つの要素で構成される梁部材について、BLCJ構造標準と標準属性項目を使った汎用表現を比

較を下記に示します。

BLCJ構造標準では梁の構成要素の数が１つ，２つ，３つの３通りに絞って部材単位で属性項目を定めてお

り、構成要素が３つの場合のそれぞれの要素の連携部分の形は「ハンチ形状」の属性項目の入力値によって

規定している。標準属性項目では要素の数を規定することなく形を表現するために要素毎に形を示し、要素

の集合体として１つの部材を表すことを想定して属性項目を整理しています。BLCJ構造標準ではハンチ形状

のルールを定めることで１番目要素の終端、２番目要素の終端、３番目要素の始端を省力したことになりま

す。

BLCJ構造標準はターゲットを絞って標準属性項目の使用方法を定めたもの（ユースケースの一つ）と位置

付けることが出来ます。このように他のユースケースにおいても標準属性項目の使用法を示すことで、効率

的に正確な情報連携が可能になると思います。
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標準属性項目と外部データ

特記仕様や標準要領のようなプロジェクト全体として示される属性情報の一部を標準属性項目として整理

しています。部材側で個別に指定する場合を想定して取込みました。。これらの項目は標準要領との使い分

けを指定する必要があります。次のような使用方法が考えられます。

①部材側に入力がある場合は部材情報を優先し、入力がない部材は標準要領の内容を採用する。

②部材側に入力された値のみ採用する。

②の場合も多くは標準要領通りである場合が多く、すべての部材に個別に入力するのは非効率的です。標

準要領のルールに基づいて自動入力し、標準要領から外れる場合のみ個別入力する等の方法が有用であると

考えます。

定着長さの入力を例として示します。定着長を算出するうえでキーとなる標準属性項目（コンクリート強

度、鉄筋径、鉄筋の種類）をBIMデータから抽出し、その情報から配筋要領に示される係数を特定します。

BIMデータの鉄筋径に係数を乗じて定着長を算出し、値を入力するイメージです。配筋要領が外部データが

デジタルデータとして整備されていえばこの流れを自動化することが可能です。ユースケースによって①と

②の有用性が異なることが考えらます。ユースケースによる検証に加えて、標準要領等のデジタルデータと

しての在り方も検討していく必要があると思われます。
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設備情報検討チーム03
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属性情報の標準化3-1
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設備情報検討チーム

オブジェクトの種類

オブジェクトの種類

今回作成した設備属性項目リストは、BIMライブラリ技術

研究組合(以降、BLCJ)より公開されたBLCJオブジェクト標

準Version2.0(以下、標準ver.2.0)の電気と設備のパラメータ

リストを元に、意匠や構造と共通のフォーマットに合わせ

るために、その一部の内容を抜き出して編成したものにな

ります。

詳しくは、BLCJオブジェクト標準

（https://blcj.or.jp/contents/blcj-standard_2_0/ ）の

2024/6/18公開の「設備関連仕様データ(Excel,Word版)」

の「【設備仕様】機器分類毎の仕様属性項目リスト

「Ver2.0｣ 20231212」や、「【電気仕様】機器分類毎の仕

様属性項目リスト「Ver2.0｣ 20231212」のカテゴリー別パ

ラメータリストを参照頂きたい。

今回対象としたオブジェクトの種類は、標準ver.2.0に掲載

されている「機器･器具カテゴリ別パラメータリスト詳細」

にある機材(A材)に加え、標準ver.2.0では掲載されていない

「VAV/CAV」も新たに検討に加えています。

なお、ダクトや配管等のB材についてはBLCJで規定してい

るBe-bridgeなどがあるため今回は対象外としています。ま

た、電気の配線についてはBIMソフトでも扱いが確立され

ていない状況なので対象外としています。

左の表に、設備・電気で検討の対象とした機器・器具を示

します。

機械設備の検討対象 電気設備の検討対象
工種​機種​項目​

空気調和設備 機器設備​ボイラ​機器類​

〃​冷凍機(電動系)​​

〃​冷凍機(燃料系)​​

〃​冷却塔​​

〃​空調機​​

〃​FCU​​

〃​EHP​​

〃​GHP​​

〃​PAC室内機​​

〃​全熱交換器​​

換気設備 機器設備​送風機​​

排煙設備 機器設備​排煙機​​

空気調和設備 機器設備​
給水設備​
排水設備​
給湯設備​
消火設備​

ポンプ​​

衛生器具設備​衛生器具​​

給水設備​受水タンク​​

給湯設備​貯湯タンク​​

給湯設備​給湯器​​

​​​

工種​機種​項目​

空気調和設備 ダクト設備​
換気設備 ダクト設備​

制気口​器具類​

排煙設備 ダクト設備​排煙口​​

空気調和設備 ダクト設備​
換気設備 ダクト設備​
排煙設備 ダクト設備​

ダンパー​​

空気調和設備 配管設備​
給水設備​
排水設備​
給湯設備​

バルブ​​

自動制御設備​制御バルブ​​

消火設備​消火栓​​

消火設備​スプリンクラーヘッド​​

空気調和設備 ダクト設備​
換気設備 ダクト設備​

VAV・CAV​​

​​​

​​​

​​​

​​​

​​​

​​​

​​​

工種​機種​項目​

動力設備​
受変電設備​

配電機器​機器類​

構内情報通信網設備​
構内交換設備、など​

通信機器​​

火災報知設備​防災機器​​

発電設備​自家発電設備​​

発電設備​太陽電池​​

電灯設備​照明器具​器具​

​​​

​​​

​​​

​​​

​​​

​​​

​​​

​​​

​​​

​​​

​​​

​​​
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属性項目の解説

属性情報項目リストのオブジェクトについて、各属性項目

が示している内容を補足説明します。建築関係者であれば

属性項目の説明で理解できると思われる内容は省略してい

ます。

次頁以降に、標準Ver2.0のうち、設備の仕様や性能情報項

目について記載している 「第4章 設備分野のBLCJ BIMオ

ブジェクト標準Version 2.0 4.3.6BLCJ技術情報項目」の内

容を抜粋し、補足説明を加えて掲載します。

＜所要能力情報＞
記号(機番)や、呼称、形式、仕様、用途、
設計能力など、
主に設計時点で記入する属性情報項目

＜能力仕様情報＞
機材の主要能力を示す属性情報項目

＜風量仕様情報＞
機材の風量に関する仕様を示す属性情報項目
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属性項目の解説

＜水量仕様情報＞
機材の水量に関する仕様を示す属性情報項目

＜風圧力仕様情報＞
機材の機外静圧など風圧力に関する仕様を示す
属性情報項目

＜水圧力仕様情報＞
機材の揚程など水圧力に関する仕様を示す
属性情報項目

＜一般仕様情報＞
機材のその他詳細仕様を示す属性情報項目
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属性項目の解説

＜電気仕様情報＞
機材の電源関係の仕様に関する属性情報項目

＜ダクト接続口情報＞
機材のダクト接続口サイズに関する
属性情報項目
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属性項目の解説

＜空気温度仕様情報＞
機材の温湿度条件に関する属性情報項目

＜水温度仕様情報＞
機材の供給水温度条件に関する属性情報項目

＜消費量仕様情報＞
機材の燃料消費量等に関する属性情報項目

＜配管接続口情報＞
機材の配管接続口サイズに関する属性情報項目
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属性項目の解説

＜空気抵抗仕様情報＞
機材の空気抵抗に伴う損失に関する
属性情報項目

＜水抵抗仕様情報＞
機材の水抵抗に伴う損失に関する属性情報項目

＜見積・その他仕様情報＞
機材の見積に関する属性情報項目
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属性項目の解説

＜図書仕様情報＞
機材の外形図・能力線図・回路図等に関する
属性情報項目
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属性項目の解説

＜テキスト情報＞
機材のその他補足情報に関する
属性情報項目

＜コミッショニング情報＞
機材のコミッショニングに関する
属性情報項目
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BLCJオブジェクト標準2.0からの修正内容

■BLCJオブジェクト標準2.0からの修正内容

BLCJより公開された標準Ver.2.0から、実務者の立場で実現可能性を重視して修正した内容を以下に示します。
前提として、当検討チームの検討にあたっては、ターゲットをBIM図面審査など図面を目的にするのではなく、BIMデータ審査等の時代をターゲットに、必要と考えられ
るパラメータの精査を行うこととしました。
また、一足飛びに理想論をまとめるのではなく、まずは現実的な STEP1 を想定して検討することとし、◎(必須)や●(推奨)として厳選する項目は、BIM データの中
に埋没せずに、何かしらの成果品としてアウトプットが必要なものを選別することとしました。
その成果品としては、機械設備では、官庁営繕で一般的に利用されている機器表フォーマットで必要な項目を主な判断材料としています。

以下に、標準Ver.2.0で掲載されているカテゴリー別パラメータリストと、今回、設備情報検討チームで検討したカテゴリー別パラメータリストの項目を比較して示します。
(セル赤色はBLCJ2.0から追加か格上げしたもの、セル青色は格下げしたものを示す。)
当検討チームでは、新たに申請上の要否として「消防同意」の列を追加し、さらにユースケースとして、「積算上の要否」「概算上の要否」「機器表として出図」「電気
の計画上必要」の列を追加して精査を行いました。また、メンバー内の共通理解をはかるために「パラメータ値入力者」の欄も追加して、設計者・施工者・メーカーなど
誰がそのパラメータ値を入力するのかを想定して検討を行っています。
なお、「機器表として出図」する列への記載は、官庁営繕で一般的に利用されている機器表フォーマットで必要な項目を「●」とし、一般的な機器表で扱われているも
のを「〇」で記入しています。

メーカーオブジェクトを利用する場合には、メーカー値をオブジェクトにプリセットされたものを利用すれば良いですが、ジェネリックオブジェクトの利用を想定すると、設計者が
入力するものと考えられますが(必要に応じて施行者がS5で修正)、設計者がすべてデータ入力することは非現実的であるため、外部データからメーカー値を反映する仕
組みを前提に役割区分を整理する必要があります。
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BLCJオブジェクト標準2.0からの修正内容

BLCJ 2.0で掲載されている設備のカテゴリー別パラメータリスト
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BLCJオブジェクト標準2.0からの修正内容

概算上の要否 特記などで入力

BLCJ2.0から追加した項目

設備情報検討チームで検討したカテゴリー別パラメータリスト
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BLCJオブジェクト標準2.0からの修正内容

設備情報検討チームで検討したカテゴリー別パラメータリスト
概算上の要否 特記などで入力

BLCJ2.0から追加した項目
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BLCJオブジェクト標準2.0からの修正内容

設備情報検討チーム内での検討を重ねて、BLCJ2.0から変更を加えた主な項目を以下に示します。

①追加したパラメータは、主に以下のものがあげられます。

例) 共通 ：機械基礎_W、機械基礎_D、機械基礎_H
 冷却塔 ：外気湿球温度

制気口 ：制気口BOXサイズ_W、制気口BOXサイズ_D、制気口BOXサイズ_H、制気口BOX内貼_t
排煙口 ：排煙口BOXサイズ_W、排煙口BOXサイズ_D、排煙口BOXサイズ_H

②主な修正方針としては、機器表などの図面に出力しないパラメータは、設計中は埋没して管理しきれないため、STEP1としては、必須「◎」・推奨「●」とせず、必要に応じて「〇」利用したい
ものが自主的に使うパラメータと位置付けました。

例) 外形寸法を、◎→〇に変更(S2～S4)
メンテナンススペースを、●→〇に変更(S2～S4)
始動方式を、●→〇に変更(S2～S4)
配管接続口などを、●→〇に変更(S2～S4)

③逆に、官庁営繕で一般的に利用されている機器表で必要な項目は、積算でも必要な項目と判断して、推奨「●」以上に格上げしました。

例) ・空調機の空気温度DB等、〇→●に変更(S3～S4)
・冷凍機等のコイル耐圧、〇→●に変更(S3～S4)

④施工で必要なパラメータについては、メーカーにヒアリングを行い精査しました。今年度は、各機種に対して不足しているパラメータの洗い出しまでを行ったが、今後、施工者の立場や、メーカー
の立場として、実務上必要なパラメータの精査を行う予定です。

⑤今回の検討の対象は、設計～施工までのステージで、維持管理・運用は対象外としたため、S2～S5までを精査し、S6については、BLCJ2.0からの変更は加えていない。
また、BLCJ2.0に掲載されている、カテゴリー別パラメータリストの中で、以下のグレーハッチした項目は、ライブラリ登録用などオブジェクト管理に必要な属性情報や、竣工後の維持管理・運用で

必要な項目であり、設計・施工段階で実務上利用するものではないので、今回の検討からは除外しています。

これらの修正内容の反映は、今後調整する予定です。
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活用場面とユースケース

活用場面とユースケース

今回ユースケースとしてターゲットとしたのは、積算では

なく概算ではありますが、設備の概算手法は明確に定まっ

たものがなく、設計前半では床面積あたりの㎡単価で試算

することも多いため、まずは積算で必要な項目を洗い出し

た後、その中から概算で必要なものを抽出する進め方とし

ました。

パラメータリストの「積算上の要否」については、公共建

築工事見積標準書式に記載している項目を「●」、その他

一般的に積算で扱われているものを「〇」で記入していま

す。

ただし、これはあくまでも概算で必要なものを検討するた

めに、積算上必要と考えられるものをBIMオブジェクトの

視点で整理したものであって、この属性情報を入力すれば

積算に必要なものすべてを網羅できているわけではないこ

とに注意が必要です。

概算の検討にあたっては、建築設計三会から公開されてい

る「設計BIMワークフローガイドライン第1版」で示されて

いる、各ステージで成果物として設備BIMに入力するオブ

ジェクトを元に概算可能なものを選別しています。そして、

設備オブジェクトの入力が進み概算精度が上がる可能性が

ある、ステージ3での概算を前提に整理を試みました。

ステージ3での概算を前提として考えると、器具類や制気口、

バルブ類、ダクトや配管などは、BIMに一部の入力を行っ

ているかもしれませんが、建物全体のすべては入力されて

いないので、設備機器についてのみ整理することとしてい

ます。概算で対象としたオブジェクトを以下に示します。

＜概算で必要と考えられる機械設備のオブジェクト＞

機器類：ボイラ、冷凍機(電動系)、冷凍機(燃料系)、冷却塔、

空調機、FCU、EHP、GHP、PAC室内機、全熱交換機、送

風機、排煙機、ポンプ、受水タンク、貯湯タンク、給湯器

各ステージの設備BIM成果物と概算手法の考え方
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活用場面とユースケース

＜概算で必要と考えられる電気設備のオブジェクト＞

機器類：配電機器、通信機器、防災機器、自家発電設備、

太陽電池

器具類：照明器具

議論の中で、機械設備としては概算上不要なものであった

としても、電気設備としては概算上機械設備に入力してお

いて欲しい項目も出てきています。ユースケースとして、

今回は積算や概算をターゲットにしていますが、電気の計

画上必要な項目も考慮する必要があるため、カテゴリー別

パラメータリストにはその列も追加した上で、各ステージ

でどこまで入力する必要があるかについても整理を試みて

おります。
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特記仕様などの情報管理

特記仕様などの情報管理について

BLCJ2.0では、オブジェクトにすべてパラメータを組み込ん

で運用することを前提に整理されていますが、実務を考慮

すると必ずしもオブジェクト上だけで情報管理する訳では

ない実情があります。特記仕様書や特記欄などで記載する

項目については、外部データとして扱う想定をして、「特

記などで入力」欄に「〇」を記入しました。

左図は、特記仕様などの情報を、BIMや外部データでどの

ように扱うのかをイメージできるように、その考え方を示

したものになります。

一般注釈 オブジェクト(機械設備 集計表)

機器 特記仕様データ

シート(機器表)

機器データ

機種の紐づけ方法①呼称or符号による名前の定義、②仕様書コード(未実装)

凡例ビュー

BIM

外部DB 外部DB
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取組の内容4-1
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施工・製作情報検討チーム

今年度の取組の内容｜

施工・製作情報検討チームでは、2023年度に「標準属性項目リスト」を

工種別に網羅的に纏めた。施工・製作段階で必要な属性は多岐にわたる

ため「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」の章名を1つ

のカテゴリーとし、1つのカテゴリーの中でサブカテゴリーが多岐にわ

たるものは、比較的使用頻度の高いと考えられるサブカテゴリーの最低

1つを選定し、属性情報の収集・検討を行った（右表）。

当初は「意匠」「構造」「設備」「施工・製作」の各チームが作成し

た「標準属性項目リスト」をデータ整合チェックチームで照らし合わせ、

属性情報が一意なものとなるように整理する予定であったが、施工段階

で主として使用するまとまりである「工種別」でのデータ連携は意匠・

構造・設備検討チームが纏めた標準属性情報リストのユースケースの一

つと考えられるため、未整理のサブカテゴリーの属性情報の収集ではな

く、昨年度作成した「標準属性項目リスト」の活用方法の検証を優先的

に行うこととした。

活用方法を検証する中で、属性情報の不足の確認も行い、不足情報に

ついては各チームへフィードバックし、標準属性項目リストの精度を上

げることとした。

標準属性項目リストのユースケースを検証するにあたり、リスト作成

時にもご協力いただいた一般社団法人 日本建材・住宅設備産業協会様

（以下、建産協）に協業を申し入れ、快くお引き受けいただくことがで

きた。

まずは、建産協との打ち合わせによりこれから検証していくユース

ケースについて協議し、優先順位を付けることとした。協議の結果、こ

れまで比較的、属性情報の検討が進められてきた「建具工事」を選定し、

今年度の特定のユースケース検証とした。

なお、標準属性項目リストを用いた特定ユースケースの共通概念を下

図の通りとし、検討項目も設定した。

標準属性項目リストの項目数は膨大な数となるが、入力が必要な項目

はユースケースに合わせて選択する。選択した項目数が多くなる場合が

あるが、それらの項目はこれまでの業務フローにおいても設計図書等の

どこかに記載・表現されていたものであり、BIMやデータベースを活用

した業務フローによって新たに追加された項目ではない。

章 節 属性項目数

2仮設工事 外部足場 43
3土工事 共通事項 21

8
コンクリートブロック、ALCパネ
ル及び押出成形セメント板工事

共通事項 12

コンクリートブロック帳壁及び塀/補強コンク
リートブロック造

32

ALCパネル 56
押出成形セメント板（ECP） 40

9防水工事 共通事項 4
アスファルト防水 20
合成高分子ルーフィングシート防水 14
塗膜防水 11
ケイ酸質系塗布防水 4
シーリング 16

10石工事 内外壁 13
11タイル工事 共通事項 12
12木工事 構造_軸組 40

床板張り 13
壁及び天井木下地 25

13屋根・樋工事 長尺金属板葺き 11
折板葺き 18
粘土瓦葺き 24
プレスセメント葺き 14
とい 15
ルーフドレン 4

14金属工事 鉄鋼の亜鉛めっき 3
アルミ製品（笠木共） 8
ステンレス製品 4
軽量鉄骨天井下地 9
軽量鉄骨壁下地 13
金属成形板張り 7

15左官工事 共通事項 4
モルタル塗り 13
床コンクリート直均し仕上 7
セルフレベリング材塗 9
仕上塗材仕上 31
マスチック塗材塗 7
石膏プラスター塗 8
ドロマイトプラスター塗 8
しっくい塗 9
こまい壁塗り 15
ロックウール吹付け 7

16建具工事 アルミサッシ・アルミドア 270
17カーテンウォール工事 共通事項 16

メタルカーテンウォール 100
PCカーテンウォール 60

18塗装工事 共通事項 11
素地ごしらえ 9
錆止め塗装塗 23
合成樹脂調合ペイント塗 19
クリアラッカー塗 12
アクリル樹脂系非水分 8
耐候性塗装塗 15
つや有り合成樹脂エマルション塗 23
ステイン塗 7
合成樹脂エマルションペイント塗 9
ウレタンワニス塗 10
木材保護塗料塗 7

19内装工事 石膏ボード、その他ボード及び合板張り 85
20ユニット及びその他工事 ユニット設備（シャワー・バス） 102

昇降機設備 229
21排水工事 屋外雨水排水 36

街きょ、緑石及び側溝 19
22舗装工事 アスファルト工事 63
23植栽及び屋上緑化工事 植樹 64

合計属性項目数 1821 表【施工標準属性項目一覧表】

図【標準属性項目リストを用いた特定ユースケース検証】
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取組目的とユースケース検討対象4-2
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取組目的とユースケース検討対象

工種別「標準属性項目リスト」は、様々なユースケースを網羅的に纏めたものであり、個々のケースでど

のように活用されるのかの検証や提示は行っていない。現状の標準属性項目リストの属性だけでは形状情報

の不足があるが、BIMモデルと併せてデータ連携した際にどのような情報の不足が生じるか確認する必要が

ある。また、ユースケースによっては標準属性項目リストの項目が不足していることも考えられるため、特

定のユースケースで検証する方針とした。

ユースケースの検証では建産協様と協業し、対象はリスト作成時にご協力いただいた建具工事のアルミ

サッシ、ガラスとすることにした。施工段階におけるデータ連携のユースケースは、「見積」「積算」「製

作」「品質管理」「工程管理」「安全管理」など多岐にわたるが、今回は「見積」のユースケースを検証す

ることにした。

メーカーは施工者から設計図やその他の情報を受領した後に、各メーカー独自の見積システムに情報を入

力し見積りが行われる。この情報の受け渡しのフローを、従来の設計図等で情報を探して行っていたものか

ら、BIMモデルや属性情報等からのデータで連携した際の有用性や課題を抽出することを目的とした。

図【標準属性項目リストの位置付け】

図【アルミサッシ・アルミドア標準属性項目リスト】
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ユースケース概要と実施内容4-3
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ユースケース概要

■ユースケース概要

検証は次の手順で行った。

I. 「標準属性項目リスト」のうち必要な情報の抽出

II. モデル作成方針並びにモデル作成、モデル内包情報以外

の属性項目の入力

III. 伝達方針の協議並びにデータ受渡しと説明

IV. メーカー各社システムへ連携（手動でシステムへ入力）

V. レビュー及び課題抽出

施工製作チームにて取りまとめた標準属性項目リストの

データを活用する目的のため、見積のユースケースを検証

する。

国土交通省BIMガイドラインのフェーズ４及びフェーズ

５を想定した段階とし、施工業者から特定の製作メーカー

まで確定していない状況と設定した。

サッシ・ガラスメーカー各社で何かしらの見積システム

を用いていることから、その見積システムへの連携を想定

した検証フローを設定した。

最後に標準化タスクフォースメンバーならびに建産協関

係業者へのヒアリング及びレビューを行い、分析をまとめ

た。

S0 企画 S1 基本計画 S2 基本設計
S3 実施設計

１

S4 実施設計

２
S5 施工 S6 引渡し S7 維持管理

属性項目リスト準備 BIMモデル作成
BIMモデル以外の

情報整理・入力
伝達

見積システムへ

取込

見積

アウトプット

レビュー

ヒアリング
分析

※建築分野におけるBIMの標準ワークフローとその活用方策に関するガイドライン（第２版）
標準ワークフロー 業務区分（ステージ）の考え方より

S4 S5

検証関係者 意匠設計者 意匠設計者 施工者⇒製作メー
カー

製作メーカー 製作メーカー⇒施
工者

検証関係者 検証関係者

標準属性項目リス
ト

BIMモデルデータ 標準属性項目リス
ト

BIMモデルデータ
＋属性項目リスト

BIMモデルデータ
＋属性項目リスト

見積結果 検証結果 検証結果

Excel オーサリングソフ
ト

CSV CSV,IFC,ネイティ
ブデータ

見積システム

When

Who

What

How

Ⅰ Ⅱ Ⅲ ⅤⅣ

検証ワークフロー
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実施内容

Ⅰ.「標準属性項目リスト」のうち必要な情報の抽出

「標準属性項目リスト」にあるすべての属性項目を使用するものではないので、見積に必要な属性が何か

を抽出した。この際にリストに不足している項目の検討も行った。【建産協アルミサッシ・アルミドア属性

項目リスト】

• アルミサッシ標準属性項目リスト 241項目 ⇒今回使用した項目 90項目

アルミサッシに嵌め込まれているガラスの見積りを行うにはアルミサッシにリストアップされているガラ

ス項目だけでは不足していることから、ガラスメーカーが専門工事会社にヒアリングの上、必要な属性項目

を追加した。【ガラス見積用属性項目リスト】

• 製品の特定・発注：17項目 ⇒見積に必要な項目（今回対象とした項目） 17項目

• 概算見積：6項目 ⇒見積に必要な項目（今回対象とした項目） 0項目

• 清算見積：6項目 ⇒見積に必要な項目（今回対象とした項目） 4項目

S5段階での精算見積を対象とした。ガラス見積項目に、【運賃】、【図面】の項目があり、このままでは

属性項目として活用ができないため、今回の検証では値の入力は対象外とした。今後、属性項目リストとし

て活用するためには【図面】からどういった情報を読み取っているのかの分析が必要となる。

以上、今回の検証でアルミサッシ及びガラスに関しての見積に必要な属性項目を選定し、抽出を行った。

属性 ガラスの名称 JIS 備考 情報入手先

① フロート板ガラス

② 磨き板ガラス

③ すり板硝子

④ 型板ガラス JIS R 3203

⑤ 網入板ガラス 網の形状かく網とひし網の2種類有る。

⑥ 線入板ガラス

⑦ 合わせガラス JIS R 3205

⑧ 強化ガラス JIS R 3206

⑨ 熱線吸収板ガラス JIS R 3208

⑩ 複層ガラス JIS R 3209

⑪ 光学薄膜付きガラス JIS R 3221 熱線反射ガラス、低放射ガラス（Low-E）、低反射ガラスがある。

⑫ 倍強度ガラス JIS R 3222

⑬ 耐熱強化ガラス JIS R 3223

⑭ 真空ガラス JIS R 3225

⑮ セラミックプリントガラス ---

① 単板ガラス 上記⑦、⑩と⑪の低放射ガラスを除き、ガラス1枚で使用するもの。

② 合わせガラス JIS R 3205

上記①～⑥、⑧、⑨、⑪～⑮のガラス2枚以上の材料板ガラスの間に中間膜を挟み，熱及び

圧力によって，又は材料板ガラス間に液状の樹脂を注入することによって，全面を接着し

たガラス。

③ 複層ガラス JIS R 3209
上記①～⑨、⑪～⑭のガラス2枚以上の材料板ガラスを一定の間隔をおいて平行に配置

し、中空層に大気圧に近い圧力の封入気体を満たし、中空層を封印したもの。

3．合わせガラス

および

複層ガラスの仕様

合わせガラス、複層ガラスまたはその組み合わせ

※合わせガラスや複層ガラスは、以下の点を注意する。

（１）室外側からガラスの種類・構成部材の属性を順に記載する。

（２）合わせガラスの場合、中間膜の厚み、種類、色調を記載する

（３）光学薄膜付き複層ガラスの場合は、光学薄膜面の位置を記載する。

・合わせガラス　　　　　　　　　　　　　・Low-E複層ガラスの場合

　構成：強化12㍉⁺PVB60mil+強化12㍉　　　構成：Low-E12㍉⁺中空層12㎜⁺フロート12

㍉

① 矩形

② 異形

③ 平面

④ 曲面

① 幅

② 高さ

③ 厚み
合わせガラス、複層ガラスの場合は、「3．合わせガラスおよび複層ガラスの仕様」に基づ

き、それぞれの厚みと総厚みを記載する。

6．ガラスの掛かりしろ
ガラスの支持枠への呑み込み寸法。

※概算見積もりの場合、ガラス幅、高さにそれぞれ30㎜を加えた寸法とする。

・JASS17

・設計図書

① 熱還流率U値

② 日射熱取得率η値

8．ガラスの色調 ガラスの室外側色調 ブルー系、グリーン系、シルバー系、ニュートラル（透明）系

① 中間膜種類 PVB

② 中間膜厚み SG

① スペーサー種類 アルミ、金属・樹脂複合、樹脂

② スペーサー種類色 アルミのシルバー系、黒等の塗装

11．複層ガラス中空層気体 乾燥空気、アルゴンガス

① クリーンカット ガラスを切断した状態でエッジ部に加工処理を施さない。

② 糸面 ガラスを切断した後、鋭利なエッジ部を削った処理。

③ グラウンド ガラスを切断した後、端面とエッジ部を削った処理。

④ 磨き ガラスを切断した後、端面とエッジ部を磨いた処理。

⑤ 傾斜 ガラスの端面が斜めに傾斜した加工処理で主に磨き処理される。

① Uカット U字の彫刻刀でUカット

② Vカット V字の彫刻刀でVカット

③ ①、②以外 ガラス端面に合わせて中間膜をカット

① 設計風圧力 風洞実験値、建築物荷重指針・同解説（一社）日本建築学会

層間変形量

水平地震力

垂直地震力

15．ガラス商流；

・発注書・お金の流れ

・製品の流れ

① ガラス品種

② 品種毎ガラス厚み

③ ガラス寸法

④ ガラス数量

⑤ 運賃

⑥ 図面

① ガラス品種

② 品種毎ガラス厚み

③ ガラス寸法

④ ガラス数量

⑤ 運賃

⑥ 図面

17．詳細（実施）見積もり 数量表

上記概要図の④建設会社から、③ガラス工事店へガラス品種、厚み、寸法、数量が記載さ

れた最終の数量表と図面が送られる。ガラス工事店は、明細書と図面で間違いがないか？

ガラス製品の製造限界を超えていないかの確認を行う。

※この数量表に基づき、③ガラス工事店⇒②問屋⇒①ガラスメーカーに金額を再度確認。

運賃は、実際の工事現場の道路・搬出入状況に応じて、再度ガラス製品金額に上乗せし

て、材・工の金額を数量表に記載して、③ガラス工事店から④建設会社へ見積もり書（数

量表）が送られる。また、ガラス製品製造後の保管期間が長い場合、その保管料も含めて

見積書に反映される。

10．複層ガラススペーサー

13．合わせガラス中間膜処理

ガラスの発注書・お金の流れと製品の流れ　概要図

16．概算見積もり
数量表

上記概要図の④建設会社から、③ガラス工事店へガラス品種、厚み、寸法、数量が記載さ

れた数量表が送られる。また、図面も送られる場合がある。

図面が送られてきた場合、明細書に図面番号が記されているため、間違いがないか？ガラ

ス製品の製造限界を超えていないかの確認は③ガラス工事店で行う。

※この数量表に基づき、③ガラス工事店⇒②問屋⇒①ガラスメーカーに金額を確認。

運賃は、10tonトラック輸送等の条件付きでガラス製品金額に上乗せして、材・工の金額を

数量表に記載して、③ガラス工事店から④建設会社へ概算見積もりとして送られる。

Ⅲ．見積もり

建設会社からの数量表

1．ガラスの種類

4．ガラス形状

5．ガラス寸法

7．ガラスの光熱性能

9．合わせガラス中間膜

BIM 標準化ＴＦ  ガラス　属性
2024年12月10日（火）

NSG・AGC

建設会社からの数量表

・設計図書

・メーカーカタログ

Ⅰ．ガラスの種類、仕様、熱的性能他

Ⅱ．設計条件

・設計図書

・JIS

・メーカーカタログ

・メーカーカタログ

・Top-G

・ALIA　Windeye

② 設計地震力
14．設計与条件

12．ガラスエッジ処理

JIS R 3202

JIS R 3204

2．ガラスの仕様

【ガラス見積用属性項目リスト】【建産協アルミサッシ・アルミドア属性項目リストの例】

標準化TFリ

ストNo.

（202410

07版）

積算時

必須項目
属性 備考 引違

106 〇 防火性能 各社形式に限定あり ○

107 框タイプ 引違い等スライディング系サッシの框サイズを示す。サッシサイズによって必要強度に合わせてタイプ選択。 〇

108 外観吊元

109 〇 ガラス建込

110 〇 ガラス／パネル ○

111 〇 可動部ガラス種類

112 〇 可動部ガラス厚さ

113 〇 固定部ガラス種類

114 〇 固定部ガラス厚さ

115 〇 開閉形式 ○

116 〇 ガラス種類 ○

117 〇 ガラス厚さ ○

118 可視光反射率 ガラスへ法線入射した可視光の反射率 ○

119 日射透過率 ガラスを透過する日射の比率（τe） ○

120 〇 可動障子W

121 〇 FIX部W

122 〇 たて軸回転_長辺W

123 〇 たて軸回転_短辺W

124 〇 親扉W

125 〇 子扉W

126 個別W寸法 連窓時の個別Wを示す ○

127 個別H寸法 段窓時の個別Hを示す ○

128 開口係数 ○

129 排煙窓幅 ○

130 排煙窓高さ ○

131 排煙有効高さ ○

132 〇 がらり開口率

133 有効開口面積 ○

134 有効排煙面積 ○

135 〇 換気框有無・種類 ○

136 〇 換気框個数 ○

137 〇 換気小窓有無・種類 ○

138 換気小窓_ガラス厚 ○

139 〇 フラッシュドアの額入り_有無・種類

140 〇 フラッシュドアの額入り_形状

141 〇 フラッシュドアの額入り_個数

142 〇 フラッシュドアの額入り_有無・種類（親）

143 〇 フラッシュドアの額入り_形状（親）

144 〇 フラッシュドアの額入り_個数（親）

145 〇 フラッシュドアの額入り種類（子）

146 〇 フラッシュドアの額入り_形状（子）

147 〇 フラッシュドアの額入り_個数（子）

148 〇 組込がらり ○

149 〇 大型下框 ○

150 〇 中桟・中框_有無・本数 ○

151 中桟見付 ○

152 中桟高さ ○

153 〇 中骨（たて骨）有無・本数

154 中骨見付

155 中骨位置

156 〇 がらり防鳥ネット有無

157 引手・ハンドル_ 高さ_外部 〇

158 引手・ハンドル_ 高さ_内部 〇

159 〇 引手・ハンドル_ 内観左_有無 〇

160 〇 引手・ハンドル_ 内観左_種類 〇

161 〇 引手・ハンドル_ 内観右_有無 〇

162 〇 引手・ハンドル_ 内観右_種類 〇

163 〇 引手・ハンドル_ 外観右_有無 〇

164 〇 引手・ハンドル_ 外観右_種類 〇

165 〇 引手・ハンドル_ 外観左_有無 〇

166 〇 引手・ハンドル_ 外観左_種類 〇

167 〇 窓ハンドル_有無

168 〇 窓ハンドル_種類

169 〇 開閉補助用取っ手_有無

170 〇 クレセント_有無 〇

171 〇 クレセント_種類 〇

172 〇 クレセント_機能 〇

173 クレセント_高さ 〇

174 〇 補助クレセント_有無 〇

175 〇 補助クレセント_種類 〇

176 〇 補助クレセント_機能 〇

177 〇 指挟み防止ストッパー（召合せ用）_有無 〇

178 指挟み防止ストッパー（召合せ用）_数量 メーカー基準で決まる 〇

179 指挟み防止ストッパー（召合せ用）高さ_上 〇

180 指挟み防止ストッパー（召合せ用）高さ_下 〇

181 〇 指挟み防止ストッパー（戸先用）_有無 メーカーによっては取り扱いが無い場合あり。 〇

182 〇 サブロック（補助ロック） 下かまち用、戸先用 ○

183 〇 開き調整器_有無

184 〇 開き調整器_種類

185 開き調整器_角度

186 たて軸回転方向

187 〇 開口制限ストッパー（引違い用）_有無 〇

188 〇 開口制限ストッパー（引違い用）_種類 〇

189 開口制限ストッパー（引違い用）_開口寸法 〇

190 〇 開口制限ストッパー（すべり出し用）_有無 メーカーによっては取り扱いが無い場合あり。

191 〇
開口制限ストッパー（開き・たてすべり出し

用）_有無

192 〇 高窓換気用オペレータハンドル_有無

193 高窓換気用オペレータメーカー

194 〇 高窓換気用オペレータ_種類

195 〇 高窓換気用オペレータハンドルBOX種類

196 〇 高窓換気用オペレータ方式

197 高窓換気用オペレーターハンドル_高さ

198 〇 排煙用オペレータ_有無

199 〇 排煙装置_種類

200 排煙装置メーカー

201 排煙装置_製品名

202 排煙窓開き角度

203 〇 非常用進入口_有無 〇

204 非常進入口マーク_有無 〇

205 〇 非常進入口締り_有無 〇

206 〇 障子戸先框_種類 安全仕様→指挟み防止ゴム付 〇

207 がらり_目板_有無

208 〇 がらり_脱着_有無

209 〇 ダクトフランジ_有無・種類

210 〇 チャンバーBOX_有無・種類

211 〇 落下防止手摺（窓手摺）有無・種類 ○

212 〇 落下防止手すり本数 ○

213 手すり高さ 〇

214 手すり取付方法 〇

215 〇 面格子有無・種類 ○

216 〇 面格子取付 〇

217 面格子ブラケット_種類 〇

218 面格子W寸法 〇

219 面格子H寸法 〇

220 〇 網戸_有無・種類 〇

221 〇 網戸自走防止部品_有無 〇

222 〇 網戸自走防止部品_種類 〇

223 網戸引き勝手 〇

224 網戸落下防止機構_有無 〇

225 〇 網戸中桟_有無 〇

226 網戸中桟_本数 〇

227 網戸中桟見付 〇

228 網戸中桟高さ 〇

229 〇 下枠種類 ○

標準化TFリ

ストNo.

（202410

07版）

積算時

必須項目
属性 備考 引違

1 〇 建具種類 ○

2 〇 建具番号 ○

3 〇 建具材質 ○

4 〇 取付場所 ○

5 〇 階数 ○

〇 備考 ○

6 製造元 ○

7 企業コード (一財)日本情報経済社会推進協会(JIPDEC)による企業コード ○

8 企業名 ○

9 企業ＵＲＬ 企業のホームページを示す ○

10 分類コード 製品の分類コードを示す。当面建築はUniclass2015 or OmniClass、設備はCI-NETコード ○

11 〇 製品シリーズ ○

12 〇 枠見込 ○

13 〇 気密性能 ○

14 〇 遮音性能 ○

15 〇 躯体シール ○

16 〇 枠種類 ○

17 外枠見付_外観右 ○

18 外枠見付_外観左 ○

19 外枠見付_上 ○

20 外枠見付_下 ○

21 〇 ガラス押さえ ○

22 〇 仕上げ ○

23 〇 色調 ○

24 〇 表面処理性能 ○

25 〇 水密性能 ○

26 〇 断熱性能 ○

27 〇 耐風圧性能 ○

28 〇 納まり選択 ○

29 〇 総W寸法 ○

30 〇 総H寸法 ○

31 上枠の高さ ○

32 下枠の高さ ○

33 抱き見込 ○

34 壁芯とサッシ芯の寸法 ○

35 外枠チリ_外観左 ○

36 外枠チリ_外観右 ○

37 外枠チリ_上 ○

38 額縁チリ_内観右 ○

39 額縁チリ_内観左 ○

40 額縁チリ_上 ○

41 膳板チリ_逆 ○

42 額縁三方チリ 額縁は三方とし、下部は「膳板」とする。 ○

43 〇 水切り有無・種類 ○

44 〇 水切出幅 ○

45 水切り端部伸ばし寸法（右） ○

46 水切り端部伸ばし寸法（左） ○

47 〇 水切り端部キャップ種類 ○

48 〇 水切安全カバー有無 ○

49 〇 水切板_材質 ○

50 〇 水切板_仕上 ○
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施工・製作情報検討チーム

実施内容

Ⅱ.モデル作成方針並びにモデル作成、モデル内包情報以外の属性項目の入力

BIMモデルを作成するにあたり、アルミサッシの種類、データ作成者、使用ソフト、中間ファイル、外部

データ等を検討した。

検証が複雑化し当初の目的から外れないように、アルミサッシの種類は特殊なものではなく汎用性が高い

ものとし、アルミサッシについては腰高窓と掃出し窓の2種類、それぞれのガラスについては、合わせガラス

と複層ガラスとした。図【ユースケース検証の為に作成したアルミサッシオブジェクト】

BIMモデルの作成は標準化TF施工・製作情報検討チームで行うこととし、今回は標準化TFで準備が可能で

あったAutodesk Construction Cloud（以下、ACC）を用いることから、BIMモデル作成はRevitを使用し、

ACC上でデータの受け渡しを行うこととした。データはRevitのオリジナルデータ以外に、.ifc、属性情報を

書き出した.csvデータも共有することとした。

実際にBIMモデルの属性項目の値としては右図の一覧とした。

図【ユースケース検証の為に作成したアルミサッシオブジェクト】

［腰高窓_引違］ ［掃出し窓_引違］

図【アルミサッシオブジェクトの属性情報】
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施工・製作情報検討チーム

実施内容

Ⅲ.伝達方針の協議並びにデータ受渡しと説明

モデル作成方針に基づきBIMモデルを作成したのち、伝達方法を協議の上、以下の環境で受け渡しを行った。

外部データについて（※報告書 外部データ連携チーム参照）は、現状では整備されたものは多くはない

ため、外部データとの連携は行わず、今後外部データとして扱えることが出来ると考えられる属性項目が何

かを考察時に検討するに留めた。

Ⅳ.メーカー各社システムへ連携（手動でシステムへ入力）

メーカーがACC上からモデル及び属性項目データを入手し、見積システムへのデータ連携を試行、課題を

抽出した。当検証ではメーカー側の見積システムの優劣並びにCSV等のデータ形式が直接取り込めるか否か、

などは論点とせず、必要な情報が何かしらのデータとして渡ることを前提としている。また、見積のアウト

プットとして、通常は特定された製品仕様に対しての値入れをした上での結果となるが、今回の検証では値

入れ行為までは対象としないものとした。同報告書の外部データ連携チームの記載にもあるが、コストにつ

いては別途外部のデータベースとして確立されているものとし、今後、そのようなデータベースとの連携を

見据えた検証の位置付けとするため、製品仕様の特定までを対象とした。

結果、TF側から受渡したデータから90項目（BIMモデルから４項目、CSVデータから86項目）をメーカー

見積システムへ手入力で取込み、アルミサッシ製品の仕様を確定するための７つの要素（シリーズ選択、表

面処理、基本仕様選定、オプション仕様、周辺材（外部）、周辺材（内部）、窓まわり製品）で見積りを

行った。

Ⅴ.レビュー及び課題抽出

アルミサッシメーカー及びガラスメーカーへ検証のヒアリングを行った。

課題については、「05 考察と今後の展開について」内の「考察」で記載する。

CDE環境 AutodeskConstructionCloud

作成BIMソフトウェア Revit2024

作成オブジェクト アルミサッシ（ガラスを含む）

オリジナルデータ形式 .rvt

受渡モデルデータ形式 rvt,IFC

受渡属性項目データ形式 csv,Excel

受取側システム 各社見積システムを想定
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ユースケースで作成したサンプルモデルと
受け渡しデータについて4-4
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施工・製作情報検討チーム

ユースケースで作成したサンプルモデルと受け渡しデータについて

建産協と標準化TFの属性項目リストの擦り合わせ

・属性項目の過不足、重複の削除

・一意性の確保

・見積必須項目の選定 等

設計者/施工者が作成・入力を想定 専門工事業者/メーカーを想定

データでの受け渡し

※ACCを利用

IFCデータの確認

※Solibriを利用



60

考察と今後の展開について4-5
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施工・製作情報検討チーム

考察

主な考察のポイントを要約すると以下の3点である。

・意匠サンプルモデルの属性項目リストから施工への情報伝達について

・施工属性項目リストから専門工事業者、メーカーへの情報伝達のヒアリングについて

・検証から得られた事実について

検証の結果、以下の属性項目の不足が明らかになった。

①ガラスの属性項目については、アルミサッシに含まれるガラス情報だけではガラスの見積りには情報が

不足していた。本検証ではBIMモデル作成前に確認できたことから、モデル作成前にガラスの標準属性項目

を作成して対応した。

②商品のシリーズ選択においては、防火の場合に「湿式乾式」の区分が必要である。

③旧JISと新JISの規格値が異なることにより、属性項目によっては値を2つ入力したい場合がある。このよ

うな場合は、属性項目1つに対して一意とするためには、新旧2つの属性項目を準備しておく必要がある。旧

項目を使用しない段階でその項目は欠番にする等の対応が考えられる。

検証の結果、以下の問題点が明らかになった。

①商品選択のために、各種性能値等から各メーカーのシリーズを選択するが、各性能値の組合せによって

は商品が存在しない場合があり、その場合はシステム的には見積りを行えない。あり得ない組合せになった

場合は、人が介入し見積り依頼者に該当箇所を問合せるか、近しい商品で見積もっておき見積りの注釈に

「○○性能については△△値として見積りを行った」等の対応が必要となり、業務の効率化にはならない。

各メーカーが自社の商品についての標準属性項目リストをベースとして作成リストを外部データとして共有

できることが望ましい。

②アルミサッシの溝幅を決定するためにはガラス厚さから決定されるが、複層ガラス等の場合に中間層を

含めたガラス総厚を簡易に導く（必要な情報だけ抜き出す）ロジックが必要となる。

③出幅や働き等の寸法値は属性項目に反映されること。寸法をモデルで確認することは正しいことではあ

るが、見積り業務の効率化という点では、見積りに必要なすべての情報は書き出されることが望ましい。

④BIMモデル情報と属性に入力した情報に齟齬があること。今回の検証では、サッシの取り付く躯体側の情

報に齟齬があった。BIMモデルでは「RC壁」であったものの、属性には「ALC面一」となっていた。このよ

うな場合は、依頼者への確認が必要になる手戻りが発生するだけでなく、誤った見積りを算出する原因とな

る。データ提供者は情報に齟齬が無いかチェックすることが当然のことではあるが、非常に重要である。ま

た、このようなヒューマンエラーを無くすために、ソフトウェアでオブジェクト同士の情報が連携される機

能が搭載されることも期待される。

⑤特定の部材、オプション部品等については、その取付・採用の有無とその種類が何であるかの値は別項

目としない方が良い。有無と種類が別項目になると、有無の選択で「無」を選んでいるにも関わらず、種類

で値が入力されるとどちらが正か判断が付かなくなる。システム的に有無と種類が連動して従属関係が保た

れるようになるまでは、属性項目としては1つとすることが良い。

その他以下のことが明らかとなった。

①検証の初期段階でガラスの属性項目が不足していたことから、ガラスの標準属性項目リストを作成した

が、アルミサッシのガラスに関する属性項目と重複するものもあることから、両者を照らし合わせて整理す

る必要がある。

②BIMモデルの属性には入力していたが、csvで書き出した際に抽出されなかった項目があった。ソフト

ウェアの操作手順の問題か、ソフトウェア自体の問題か等の検証が必要である。

③データで情報をやり取りし機械的に作業を行う業務フローでは、当然ではあるが、受け渡したデータに

誤りがあると、見積りは誤った情報で見積りを行うため、図面等を目視確認しながら作業を行う従来の作業

フロー以上に受け渡すデータの正確性が求められる。

④必要な情報が入力されていない場合、機械的な業務フローにできず、情報確認の作業が発生するため業

務の効率化にならない。効率化を図るためには、未入力項目を無くすことは必須となる。そのためには、そ

の段階で未決定の項目においても仮の値を入力する必要がある。その値は「初期値」「デフォルト値」と

いったことが考えられるが、建物用途による違いや、よく使われる値とするのか見積り上安全側をみて高額

となる値とするのか等、設計会社、施工会社によってその値は異なるため、各設計会社・施工会社で初期値

等を予め整備しておくことを提案する。

データを取り扱う効果の1つは、人の介在を極力減らし業務を効率化することが可能なことである。見積り

業務においては、必要なデータを正確に受け渡すことができれば、ほぼ人を介さずにシステム上で業務を行

うことが今回の検証で分かった。データによる業務フローを確立することで、余計な確認作業や手戻りが無

くなれば、メーカーだけでなく、設計者・施工者も業務の効率化に繋がると期待される。
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考察

その他

標準属性項目リストの使用について

今回、データの受渡に必要であろうと想定して整備した標準属性項目リストの「建具工事」のすべてをモ

デルの中に取り込んで作成してみたが、現状のExcelによるリストではモデルデータに取り込むことが困難で

大部分を手入力によって行うこととなった。今回は「建具工事」の中のアルミサッシ（ガラス含む）の標準

的な2つのオブジェクトを作成しただけであったため、手入力に耐えうる範囲であったが、PJ全体のモデル作

成のことを考えると厳しいであろうと推測する。

標準属性項目リストはモデルを作成するユーザーが利用しやすい形式で、モデル作成時に手軽に取得でき

る仕組みの構築が必要であると考える。

共通のクラウドデータベースの構築を進め、ユーザーが自らBIMモデルの作成に使用しているオーサリング

ソフトへダウンロード、インポートを行い、標準属性にてモデリングを行うことができる環境構築。これが

標準属性項目リストの利用上不可欠であると思われる。

また、受渡す標準属性データの一意性を担保するために、モデルデータにて受け渡すことを必須とすべき

項目があると思われるため、今後のユースケースでさらにカテゴライズしていく。

標準属性項目リストの運用に向けて

今回のユースケースでアルミサッシの「見積」を対象にして、標準属性項目をモデルとCSVデータで受渡

を行ってみて、標準属性項目リストの運用に関する目指すべき姿が浮き彫りになった。

BIMデータの受渡によって「見積」をするにあたり目指すべき姿は、以下の２点である。

①BIMによる見積は人によるやり取りを極力必要とせずに見積ができる。

②複数存在する見積のタイミングごとにBIMモデルを根拠とした正しい見積である。

各属性の項目については以下の内容が考えられる。

①ユーザーは属性項目を追加せず、リストの中から選択して利用する。

②「有無」のような情報は採用せずに一意性を保つ。

③特記仕様書が持っているPJ共通の属性項目と個別オブジェクトのもつ同義属性が両方存在しないように。

④工種によっては、各メーカーで各社製品に標準属性項目を使用した初期値データの外部データとしての

運用が必要になってくる。
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今後の展開

来年度にあたって、以下の内容を取組む予定としている。

• 属性項目リストの拡充と対象工種の拡大

• ユースケースの拡充と検証

これまで活動してきた各工種の属性項目リストの収集は引続き行っていくものとする。現時点で不足と思

われる工種または節については公共建築工事標準仕様書を参考に行っていく。

今回のアルミサッシ・ガラスの見積りにおけるユースケース検証により、標準属性項目リストの不足項目

や他工種との項目の重複等、リストの見直しが必要なことやデータを扱う業務フローにおける課題などが明

らかになった。このような属性項目を使った関係者間の連携を具体的に検証することにより、ＢＩＭモデル

の「干渉チェック」や「納まり確認」といった従来のモデル活用に留まらず、属性情報の活用による「高度

なＢＩＭ利用」に今後ユースケースがシフトチェンジしていくものと考えられる。

こういった高度なBIM利用においてユースケース検証を多く行い、フィードバックされることで標準属性項

目リスト自体が精度の高いものとなり、リストの活用方法が具体化される。

しかしながら、標準化タスクフォースですべての工種、あらゆるユースケースを検証することは不可能な

ことから、各団体、組織、企業等で検証を行い、フィードバックを共有することが望まれる。

章 節

2仮設工事 外部足場

内部足場

3土工事 共通事項

根切り

山留

4地業工事 既成コンクリート杭地業

鋼杭地業

場所打ちコンクリート杭地業

砂利、砂、捨てコンクリート事業等

5鉄筋工事 材料

ガス圧接

機械式継手

溶接継手

6コンクリート工事
コンクリートの種類、品質、材料、調
合

運搬、打込み、締固め

養生

型枠

7鉄骨工事 材料

ボルト

溶接

章 節

16建具工事 アルミサッシ・アルミドア

鋼製建具

ガラス

樹脂建具

木製建具

19内装工事
石膏ボード、その他ボード及び合板張
り

ビニル床シート

カーペット敷き

塗床

フローリング張り

畳敷き

壁紙張り

断熱・防露

20ユニット及びその他工事 ユニット設備（シャワー・バス）

昇降機設備

流し・シンク

23植栽及び屋上緑化工事 植樹

屋上緑化

図【ユースケースの拡充】

出展：R5年12月 国土交通省 建築BIMの意義と取組状況について

今後のBIM展開イメージ

表【標準属性項目リスト収集検討予定 一覧表】

ユースケースを拡充するエリア

環境影響評価

コスト管理工程管理安全管理

品質管理

廃棄物管理・評価
騒音・音響評価

人流評価

製品検査・評価
現場検査・評価

劣化診断評価

最適工期算定
歩掛り算出・評価

物流連携

数量積算
コストシミュレーション

仮設強度計算・評価
地盤評価

各種シミュレーション
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IDの検討と付与について5-1
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IDの検討と付与について

2023年度の報告書ではコードとIDの考え方をまとめたが、

議論が進む中で分類体系が部位別・工種別に完全に紐づく

ものではなく、Uniclass・OmniClassなどの分類体系でも

重複するものが存在するため、分類体系については標準化

TFで定義は行わないものとした。

それに伴い、属性IDの付与についてはコード分類を含ま

ない属性項目ごとの固有のIDとし、GUIDのような乱数での

付与とする方針とした。

そのため、整合チェックチーム内での分類体系及び属性

IDの議論については完了したものとする。

2023年度標準化TF報告書 2024年度標準化TF報告書
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属性項目リストの整合について

（意匠・構造・設備・施工）5-2
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属性項目の整合について

作業方針と具体例

属性項目の名称・値から推測される同一と考えられる属性項目をピックアップし、整合作業を行った。

E
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属性項目の整合について

2024年6月たたき案提出時点の各チームの標準属性項目リ

ストを横断的に比較、精査、分析を行った。

施工リストについては整合対象が非常に多いため、試験的

に一部のリスト比較のみ行った。
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チーム間精緻（属性項目の重複など）

属性項目の重複事項があった場合の対応を以下に示す。

各チーム間で議論を行い、属性項目リストからの取捨選択を行った。また、ユースケースによっては名称

は同じであるが指しているものが異なる場合はそれぞれの属性項目に固有のIDを付与することにより識別す

るものとした。

意匠チーム

耐火被覆：耐火性能

構造チーム

S柱：耐火時間

議論の上、意匠属性項目リストのみ

属性項目を残す

議論の上、意匠及び構造の属性項目リスト

両方に属性項目を残す

検
討
チ
ー
ム

階層1-1 階層2-1 区分1 共通ID 属性項目名（日本語）属性項目名（英語）
データタ
イプ

単位 入力値（参考例）属性項目説明

意
匠

耐火被
覆

材料情報 材料
テキス
ト

半乾式吹付

ロックウー
ル

材料を記載

意
匠

耐火被
覆

識別情報 工法
テキス
ト

耐火材吹付
け工法/複合
耐火工法

工法を記載

意
匠

耐火被
覆

識別情報 認定番号
テキス

ト

FP120CN-

****

工法・耐火性能
に応じた認定番
号を記載

意
匠

耐火被
覆

寸法情報 厚み（厚さ） 長さ
m
m

45 耐火性能に応じ
た被覆厚を記載

意
匠

耐火被
覆

性能情報 耐火性能
テキス
ト

2時間耐火
耐火被覆に求め
る耐火性能を記
載

意匠チーム

柱：X方向幅

構造チーム

RC柱角形：柱頭幅X

検
討
チ
ー
ム

階層1-1 階層2-1 区分1 共通ID 属性項目名（日本語） 属性項目名（英語）
データタ
イプ

単位 入力値（参考例）属性項目説明

構
造

柱
コンク
リート

寸法情
報

柱頭幅X width_X_top 実数 mm 800
コンクリート矩
形柱の柱頭のX方
向幅

構
造

柱脚
ベース
プレー
ト

寸法情
報

X方向幅 B_X 実数 mm 500
ベースプレート
のX方向幅

検
討
チ
ー
ム

階層1-1 階層2-1 区分1 共通ID 属性項目名（日本語）属性項目名（英語）
データタ
イプ

単位 入力値（参考例）属性項目説明

意
匠

柱
カバー
リング

寸法情
報

X方向幅 長さ 仕上げ材含むＸ
方向の幅

意
匠

柱
カバー
リング

寸法情
報

Y方向幅 長さ
仕上げ材含むY方
向の幅

意
匠

柱
カバー
リング

寸法情
報

直径 長さ
丸柱の場合の仕
上げ材等含む直
径

意
匠

柱
カバー
リング

寸法情
報

フカシ厚 長さ
鉄筋コンクリー
ト柱の場合のフ
カシ厚さ

分類 項目名

データ
タイプ

内容

大分
類

中分
類

小分
類

属性項目
名

入力値
（参考
例）

説明・備考

S
柱

識別
情報

部材
_GUID

guid_mem
bers

文字列
配置される部材毎に与えられるグローバル
意識別子

耐火時間
time_coati
ng

実数 2

※2024/12 たたき案では属性項目は削除
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結果と考察5-3
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整合結果

意匠リストと構造リストの重複は23項目であった。

意匠リストと機械設備リスト、設備リストの重複は36項目

であった。なお、設備リスト⇔構造リストの整合確認は今

回は対象外とした。

設備全般共通（31カテゴ
リー）

企業コード

企業名

企業URL

分類コード

分類グループ

メーカー型番

型式名称

製品写真(サムネイル)

3Dファイル形式

製品リリース年月

製造停止年月

製品出荷対象

データ作成ソフトVer

グレード

カラー

機械基礎_W

機械基礎_D

機械基礎_H

衛生器具

記号

呼称

符号

系統名称

形式

洗浄水量

材質

外形寸法  Ｗ

外形寸法  Ｄ

外形寸法  Ｈ

長さ寸法  Ｌ

空間寸法_幅

空間寸法_奥行

空間寸法_高さ

レイアウトピッチ

使用水

電源の有無

給湯の有無

備考

耐火被覆

耐火性能

工法

S全般（柱・梁等）
断面名称
耐火時間
耐火被覆仕様

給湯器具

材質

外形寸法_幅

外形寸法_奥行

備考

外形寸法_高さ

長さ寸法

使用水

記号

呼称

符号

系統

洗浄水量

意匠

6カテゴリー

構造

6カテゴリー

設備基礎

幅

高さ

奥行

部屋

積載荷重_床

積載荷重_柱、梁、基礎

積載荷重_地震力

室名

用途_構造

スラブ

積載荷重（床用）

積載荷重（小梁用）（架構用）

積載荷重（地震力）

室用途

共通項目

企業コード

企業名

企業URL

分類コード

分類グループ

メーカー型番

型式名称

製品写真(サムネイル)

3Dファイル形式

製品リリース年月

製造停止年月

製品出荷対象

データ作成ソフトVer

グレード

カラー

柱

符号

X方向幅

Y方向幅

直径

耐火性能

耐火被覆種別

梁

幅

高さ

耐火性能

耐火被覆種別

壁

符号

厚さ

耐力区分

床

符号

厚さ

耐荷重

RC_角形
断面名称
X幅
Y幅

RC梁
幅
せい

RC壁_ストレート
断面名称
厚さ
耐力区分

RCスラブ_ストレート
断面名称
厚さ

積載荷重（床用）

積載荷重（小梁用）（架構用）

積載荷重（地震力）

室用途

機械設備・設備

31カテゴリー
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整合結果

意匠‐意匠間の名称重複を整合した場合335項目の重複が

あったが、属性項目固有IDにて判別を行うため名称の整合

に関しての議論はここでは行わないものとした。

意匠カテゴリー名 重複数

柱 19

梁 12

ブレース 14

階段スロープ 14

壁 26

CW 25

屋根 20

パラペット 4

庇 4

屋上緑化 4

天井 14

床 21

防水 3

断熱 2

耐火被覆 4

目地 2

仕上 25

ドア 14

窓 17

シャッター 10

部屋 14

意匠カテゴリー名 重複数

エリア・領域 2

グリッド 0

ユニット 4

衛生器具 3

昇降機 0

サイン 1

とい 5

家具 2

手すり 1

タラップ 5

笠木 7

点検口 2

EXPJ 4

設備基礎 2

設備架台 5

地形 7

舗装 6

外構排水 3

塀 3

地上植栽 1

プロジェクト情報 3

位置 1
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データ整合チェックチーム

結果と考察

検討結果は報告書別添の各チーム属性項目リストに反映済み（すでに統合されたカテゴリー及び修正され

た属性項目があるので注意が必要）。

ただし、2024年6月提出時点の属性項目リストにて作業、検討の為、2024年度報告書たたき案標準リスト

は整合作業は行っていない。併せて意見照会にて頂いた意見は来年度以降順次議論、検討の上更新していく

ものとする。

今後、属性項目の整合としてはフェーズ間（例えば設計⇒施工など）で情報を連携する場合、実行したい

ユースケースに対して抜け漏れがないか、重複事項がないかを精査する必要がある。また属性項目を活用し

た運用を考えた場合、例えば設計性能を規定する際に同一フェーズ間（意匠設計、構造設計、設備設計な

ど）での情報のフローを整理する必要があると考えられる。（例えば設備機器性能を規定する場合に要求さ

れる空間ボリュームを求める要素として属性項目間で過不足・重複がないか、誰が決めるか、など）

標準化TF内で属性項目の精査を行うにあたっては作業開始にラグが発生するため、この枠組みの中で活動

を行っていくのか、新たにチームを編成して活動にあたるのが良いのかは検討中である。
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目 次

はじめに．

積算ユースケース報告書の目次は左記の通りです。

９章で構成されていますが、大きく３つのパートに分かれています。

■はじめに、01～02

サンプルモデルデータの説明及び検証のフローを記載しています。

■03～05

検証をする為の、前提の整理をしています。今回の検証対象フェーズは基本設計段階における「概算」

になりますが、概算算出の為に必要となる考え方を纏めています。

■06～08

BIMデータと内訳明細の関係、標準属性項目リストとBIMデータ及び内訳明細との関係、外部データと

の連携の可能性及び課題について纏めました。

※以下の図は、概要書冒頭に記載されている当TFのスコープになります。

図．当TFにおけるスコープ（概要書より抜粋）

サンプルモデルデータは、BIM汎用ソフトにて作成された「オリジナルデータ」の位置づけです。

サンプルモデルデータに関する詳細は、01他参照下さい。

積算ユースケース
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背景・目的

1.1. 背景・目的

本検証の目的は、2024年度までに標準化タスクフォース

で整理した標準属性項目リストを具体的にどのように活用

できるかを明確にすることです。そのために、具体的な

ユースケースを設定し、それに基づいて活用方法を検証し

ていきます。

具体的には、BIMモデルを作成しながら検証を行うことで、

標準属性項目リストの実際の適用例を示し、運用上の課題

や改善点を整理します。この検証を通じて、来年度以降の

検討課題を明確化し、標準属性項目のさらなる改善と普及

に向けた基盤を築くことを目指します。

本検証では、具体的なユースケースとして「S2（基本設

計）フェーズの概算」を対象とします。このユースケース

を選定した理由は以下の通りです。

1. 建設費用の高騰：昨今の建設費用の高騰を踏まえ、設

計初期から建設費を意識した設計が求められています。こ

れにより、設計の早い段階からコスト管理を行うことが重

要です。

  2. BIMの活用メリット：BIMを活用することで、概算に

おける設計プロセスの効率化やコスト削減が期待でき、標

準属性項目リストの活用意義が高まります。

以上の理由から、「S2（基本設設計）フェーズの概算」

を検証対象とし、標準属性項目リストの具体的な活用方法

を探求していきます。

検討チーム 階層1-1 階層2-1 区分1 共通ID 属性項目名（日本語） 属性項目名（英語） データタイプ 単位 入力値（参考例） 属性項目説明

構造 梁 節点 識別情報 始端節点_GUID guid_node_start テキスト コンクリート矩形柱、柱頭側のY方向主筋の

構造 梁 節点 識別情報 終端節点_GUID guid_node_end テキスト コンクリート矩形柱、柱頭側のX方向主筋の

構造 梁 位置情報 始端オフセット_X offset_start_X 実数 mm
コンクリート矩形柱の柱脚側のY方向帯筋本

数

構造 梁 位置情報 始端オフセット_Y offset_start_Y 実数 mm コンクリート矩形柱、柱脚側のX方向帯筋の

構造 梁 位置情報 始端オフセット_Z offset_start_Z 実数 mm コンクリート矩形柱、柱脚側のY方向帯筋の

構造 梁 位置情報 終端オフセット_X offset_end_X 実数 mm コンクリート矩形柱の柱梁接合部のX方向の

構造 梁 位置情報 終端オフセット_Y offset_end_Y 実数 mm コンクリート矩形柱の柱梁接合部のY方向の

構造 梁 位置情報 終端オフセット_Z offset_end_Z 実数 mm

構造 梁 鉄骨 寸法情報 頭付きスタッド径 D_stud テキスト D19 コンクリート矩形梁の柱への定着

構造 梁 鉄骨 寸法情報 頭付きスタッド高さ H_stud 実数 100 コンクリート矩形梁の柱へ折り曲げ定着時の

構造 梁 コンクリート 寸法情報 幅_始端 width_start 実数 mm 500 コンクリート矩形梁の中央部の主筋径

構造 梁 コンクリート 寸法情報 せい_始端 depth_start 実数 mm 1000 コンクリート矩形梁の中央部の上端主筋総本

構造 梁 コンクリート 寸法情報 幅_終端 width_end 実数 mm 500 コンクリート矩形梁の中央部の上端主筋の1

構造 梁 コンクリート 寸法情報 せい_終端 depth_end 実数 mm 800 コンクリート矩形梁の中央部の上端主筋重心

構造 梁 鉄筋 多段筋中心間距離_鉛直方向 position_V_center_interval 実数 mm 65.5 コンクリート矩形梁の柱への定着

構造 梁 鉄筋 上端主筋1段目芯鉛直位置 position_V_main_top_1st 実数 mm 68 コンクリート矩形梁の柱へ折り曲げ定着時の

構造 梁 鉄筋 下端主筋1段目芯鉛直位置 position_V_main_bottom_1st 実数 mm 68 コンクリート矩形梁の終端側の下端主筋総本

構造 梁 鉄筋 識別情報 あばら筋種別 type_stirrup テキスト
コンクリート矩形梁の終端側の下端主筋の1

段目本数

構造 梁 鉄筋 あばら筋径 D_stirrup テキスト D13 コンクリート矩形梁の終端側の下端主筋重心

構造 梁 鉄筋 腹径 D_web テキスト D10 コンクリート矩形梁の終端側の下端主カット

構造 梁 鉄筋 幅止め筋径 D_bar_spacing テキスト D10 コンクリート矩形梁の定着工法を示す。次か

構造 梁 鉄筋 幅止め筋間隔 pitch_bar_spacing 実数 mm 1000 コンクリート矩形梁の柱への定着

構造 梁 鉄筋 弱軸方向曲げ補強筋径 D_additional_axial_weak_side_start テキスト D19 コンクリート矩形梁の柱へ折り曲げ定着時の

構造 梁 鉄筋 弱軸方向曲げ補強筋本数 N_additional_axial_weak_side_start 実数 4 コンクリート矩形梁の終端側あばら筋の本数

構造 梁 鉄筋 弱軸方向せん断補強筋径 D_additional_stirrup_weak_side_start テキスト D13 コンクリート矩形梁の終端側あばら筋の間隔

構造 梁 鉄筋 弱軸方向せん断本数 N_additional_stirrup_weak_side_start 実数 2 コンクリート矩形梁の終端側腹筋の間隔

構造 梁 鉄筋 吊上げ筋径 D_additional_stirrup_haunch テキスト D16 コンクリート矩形梁の終端側幅止め筋の本数

構造 梁 鉄筋 吊上げ筋本数 N_additional_stirrup_haunch 実数 2 始端鉄骨断面プロファイルを特定するグロー

構造 梁 鉄筋 吊上げ筋セット数 set_additional_stirrup_haunch 整数 2 終端鉄骨断面プロファイルを特定するグロー

構造 梁 鉄筋 主筋径_始端 D_main_start テキスト D25 鉄骨梁に取り付く頭付きスタッドの有無

構造 梁 鉄筋 主筋総本数_始端_上端 N_main_top_total_start 整数 7

構造 梁 鉄筋 主筋1段目本数_始端_上端 N_main_top_1st_start 整数 5

構造 梁 鉄筋 主筋重心位置_始端_上端 position_center_main_top_start 実数 mm 90 鉄骨梁の材軸直交方向の頭付きスタッドの列

構造 梁 鉄筋 主筋カットオフ長_始端_上端 length_extended_main_top_start 実数 2200 鉄骨梁の材軸方向の頭付きスタッドの間隔

構造 梁 鉄筋 主筋定着タイプ_始端_上端 kind_anchoring_top_start テキスト ORDINARY 鉄骨梁に取り付く頭付きスタッドの材質

構造 梁 鉄筋 主筋定着長_始端_上端 length_anchoring_top_start 実数 875

構造 梁 鉄筋 主筋余長_始端_上端 length_anchoring_extended_main_top_start 実数 200

構造 梁 鉄筋 主筋総本数_始端_下端 N_main_bottom_total_start 整数 5

構造 梁 鉄筋 主筋1段目本数_始端_下端 N_main_bottom_1st_start 整数 5

構造 梁 鉄筋 主筋重心位置_始端_下端 position_center_main_bottom_start 実数 mm 70

構造 梁 鉄筋 主筋カットオフ長_始端_下端 length_extended_main_bottom_start 実数 2200

構造 梁 鉄筋 主筋定着タイプ_始端_下端 kind_anchoring_bottom_start テキスト ORDINARY 柱頭節点から配置基準点までのX方向の距離

構造 梁 鉄筋 主筋定着長_始端_下端 length_anchoring_bottom_start 実数 625 柱頭節点から配置基準点までのY方向の距離

構造 梁 鉄筋 主筋余長_始端_下端 length_anchoring_extended_main_bottom_start 実数 200

構造 梁 鉄筋 あばら筋本数_始端 N_stirrup_start 整数 3

構造 梁 鉄筋 あばら筋間隔_始端 pitch_stirrup_start 実数 200

構造 梁 鉄筋 腹筋本数_始端 N_web_start 整数 2

構造 梁 鉄筋 幅止め筋本数_始端 N_bar_spacing_start 整数 1

積算ユースケース
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サンプルモデルデータの位置づけ

1.2.1. データの作り方

本章では、本検証におけるサンプルモデルデータ（以下、サンプルモデル）について詳しく説明します。

サンプルモデルは、BLCJから公開されているBIM図面審査モデルをテンプレートとして活用しています。※

本検証においてサンプルモデルに求められるのは、具体的なBIMモデルの作成方法やユースケースの結果を

示すことではなく、標準属性項目リストを活用した際の情報連携の過程を明らかにすることです。そのため、

建物全体をモデリングすることには重きを置かず、必要な部分に焦点を当てています。

具体的には、サンプルモデルは検証に必要な一部分を作成し、情報連携の検証を行うことを目的としてい

ます。また、効率的に検討を進められるよう、繰り返し作業が極力発生しないように配慮し、部分的かつ単

純なモデルを作成しています。

このアプローチにより、標準属性項目リストを利用した情報連携の検証がスムーズに行えるようになり、

実務に役立つ知見を得ることが期待されます。

1.2.2. 想定設計者

本検証では、意匠設計者と構造設計者がそれぞれ独立したBIMモデルを作成する場合を想定しています。そ

のため、意匠モデルと構造モデルは別々のBIMデータとして作成されています。

さらに、情報連携の検討を行うために範囲を最小限に抑える目的から、設備設計者は今回の検証には含め

ておらず、設備BIMモデルは作成していません。

1.2.3. 使用するソフトウェア

本検討では、関係者間で同一のBIMオーサリングソフトウェア（以下、BIMソフト）を使用することを前提

としています。しかし、各関係者が異なるBIMソフトを利用するケースも想定されるため、より実態に即し

た情報連携の方法について引き続き検討する必要があります。

1.2.4. モデルデータと設計図書との関係

本検証で作成しているBIMモデルは、S2の概算のために特化して作成されたものではなく、元々は設計検

討や基本設計図の作成を目的としています。そのため、既存のモデルデータを活用して概算を行うことを想

定しています。

さらに、概算における情報連携の際には、必要な図面やスケッチなどの補助資料を活用することも考慮し

ています。

1.2.5. サンプルモデルデータ（検証前）における標準属性項目リストの位置づけ

本検証において、まずは標準属性項目リストとの関係は考慮せず、通常のS2段階のモデルとして設計者に

てBIMサンプルモデルデータを作成しました。そのデータを元に積算担当者にて概算内訳明細を作成し、積

算に必要なBIMデータの情報を整理した上で、その情報が標準属性項目リストのどの項目に該当するのかの

探索を試行しました。

今後は、BIMソフトに標準属性項目リストを自動で反映できるソフトウェアやアドイン、マッピングなどの

方法も検討する必要があります。このような自動化手法の導入により、作業の効率化と精度向上が期待され

るため、反映方法に関するさらなる検討が重要となります。

1.2.6. 建物概要 

今回のサンプルモデルで想定している建物の概要を以下の表に示します。

項目 概要 S2概算での活用イメージ

主要用途 事務所 データベース構築のためのキーとなる

階数・規模 2階建て 延べ面積3,000㎡ データベース構築のためのキーとなる

グレード 普通（松竹梅の竹）

主要構造形式 鉄骨造 独立基礎 データベース構築のためのキーとなる

コンクリート強度
１階床以下：Fc24
１階立上り以上：Fc21

鋼材
主要架構：BSR295、SN400B
2次部材：SS400

耐火被覆 湿式RW吹付

敷地位置 日本関東部平地

延焼ライン 建物にかからず

地盤情報
地下水位：GL-1m
支持層：GL-2mの砂礫層

※出典：BLCJ‗BIM図面審査サンプルモデル https://blcj.or.jp/sample_form/

積算ユースケース
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積算ユースケース 検証のフロー6-2
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検証フロー｜BIMモデルから概算積算をする検証フロー

検証フローは大きく分けて、２つに分かれます

A 概算手法の検証に関するフロー

（左記の内、①・②・④）

B BIMモデルと概算の検証に関するフロー

（左記の内、③・④・⑤・⑥）

当TFでも大きなテーマである、標準属性項目リストや外

部データとの関係については、⑥において触れます。

BIM出現当初より、BIMモデルと積算の相性は比較的良い

と言われてきました。その理由の一つに、BIMモデルデー

タのもつ「属性情報」の集計リストが、建築工事費内訳明

細に似通っていることが挙げられます。

改めて、今回のサンプルモデルデータを元に、BIMモデル

データと内訳明細細目の関係について検証します。

※左記のフローは、検証用のフローとなります。実務を

する上では、本来、④⑤⑥は無く、BIMモデルデータ作成

の後、内訳明細が作成されることが理想です。

今回は、③のBIMモデルを含む概算算出用資料から、概

算工事費内訳明細を積算担当者にて手作業で作成し、BIM

データから獲得したい情報（明細の細目）を先に明らかに

した上で、BIMデータからの獲得方法及び課題について検

証しました。更に、その情報が標準属性項目リストのどの

項目に該当するのかの探索も試行しました。

※参考資料

当報告書最後に以下の各種資料を添付しています。

① 概算・積算基準の考え方

② BIMサンプルモデルの確認

③ 概算内訳明細

④ 躯体工事の積算の考え方

⑤ BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式

基本的な機能・性能の
設定

機能・性能を満たす

仕様をパターンから

抽出・選定

機能・性能・仕様を

BIMモデル+αに

入力

概算内訳明細作成

（人力）

※合成単価について

明細細目に必要な情報
をBIMモデルから獲得

することの検証

・標準属性項目リスト

・外部データ

意
匠
設
計
者

積
算
担
当
者

① ② ③

④ ⑤ ⑥

積算ユースケース
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設計フローの必要性～概算算出の為に～
パターン詳細図 及び 合成単価の概念の説明

6-3
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パターン詳細図の必要性 ～概算工事金額算出～

■パターン詳細図の必要性

建築コストを算出する為には、設計図面が必要となりま

す。

左図は、各設計段階における、設計内容の粒度と、建築

コストの内訳明細の粒度の関係を示したものです。

当積算ユースケースにおいてはサンプルモデルがS2段階

のものになります。従って、建築コストについても精算

（又は精算積算）ではなく、橙線で囲われた概算（又は概

算積算）が検討対象となります。

S2段階の図面の粒度から積算できる明細の粒度は「青

色」の段階までですが、実際には、赤点線で示された、S4

段階での設計内容を見越して建築コストに見込む必要があ

ります。つまり、S2段階の内訳明細の単価はパターン詳細

図の内容を反映した明細の「合成単価」となります。（次

ページ以降、設計のフロー及び、S4段階における「パター

ン詳細図」案について記載します。）

図．S2－工事費 拡大

建

築

コ

ス

ト

合 

成 
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価

パ
タ
ー
ン
詳
細
図⇨

明
細

図．設計段階毎の設計内容と工事費内訳明細粒度の関係（イメージ図） ※図イラスト出典：設計BIMワークフローガイドライン建築設計三会（第１版）
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S2_BIMモデルに

含まれる情報

設計フロー

設計BIMワークフローガイドライン建築設計三会（第１版）

をベースに整理した設計フローのそれぞれのステージの概要と

S2概算との関係性を紐解いた結果を一つの模式図に表したもの

が左図となります。（※すべてのプロジェクトがこのように計

画されることを限定しているのではなく、設計の決定事項とし

ての情報がどのようなステップで関係しているかを一つの例と

して示しています。）

S0

事業計画の検討・立案することから

建物全体のボリューム（面積、階数）、用途、グレードの概

要が決められています。

S1

条件整理のための建築計画の検討・立案をすることからS0で

は全体としてのボリュームモデルの検討立案していたことをゾ

ンボリュームモデル（建築物のあるまとまりをもった部分）に

焦点を当てて検討・立案することから

ゾーンボリュームの中身である部屋の配置と用途

ゾーンボリュームの境界である主要な間仕切り

ゾンボリュームの外周、外面である外装、屋根

これらそれぞれのゾーンの計画を検討し、各ゾーン同士の関

係性についても計画しています。

S2

基本的な機能・性能の設定を行うことから

部屋、柱、壁、床のような建築物の部分の機能・性能を設定

していきます。そのなかから今回検証を行う設計対象を抽出し

ています。

次に、それぞれの設計の対象の情報としてBIMモデルに含め

るものを示していますが、これだけでS2概算を行うことができ

ません。S2概算を行うためにはS4で決める情報を適切な粒度に

整理したものが必要になります。

S2基本設計

基本的な

機能・性能
の設定

S1基本計画

条件整理の
ための

建築計画の
検討・立案

S0企画

事業計画の
検討・立案

建物ボリューム

用途

グレード

ゾーンボリュームの中身

部屋の配置と用途

部屋の

内装仕上

ゾーンボリュームの境界

主要な間仕切り、床

間仕切り

内部建具

床

天井

ゾーンボリュームの外周、
外面

外装、屋根

外壁

屋根

外部建具

平面情報（部屋の境界）

断面情報

空間要素（用途・性能）

平面情報（部屋割り）

仕上仮情報

平面情報

建具情報

平面情報

建具情報

平面情報

建具情報

配置情報

仕上仮情報

立面情報

平面情報（屋上）

断面情報

平面情報

立面情報

建具情報

パターン詳細図と

繋がる情報

S4実施設計2

工事を的確に行うことが

可能な設計図書の作成

仕上：仕上表

その仕様：特記、標準仕様書

間仕切り詳細：壁種詳細図

その仕様：特記、標準仕様書

パターン詳細図と

繋がる情報

パターン詳細図と

繋がる情報

パターン詳細図と

繋がる情報

パターン詳細図と

繋がる情報

パターン詳細図と

繋がる情報

パターン詳細図と

繋がる情報

パターン詳細図と

繋がる情報

建具詳細：建具表、建具詳細図

その仕様：特記、標準仕様書

床詳細：矩計図、部分詳細図

その仕様：特記、標準仕様書

天井詳細：矩計図、部分詳細図

その仕様：特記、標準仕様書

外壁詳細：矩計図、部分詳細図

その仕様：特記、標準仕様書

屋根詳細：矩計図、部分詳細図

その仕様：特記、標準仕様書

建具詳細：建具表、建具詳細図

その仕様：特記、標準仕様書

この情報だけでは
S2概算できない

S2概算するために必要な情報

S4で決める情報を適切な粒度に整理し、パターン化した
情報（パターン詳細図）と情報連携する仕組みが必要

積算ユースケース
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設計フロー｜S0

ここからは設計BIMワークフローガイドライン建築設計三

会（第１版）※ をベースに整理した設計フローのそれぞ

れのステージの概要とS2概算との関係性を紐解いてみます。

S0では、事業計画の検討・立案（事業の可能性の検討）

を行います。BIMデータとしてはボリュームモデルの作成

を行います。（左図：BIMモデルイメージ例）

そこに、配置情報、平面情報、断面情報、面積情報、場

合によっては部屋の概要配置が入力されます。このBIMと

2D図書（BIM以外）を活用して次の成果品が作成されます。

配置計画図、機能図（ゾーニング図）、面積表

計画概要、設計・工事スケジュール表、

工事費概算書

（ここでは総事業費のうち工事費に該当する部分）

これらは発注者（O）が主体となりコンサルタント（C）

が支援して作成する立て付けとなっています。

ここで決められた建築物の規模（ボリューム）や用途及

び構造種別はS2概算に影響を与えます。

今回のサンプルモデルは部分的であるので、これらの情

報を建物概要としてBIMの外部に情報を取りまとめて、設

計者と積算担当者と情報連携を行う形にしています。

※補足：通常の業務であればBIMモデルのプロジェクト情

報としてBIM内部に持たせることも想定されます。

構造については

S2から定義されているので

S0は定義されていません。

※図の出典：設計BIMワークフローガイドライン建築設計三会（第１版）

積算ユースケース
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設計フロー｜S1

S1では、条件整理のための建築計画の検討・立案を行い

ます。BIMデータとしてはゾーンボリュームの作成を行い

ます。 （左図：BIMモデルイメージ例）

そこには、配置情報、ゾーニング平面情報、断面情報、

面積情報、通り芯、レベル仮設定、原点設定、部屋の概要

配置が入力されます。このBIMと2D図書（BIM以外）を活

用して次の成果品が作成されます。

配置計画図、概略平面計画図、断面計画図、面積表

基本計画概要、設計・工事スケジュール表、

工事費概算書

ここで決められた建築物のゾーニング計画、グレード、

構造架構形式はS2概算に影響を与えます。

今回のサンプルモデルでは、グレードと構造書架構形式

情報は建物概要としてBIMの外部に情報を取りまとめ、

ゾーニング計画は部屋の用途としてBIMモデルに入力して、

設計者と積算担当者と情報連携を行う形にしています。構造については

S2から定義されているので

S1は定義されていません。

積算ユースケース
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設計フロー｜S2

S2では、基本的な機能・性能の設定を行います。BIM

データとしては基本設計BIMの作成を行います。 （左図：

BIMモデルイメージ例）

そこには、空間要素の設定、配置情報、平面情報、断面

情報、立面情報、面積情報、仕上仮情報、通り芯、レベル

設定が入力されます。また、オブジェクトとして主に柱、

壁、床、建具、天井が入力され、それぞれに配置及び性能

情報が入力されます。

このBIMと2D図書（BIM以外）を活用して次の成果品が

作成されます。

仕上げ概要表、面積表及び求積図

配置図、各階平面図、断面図、立面図

計画説明書、仕様概要書、敷地案内図

設計・工事スケジュール表

工事費概算書

ここで決められた建築物の機能・性能はS2概算に影響を

与えます。

今回のサンプルモデルでは、柱、壁、床、建具、天井、

空間要素（部屋）をBIMモデルに入力して、設計者と積算

担当者と情報連携を行う形にしています。

しかし。S2及びそれ以前のS0、S1の情報だけでは概算費

用を算出することができません。性能機能を満たした仕様

を具体化する必要があります。

3分割ガイド
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設計フロー｜S2構造

S2では、基本的な機能・性能の設定を行い、BIMデータ

としては基本設計BIMの作成を行います。 （左図：BIMモ

デルイメージ例）

S２のBIMデータは、主架構（柱、大梁）を中心とした部

材の入力を行い、プロジェクトによっては小梁などの主要

な２次部材や基礎を適宜入力します。床や壁等は意匠と扱

う範囲が重複する場合があるので、調整が必要です。主架

構以外の部材（耐風梁、間柱等）や鉄筋情報はS3、S4段階

での入力が一般的です。

S2段階での数量算出では、入力されているコンクリート

や鉄骨部材はその数量（容積）を利用し、S3、S4段階で入

力されるような部材（S3、S4段階でも入力されない部材を

含む）については入力部材されている部材数量に対して歩

掛を乗じて算出したり、割り増した行う手法が用いられて

います。

また、用途規模に応じて簡易的に算出を行う場合もあり

ます。例として鉄筋コンクリート部材の鉄筋に関してはコ

ンクリート数量に対する歩掛で想定したり、外装材を支持

する二次部材等は、壁の面積に対して歩掛数量を用いて算

出する場合等があります。

つまりS2段階でのBIMモデルを元にした数量のみでは、

S4段階の設計内容の数量を満たすことが出来ません。プロ

ジェクトや必要とされる数量の精度に応じて様々な手法を

組み合わせて、S4段階の設計内容を満たすであろう数量を

予測して算出しています。

予測の内容は、歩掛等の数値で反映されますので、意匠

のような「パターン詳細図」までは必要無いと言えます。

構造性能の設定

用途、規模、建設地域、特殊要件

構造種別、架構形式、基礎形式

主要部材のBIMモデル入力

材料情報

仮定寸法

区分情報の入力

BIM入力されていない部材の

数量歩掛の設定

過去のプロジェクトや
各社のデータベースの値を
参考に算出
例）
・外壁面積を基に耐風梁や

間柱の数量算出
・コンクリート数量を基に

鉄筋数量の算出

積算ユースケース
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設計フロー｜S4

S2概算を行うためには、S3とS4で確定する仕様に関する

情報が必要となります。S3とS4はいわゆる実施設計フェー

ズとなります。そこでは合理的な業務を行うために、S2で

決めた機能・性能に基づいた一般図の確定をS3で行い、次

のS4で詳細図等の作成作業を行います。このように二つの

業務区分で区切っているのは、手戻りがないように一旦確

定するステップを踏んでいるとみることができます。今回

の検証では確定した仕様に関する情報が取得できるS4のフ

ローとS2概算の関係性を紐解くことに焦点を当て、S3は省

略することとします。また、S5、S6、S7との関係について

も今回の検証内容とは関係性が少ないので省略することと

しました。

S4では、工事を的確に行うことが可能な設計図書の作成

を行います。BIMデータとしては実施設計2BIMの作成を行

います。 （左図：BIMモデルイメージ例）

そこには、空間要素の詳細仕様、S3で確定した配置、平

面、断面、立面、面積、仕上情報に加え展開図、天井、建

具に関する確定した情報が入力されます。

また、オブジェクトとして主に柱、壁、床、建具、天井

が入力され、それぞれに仕様情報が入力されます。

このBIMと2D図書（BIM以外）を活用して次の成果品が

作成されます。

仕上表、面積表及び求積図

配置図、各階平面図、断面図、立面図

展開図、天井伏図、建具表

矩計図、平面詳細図、部分詳細図

建築物概要者、仕様書、敷地案内図、各種計算書

確認申請図書、設計・工事スケジュール表

工事費概算書

ここで決められた建築物の仕様はS2概算に必要な情報と

なります。S2の段階でこれらの仕様情報をどのように想定

するかが今回の検証の焦点の一つとなります。

積算ユースケース
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設計フロー｜パターン詳細図

ここからはパターン詳細図の例示を設計対象ごとに示し

ていきます。

◼ 内装仕上げを例に積算ユースケースのフローを検討

• S2では設計対象の機能性能を設計するが、その詳細な

仕様はS3、S4で決定する。

• 概算を行う場合、コストを算定するにはこれらの仕様

情報が必要になる。

• 面積等による歩掛によるコスト算定でも突き詰めると

これらの仕様情報を基に算定された合成単価を算定し

ているとも考えられる

• その仕様をこれまでの設計業務では、スケッチ・標準

図・過去の事例・仕様書等を活用して決めている。

• 一部では効率的にその仕様を選択できるように、パ

ターン化による選定を行っている。

今回の検証では左図に示すようなパターン化であらかじ

め用意した標準図等による単価及び合成単価の算定のフ

ローを検証する。

ここで注意すべきところは、パターン化の具体的な内容

は個社の考えを反映してよいと考えている点です。このよ

うなパターン化の整理は、これまでの設計業務の中で様々

な形で行われていたと思います。（個社の考えや特徴を表

現しつつ、効率化のために行われていた。）

今回の検証で示しているパターンの内容はあくまで例示

であり、この考えを解りやすく伝えるために設定したもの

です。

今回のサンプルモデルでは、部屋の属性項目に仕上げ情

報を入力しています。サンプルモデルのように部屋数が少

ない場合はそれで問題ないですが、実際のプロジェクトで

はかなりの数の部屋がありそれをコントロールしていく必

要があります。そのためこのようなパターン化は実務でも

効果的です。このようなパターンを外部に情報のリストを

用意し、部屋には松竹梅のような情報を持たせる属性項目

に入力をしておく方法も有効です。また、「集計キー」の

ようなソフトウェアの機能を利用することも考えられます。

機能性能を満たす仕様

パターン詳細図

S2で設計する機能性能

S2で設計する対象 部屋の内装
仕上げ

執務空間 共用廊下

松 竹 梅

ホール
バックヤー

ド
スケルトン

床 タイルカーペット

巾木 ソフト幅木

壁 EP-G

天井 GBーD

廻縁 塩ビ

床 Pタイル

巾木 ソフト幅木

壁 ビニールクロス

天井 化粧ボード

廻縁 塩ビ

床 カーペット

巾木 木製幅木

壁 木製パネル

天井 岩綿吸音板

廻縁 木製クリア塗装

梅竹松

ここではパターンをわかりやすくするために表面仕上げのみ表現していますが、

EP-Gの下地がGB-Rt12.5+9.5二枚張りで下地処理等は標準仕様書に従うなどの情報も

含めてパターン化することを想定しています。
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設計フロー｜パターン詳細図

◼ 間仕切を例に積算ユースケースのフローを検討

S2で設計する間仕切りの機能性能として以下のようなパ

ターン化を試みました。

• 一般的な間仕切り壁≒部屋を区切る壁

• 耐火または（かつ）遮音性能が必要な壁

• 構造耐力上必要な壁

何度も繰り返しとなりますが、これが標準的なパターン

を示しているのではなく、例示として示したものにすぎま

せん。次にそれぞれの機能性能に対して詳細パターンをあ

らかじめ想定しておきコスト算定に必要な仕様を決めるこ

とができるようにします。松竹梅の言葉通りだと3パターン

となりますが、必ずしも3つ用意する必要があるわけではあ

りません。一般の壁が2つのパターンで十分な場合もあると

思います。また、耐火遮音壁は標準的な1つのパターンだけ

用意しておき、グレードの高い物（松）、低い物（梅）を

プロジェクトの特性に合わせて設計することも考えられま

す。

※3つ以上のパターンも十分考えられます。松竹梅の次は

「茸」や「苔」もあるそうです。

機能性能を満たす仕様

パターン詳細図

S2で設計する機能性能

S2で設計する対象 間仕切

一般

区切る
耐火遮音 構造耐力

梅竹松 梅竹松 茸 苔

壁の符号：L1 壁の符号：L2 壁の符号：L3
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積算ユースケース

設計フロー｜パターン詳細図

◼ 内部建具を例に積算ユースケースのフローを検討

S2で設計する内部建具の機能性能として左図のようなパ

ターン化を試みました。このようにパターンの中にも階層

化したほうがよい対象もありそうです。今回の例示として

は扉枚数によって階層化してみました。

これらのパターンをBIMモデルの建具記号・番号などを

使って情報連携することを想定しています。ここで注意す

べき点は、機能性能を満たす仕様に関する情報をS2のBIM

モデルの外（パターン詳細図）にだけ持たせるのではなく、

一部BIMモデルにも情報として持っている点です。例えば

建具符号をBIMモデルの建具オブジェクトの属性項目の値

として持っていれば、ADはアルミ製ドア、SDはスチール

製ドアのように記号の意味から建具の材質の情報を得るこ

とが可能です。また、形状に関しても左図の一般の竹・梅

の1枚扉の片開き戸としての情報はBIMモデルにあり、フ

ラッシュなのか框戸なのかはBIMモデルの外に持たせるこ

とも想定できます。この課題も今回の検証のテーマの一つ

でもあります。

機能性能を満たす仕様

パターン詳細図

S2で設計する機能性能

S2で設計する対象 内部建具

一般 耐火遮音 シャッター

梅竹松 梅竹松 梅竹松

1枚扉

2枚扉

ここではパターンをわかりやすくするために形状のみ表現していますが、

建具の各種仕様（アルミなのかスチールなのか、ガラスの種類厚さなど）もパターン化する

ことを想定しています。
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積算ユースケース

設計フロー｜パターン詳細図

◼ 天井を例に積算ユースケースのフローを検討

S2で設計する天井の機能性能として左図のようなパター

ン化を試みました。次項の床も同様ですが、天井そのもの

を設計の対象としてみる視点と、部屋の内装仕上げの一つ

としてみる視点があると考えられます。設計の本質として

は同じ視点だと考えられますが、作図とBIMモデルの特質

をイメージしたときにこのような２つの視点が出てきます。

これはBIMモデルによる情報連携を行うにあたって課題と

なる部分です。特に受け取り側（積算ユースケースでは積

算担当者）は、BIMモデルの天井オブジェクトと部屋（空

間）にある情報が食い違っている場合にどちらが正しい情

報であるかを判断することができません。また、片方にだ

け情報ある場合でもそれを正としてよいのか、入力されて

ないほうが入力漏れなのかを判断することが困難です。

機能性能を満たす仕様

パターン詳細図

S2で設計する機能性能

S2で設計する対象 天井

一般

美観・快適
耐震性能 音響性能

梅竹松 梅竹松

直天井
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積算ユースケース

設計フロー｜パターン詳細図

◼ 床を例に積算ユースケースのフローを検討

S2で設計する床の機能性能として左図のようなパターン

化を試みました。ここで示している機能性能は床そのもの

のではなく、その床で行われる活動内容（それを想定でき

る用途）を示しています。これらは前掲の部屋の内装仕上

げと共通する部分があります。床の場合はこのようなパ

ターン整理するほうが行いやすいと考えることもできます。

一方、間仕切り壁のように壁そのものの性能としてパター

ン整理したほうが良い対象もあるので、一律にどちらの整

理が正しいとは言えません。この点も検証するテーマにな

りそうです。
機能性能を満たす仕様

パターン詳細図

S2で設計する機能性能

S2で設計する対象 床

執務空間

オフィス活動

共用廊下

通路
ホール

バック

ヤード
スケルトン

梅竹松 梅竹松
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積算ユースケース

設計フロー｜パターン詳細図

◼ 外壁を例に積算ユースケースのフローを検討

S2で設計する外壁の機能性能として左図のようなパター

ン化を試みました。一般（普通の外壁）とは何か？につい

ては、ファサード（道路や空地に面しており外部からよく

見える外壁で、建物の顔となるようなデザイン性も求めら

れる外壁）や背面・側面側の外壁（都市部の隣接建物と向

き合うような外壁で最低限の機能性能を満たせばよい外

壁）以外の外壁を想定しています。S2段階での外壁のパタ

ン詳細パターンとしてここではスケッチを活用することを

想定して整理しました。外壁も標準図のようなあらかじめ

用意されているものを選択する場合も想定できますが、通

常の設計業務でもS2段階で略矩形図としてスケッチをする

ことは一般的だと考えられますので、このような設定にし

ました。今回のサンプルモデルでは、竹のECPを想定して

プロジェクトの特性に合わせたスケッチして、それをBIM

モデルと何らかの方法で情報連携することができます。こ

のようなスケッチを行う場合、外壁に限定することはまれ

で、屋根、建具、内部床なども合わせてスケッチすること

が多いと思われます。そのため情報連携としてつながった

スケッチのうちどの範囲が外壁に関する情報であるかを個

別に判断する必要があります。

機能性能を満たす仕様

パターン詳細図

S2で設計する機能性能

S2で設計する対象 外壁

一般 ファサード 背面・側面

外壁廻りのスケッチの符号：EX01

梅竹松 梅竹松
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積算ユースケース

設計フロー｜パターン詳細図

◼ 外部建具を例に積算ユースケースのフローを検討

S2で設計する外部建具の機能性能として左図のようなパ

ターン化を試みました。内部建具とは違う視点で整理して

みました。内部建具との大きな違いとしては、S2段階では

立面図も作成することが一般的なので、BIMモデルの外部

建具のほとんどが形状まで作成されることです。一方展開

図作成までは行わないことが一般的なので内部建具では形

状の情報は限定的になります。（同じ片開なら、フラッ

シュ扉か框扉の違いまで必ずしも作成しないなど）

機能性能を満たす仕様

パターン詳細図

S2で設計する機能性能

S2で設計する対象 外部建具

人が通る

ドア

光、空気が通る

窓
シャッター

両引き自動ドア 框ドア フラッシュドア 単窓
連窓

段窓
ACW

梅竹松 梅竹
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積算ユースケース

設計フロー｜パターン詳細図

◼ 屋根を例に積算ユースケースのフローを検討

S2で設計する屋根の機能性能として左図のようなパター

ン化を試みました。ここの例示では、標準仕様書をパター

ン詳細図に利用することを想定しています。9章防水工事の

2節アスファルト防水の中で、9.2.3防水層の種別及び工程の

(ア)、(イ)、(オ)の表と補足情報（種別の特記など）を組み

合わせることで仕様を決めることができます。しかし、こ

こで述べた情報は陸屋根の平場の防水としての機能性能の

仕様情報となっており、防水の立上り部分などの情報が足

りないことになります。外壁の頁で示したスケッチ等でこ

の情報を補う形になります。
機能性能を満たす仕様

パターン詳細図

S2で設計する機能性能

S2で設計する対象 屋根

人やモノが利用

陸屋根

松 竹 梅

屋根機能

勾配屋根

松 竹 梅

象徴的デザイン

ドーム屋根

アスファルト露出防水
コンクリートスラブ150
断熱材吹付30

コンクリート保護
アスファルト外断熱防水
コンクリートスラブ150

コンクリート保護
アスファルト防水
コンクリートスラブ150
断熱材吹付30

AⅠ-1 A-1 D-1
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BIMサンプルモデルの確認
積算担当者の目線から

6-4
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６７パーツ ５７パーツBIMソフト

空間内に配置

BIMソフトー意匠ファイルー３D BIMソフトー構造ファイルー３DBIMサンプルモデルファイルでは、１２４ケ

のBIMソフトデジタルパーツが、BIMソフト空間
内で配置されています。意匠ファイルと構造ファ
イルに分かれており両者合わせて一つの建物の
データとなります。

BIMオブジェクト分析：サンプルモデルについて

■BIMサンプルモデル　オブジェクト（部材）一覧

(意)屋根

－

※(構)　・・・構造ファイル　　(意)・・・意匠ファイル

(構)基礎 (構)構造フレーム

(構)構造フレーム (構)構造柱

(構)構造柱 (意)ドア (意)窓

(意)窓 (意)壁 (意)床

(意)天井 (意)柱 (意)部屋

合計：１２４パーツ

積算ユースケース
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図はBIMソフトで作成したサンプルモデルの内、意匠ファイルの３D画像です。BIMソフトを用いた

設計図の作成は、従来の２Dソフトのように「線を描く」と言うより寧ろ、「（３D空間内で）パーツ

を配置する」という考え方が近いと言えます。①～⑭は、BIMソフトにおいて配置した主なパーツとな

ります。

当サンプルモデルの意匠ファイルにおいては、BIMソフト上の都合によりパーツを屋根・窓・ドア・

壁・床・柱・天井・部屋等に分類されており、図においてはその分類毎に色分けをしています。ところ

で、BIMソフト上での分類の「壁」は緑色で表現されていますが、「壁」に含まれるパーツは、②－パ

ラペット、③－外壁、⑧－間仕切壁 が挙げられます。建築コスト上の分類では、③－パラペットは躯

体工事や屋根工事、③－外壁は外装工事、⑧－間仕切り壁は内装工事 となります。また、「ドア」に

含まれるパーツは、④－片開き_框戸、⑬－両開き_框戸が含まれますが、建築コスト上の分類では、④

が外部仕上工事、⑬が内部仕上工事となります。このことから、BIMソフト上の分類と、建築コスト上

の分類は異なっていることが分かります。

また、⑭－部屋オブジェクトは、建具や壁のような「物質」のオブジェクトではなく、「空間」のオ

ブジェクトになります。部屋オブジェクトは、空間の形状情報や、空間の表層仕上げの情報などの属性

情報を持ち、３D上では表現されませんが、BIMソフト内の平面図や立面図では部屋オブジェクトの存

在が表現されます。

意匠ファイル

内部

意匠ファイル

外部
①

⑦ ⑥

②

⑤

④

③
①

③

②

⑥
⑤

④

⑦

⑧

⑬

⑩

⑨

⑫

⑪

⑧

⑪

⑨

⑩

⑫

⑬

⑭
※部屋オブジェクトは

３Dビューでは非表示

BIMオブジェクト分析：サンプルモデルについて

積算ユースケース
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構造ファイル

表 BIMサンプルモデル パーツ一覧

⑮ ⑯

⑳

⑰

⑱

㉑

⑮

⑲

⑯

⑱
⑳

㉑

⑰

図はBIMソフトで作成したサンプルモデルの内、構造ファイルの３D画像です。

当サンプルモデルの構造ファイルにおいては、パーツを構造フレーム・構造柱・構造基礎 に分類して

いますが、図は、BIMソフトにおける分類毎に色分けしたものです。

BIMソフト上での分類の「構造フレーム」は青色で表現されていますが、「構造フレーム」に含まれる

パーツは、⑮－小梁（地上鉄骨）、⑯－大梁（地上鉄骨）、⑲－小梁（基礎RC)、⑳ －大梁（基礎RC)、 

が含まれます。建築コスト上の分類では、⑮及び⑯は、上部躯体－鉄骨工事に分類され、⑲⑳は、基礎

躯体－コンクリートに分類されます。構造ファイルにおいても意匠ファイル同様、BIMソフト上の分類

と、建築コスト上の分類は異なっていることが分かります。

上の表は、意匠ファイル・構造ファイル内で配置されているパーツを一覧に纏めたものです。右側には、

部分別内訳書式－建築工事 で該当する可能性の高い科目を記載しています。

ところで、建築工事内訳明細標準書式において、躯体工事は、主に鉄骨工事・コンクリート工事・型枠

工事・鉄筋工事で構成されますが、図の通り、サンプルモデルデータには、型枠や鉄筋はBIMソフト内

のオブジェクトとして存在していません。鉄筋については、RCのオブジェクトに属性情報として鉄筋に

関する情報が入力される場合もありますが、型枠においては、鉄筋コンクリート部材を施工する為の仮

設材とも考えられ、RCオブジェクトに型枠に関する記載が属性情報として入力されることは、設計段階

ではほぼありません。

⑲
※図内番号の下線部のパーツは、BIMソフト上では、下線の無い同番号のパーツと同じ中分類を意味します。

BIMオブジェクト分析：サンプルモデルについて

カテゴリ ファミリ タイプ

大分類 中分類 小分類

a4_片開き框戸 w900h2100 ④ 1 外装 開口部

b4_両開き框戸 w1800h2100 ⑬ 4 内装 開口部

標準壁 パラペット ② 2 躯体他

標準壁 外壁 ③ 4 外装

標準壁 間仕切壁１ ⑧ 6 内装 内壁

標準壁 間仕切壁３ ⑧ 6 内装 内壁

天井 天井 天井 ⑩ 6 内装 天井/仕上

屋根 標準屋根 屋根 ① 1 外装 屋根 防水

床 床 床 ⑨ 2 躯体/内装

標準化TF検証用_意匠柱 標準化TF検証用_意匠柱 ⑫ 4 躯体/内装

標準化TF検証用_意匠柱 標準化TF検証用_意匠柱2 ⑪ 2 躯体/内装

標準化TF検証用_意匠柱 標準化TF検証用_意匠柱3 ⑪ 2 躯体/内装

標準化TF検証用_意匠柱 標準化TF検証用_意匠柱4 ⑪ 4 躯体/内装

s2_ガラリガラス窓一体_縦滑り出し窓w550h2050 ⑥ 14 外装 開口部

s2_ガラリガラス窓一体_縦滑り出し窓w550h1400＋650 ⑦ 1 外装 開口部

o1_外倒し２割 w2400h640 ⑤ 2 外装 開口部

部屋 事務所４　廊下２ － ⑭ 6 内装 仕上

67

3G1 ⑯ 3 躯体 上部 鉄骨 鉄骨大梁

3G11 ⑯ 4 躯体 上部 鉄骨 鉄骨大梁

2G1 ⑯ 3 躯体 上部 鉄骨 鉄骨大梁

2G11 ⑯ 4 躯体 上部 鉄骨 鉄骨大梁

S_B_H_1Sec SB35 ⑮ 8 躯体 上部 鉄骨 鉄骨小梁

FG1 ⑳ 2 躯体 基礎 RC 大梁

FG2 ⑳ 1 躯体 基礎 RC 大梁

FG11 ⑳ 4 躯体 基礎 RC 大梁

B1 ⑲ 4 躯体 基礎 RC 小梁

構造基礎 RC_F_Rec RC_F_Rec ㉑ 6 躯体 基礎 RC フーチン

S_C_Box_roll 1C1 ⑰ 12 躯体 上部 鉄骨 鉄骨柱

RC_C_B FC1 ⑱ 6 躯体 基礎 RC 基礎柱

57

124

BIMソフト内のデータ分類
図内

番号

パーツ

数

建築コスト分類

科目 中科目 小科目 備考欄

意匠・構造ファイル　オブジェクト　合計

構

造

フ

ァ

イ

ル

構造

フレーム

S_B_H_3Sec

RC_B

構造柱

構造ファイル　オブジェクト　合計

意

匠

フ

ァ

イ

ル

ドア

壁

柱

窓

意匠ファイル　オブジェクト　合計

積算ユースケース
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①ー外部ー屋根

属性情報（抜粋）

集計表（属性情報抜粋）

×１

BIMオブジェクト分析：意匠モデル①

※当ページにおいて、前ページで触れた、意匠・構造ファイルの計21個のパーツ

の内、①の画像及び属性情報（抜粋）を記載しました。あとの②～㉑は、①と合

わせて章末に参考として添付しています。

積算ユースケース
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[BIMサンプルモデル 特徴]

① 意匠ファイルと構造ファイルに分かれており、

両者合わせて一つの建物のデータとなる。

② BIMサンプルモデルデータは、１２４個のBIM

デジタルパーツ（部材やオブジェクトという言い方も

ある）をBIMソフト空間内にて配置して組み合わせた

もの。

③ 各パーツは、位置情報・形状情報・性能仕様情

報など様々な情報を持つ

④ 一つのファイル内に建物全体の情報を全て持つ。

３Dや、平面図、断面図、立面図、各パーツ属性情報、

パーツの集計表 などは、一つのファイル内で、切り

口を変えてスクリーン上に表現されたもの。

⑤ ④より、建物データを修正すると、全ての切り

口（画面）に、修正内容が同時に反映される。

⇩

積算ユースケースの目的の一つは、

BIMモデルデータ（＝１２４パー

ツ）の持つ情報と、概算内訳明細の

関係性を検証すること。

【意匠－３D】

【構造－３D】

【２F梁伏図】
【断面図】

【２F平面図】

【断面図】
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属性情報
オブジェクト細目

１２４
パーツ

✕

属性情報/パーツ

【集計表】

【パーツ構成】

BIMオブジェクト分析：まとめ

積算ユースケース
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概算内訳明細の作成
検討対象範囲と概算の仕組みについて

6-5
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概算内訳とBIMオブジェクトの関係－BIMモデルと部分別内訳書式 の「部分」「部位」

BIMサンプルモデルデータ １２４部材＋属性情報

意匠モデル

構造モデル

壁 ドア

天井 屋根 部屋

床 窓

柱 フレーム

基礎 スラブ

関
係
性   

？

左図は部分別内訳書式の構成抜粋、右図はBIMデータにおける大分類概要になります。しばしば部分別内訳書式の「部分」が、BIMモデルデータの大分類である「部位」
と対応していると誤解されがちですが、この比較図からわかる通り、部分別内訳書式の「部分」が、BIMサンプルモデルデータの「部位」と１対１で対応している訳では
ありません。両者の間の関係性の検証が、当ユースケースの目的の一つとなります。

設　　備

屋外施設等(囲障,構内舗装,屋外排水,植栽等)

５.4   内部天井 ・・・・・

５.5   内部雑 ・・・・・

５.6 　内部△△仕上 ・・・・・

・・・・・

４.6 　外部△△仕上 ・・・・・

５. 内装工事

５.1   内部床 ・・・・・

５.2   内壁 ・・・・・

５.3   内部開口部 ・・・・・

４. 外装工事

４.1   屋根 ・・・・・

４.2   外壁 ・・・・・

４.3   外部開口部 ・・・・・

４.4   外部天井 ・・・・・

４.5   外部雑

３. 躯体工事

3.1   基礎躯体 ・・・・・

3.2   上部躯体 ・・・・・

3.〇   △△躯体 ・・・・・

建　　築直

接

工

事

費

1. 直接仮設

2. 土工・地業

2.1   土       工 ・・・・・

2.2   地       業 ・・・・・

2.〇 △△土工・地業 ・・・・・

部分別　内訳書式

[種　目] [科　目] [中科目] [小科目] [細目]

積算ユースケース
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検証フローにて記載した通り、今回の検証において

は、設計者にて作成をしたBIMサンプルモデルデータ

（意匠ファイル・構造ファイル）を元に、まず積算

チームメンバーにて、左記の通り概算内訳明細を作成

しました。

桃色：S0段階（企画段階）

緑色：S1段階（基本計画段階）

水色：S2段階（基本設計段階）

黄色：S4段階（実施設計段階）

黄色の明細を合成して、水色の明細の合成単価が設

定されることになります。（詳細は次頁にて）

水色の明細を作成する為に必要な情報を、BIMサン

プルモデルデータのどこから、どのように獲得するか、

また、その為に必要な標準属性項目は何かを検証する

ことが 大きな目的となります。

※概算の仕組みについては、巻末の参考①を参照下

さい。

概算内訳とBIMオブジェクトの関係－工事費内訳明細（躯体ー外部仕上ー内部仕上）

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目

S0 S1 S2 S4
外部 外壁面積

外壁 外壁面積 m2

外壁 EP塗装 外壁面積 m2

押出成形セメント板 セメント板面積 m2

押出成形セメント板 コーナーパネル 長さ又は箇所 ｍ

フットプレート 長さ ｍ

打継目地シーリング 長さ ｍ

EP塗装 塗装面積 m2

エポキシシーラー処理 塗装面積 m2

雑

ダクト接続部カバー ｱﾙﾐt＝2.0 550x300 か所 か所

ダクト接続部カバー ｱﾙﾐt＝2.0　550x500 か所 か所

外壁開口 開口部面積又は箇所 m2

外部開口部 AW-1 か所 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

ＡＷ－１　ｶﾞﾗﾘ付嵌め殺し窓 W3670×H1200 か所又は面積 か所

フロートガラス T5.0 2.18㎡以下 か所又は面積 m2

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

外部開口部 AW-2 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

ＡＷ－２　ｶﾞﾗﾘ付き嵌め殺し窓W1600×H1200 か所又は面積 か所

フロートガラス T5.0 2.18㎡以下 か所又は面積 m2

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

外部開口部 AG-1 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

ＡＧ－１　滑り出し窓 W3670×H1200 か所又は面積 か所

フロートガラス T5.0 2.18㎡以下 か所又は面積 m2

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

外部開口部 SD-1 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

沓づり床レベル調整 か所又は長さ ｍ

ＳＤ－４　ガラス付框戸 800ｘ2175　防火設備戸 か所 か所

網入型板ガラス T6.8 2.18㎡以下 か所又は面積 ㎡

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

ＳＯＰ塗 鋼製建具面 面積 m2

屋根 屋根面積 m2

屋根 断熱アスファルト防水 面積 m2

断熱アスファルト防水
A1-2工法 ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰ
ﾄﾞ T25 面積 m2

伸縮目地 W25×H80　既製品 長さ ｍ

ワイヤーメッシュ φ6 @150 面積 m2

コンクリートこて押え 防水下 面積 m2

モルタル防水金こて H300 T40　ﾗｽこすり共 面積 ｍ

立上 断熱アスファルト防水 ｍ

防水保護パネル セメント板 長さ又は面積 m2

アスファルト防水 AI-2工法 面積 m2

防水立上り押え金物 30×15×2.0　ｱﾙﾐ製 長さ ｍ

アスファルト防水端末防水 長さ ｍ

笠木 ｱﾙﾐ製 B-1種 W450 既製品 長さ ｍ

コーナー笠木 ｱﾙﾐ製 W450+W450用 か所 か所

防水モルタル塗り 延W390 長さ ｍ

防水モルタル金こて 素地 長さ m2

コーナーモルタル 面取り 長さ ｍ

外部雑 適宜 ％

ルーフドレイン か所 か所

ルーフドレイン φ125　鋳鉄製　横引き か所 か所

竪樋 長さ ｍ

竪樋 φ50　ｽﾃﾝﾚｽ製HL  掴み金物共か所 ｍ

竪樋 φ100　SGP 掴み金物共 か所 ｍ

竪樋防露巻き φ100 か所 ｍ

その他 ％

金物見切りシーリング 15×10　PS-2 ｍ

打継目地シーリング 20×10 PS-2 ｍ

摘要 数量 単位

建築工事－外部仕上工事－内訳明細

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目

S0 S1 S2 S4

躯体工事 床面積 ｍ2

地上躯体：コンクリート工事 コンクリート体積 ｍ3

コンクリート材料 コンクリート体積 ｍ3

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

構造体強度補正 式

打手間・ポンプ車損料 コンクリート体積 ｍ3

打設手間 コンクリート体積 ｍ3

ポンプ圧送 コンクリート体積 ｍ3

圧送基本料金 施工計画から設定 回

その他
打継処理、止水板他

式

その他 式

地上躯体：鉄筋工事 鉄筋数量 ｔ

鉄筋材料 鉄筋数量 ｔ

異形鉄筋 規格、径 鉄筋数量 ｔ

鉄筋加工組立・運搬 鉄筋数量 ｔ

加工組立 階高､形状 等共 鉄筋数量 ｔ

運搬 鉄筋数量 ｔ

その他 割増係数 ｔ

開口補強筋、継手　等 材料数量 ｔ

地上躯体：型枠工事 型枠数量 ｍ2

型枠・運搬費 型枠数量 ｍ2

普通合板型枠 型枠数量 ｍ2

上記運搬費 型枠数量 ｍ2

その他 型枠数量 ｍ2

特殊型枠､耐震ｽﾘｯﾄ、目地棒
等

材料数量 適宜

地上躯体：鉄骨工事 鉄骨数量 ｔ

鉄骨数量 ｔ

【材料費】

形鋼 規格、形状、寸法 鉄骨数量 ｔ

鋼管 規格、形状、寸法 鉄骨数量 ｔ

鋼板 規格。板厚 鉄骨数量 ｔ

【工場加工・組立費】

工場加工組立 溶接材料及び溶接手間共 鉄骨数量 ｔ

工場錆止塗装
下地錆止めの種別、鋼材
面、亜鉛めっき面の別

施工面積 ｔ

鉄骨数量 ｔ

上記運搬費 鉄骨数量 ｔ

鉄骨数量 ｔ

現場建方 揚重器別途 鉄骨数量 ｔ

高力ボルト類 規格、形状、寸法 材料数量 ｔ

高力ボルト類締付 規格、形状、寸法 材料数量 本

現場溶接 隅肉６ｍｍ換算 溶接長さ ｍ

現場錆止め塗装 材料種別､施工場所種別 施工面積 ㎡

(2)付帯鉄骨等 図面から拾い ㎡

デッキプレート等
材質、形状、寸法、材工
共

施工面積 ㎡

その他 外装取付下地、耐風梁等 鉄骨数量 ｔ

(3)耐火被覆等 耐火被覆施工面積 ㎡

耐火被覆 種類、性能、部位 施工面積 ㎡

耐火被覆 種類、性能、小間詰め 施工長さ ｍ

(4)その他

基礎躯体：コンクリート工事 コンクリート体積 ｍ3

コンクリート材料 コンクリート体積 ｍ3

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

構造体強度補正 式

打手間・ポンプ車損料 コンクリート体積 ｍ3

打設手間 コンクリート体積 ｍ3

ポンプ圧送 コンクリート体積 ｍ3

圧送基本料金 施工計画から設定 回

その他
打継処理、止水板他

式

その他 式

基礎躯体：鉄筋工事 鉄筋数量 ｔ

鉄筋材料 鉄筋数量 ｔ

異形鉄筋 規格、径 鉄筋数量 ｔ

鉄筋加工組立・運搬 鉄筋数量 ｔ

加工組立 階高､形状 等共 鉄筋数量 ｔ

運搬 鉄筋数量 ｔ

その他 鉄筋数量 ｔ

開口補強筋、継手　等 材料数量 ｔ

基礎躯体：型枠工事 型枠面積 ｍ2

型枠・運搬費 型枠数量 ｍ2

普通合板型枠 型枠数量 ｍ2

上記運搬費 型枠数量 ｍ2

その他 型枠数量 ｍ2

特殊型枠､耐震ｽﾘｯﾄ、目地棒
等

材料数量 適宜

建築工事－躯体工事－内訳明細

(1)本体鉄骨工事
　　－鉄骨鋼材費

(1)本体鉄骨工事
　　－鉄骨運搬費

(1)本体鉄骨工事
　　－鉄骨建方・機械器具費

摘要 数量 単位

左図：躯体工事ー内訳明細 中図：内部仕上工事ー内訳明細 右図：外部仕上工事ー内訳明細

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目

S0 S1 S2 S4

内部仕上工事 延床面積 m2

面積 m2

床 タイルカーペット t=7 面積 m2

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 張物下 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 長さ ｍ

内外装：ソフト巾木 H100 長さ ｍ

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ボード面 面積 m2

壁 石膏ボード+EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1850 面積 m2

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

面積 m2

床 タイルカーペット t=7 面積 m2

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 OAフロア下 面積 m2

内外装：OAフロア H100 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 H=100 長さ ｍ

内外装：ソフト巾木 H100 長さ ｍ

壁 石膏ボード+EP-G PB t=12.5共 面積 m2

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1500以下 面積 m2

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

額縁 額縁 St t1.6 長さ ｍ

金属：額縁 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

膳板 膳板 St t1.6 長さ ｍ

金属：膳板 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

AWガラリ部チャンバーボックス か所 箇所

建具：チャンバーボックス AW1のガラリ か所 箇所

面積 m2

床 タイルカーペット t=7 面積 m2

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 OAフロア下 面積 m2

内外装：OAフロア H100 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 H=100 長さ ｍ

内外装：ソフト巾木 H60 長さ ｍ

壁 石膏ボード+EP-G PB t=12.5共 面積 m2

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1650 面積 m2

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

額縁 額縁 St t1.6 長さ ｍ

金属：額縁 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

膳板 膳板 St t1.6 長さ ｍ

金属：膳板
St t1.6　W550
糸　幅235+25+10　曲げ加 長さ ｍ

AWガラリ部チャンバーボックス 図面から拾い 箇所

建具：チャンバーボックス AW1のガラリ か所 箇所

断熱材 面積 ㎡

壁 ウレタン吹付 面積 m2

内外装：ウレタン吹付 ｔ25 面積 m2

か所 か所

LSD1 両開き防火框戸 か所 箇所

鋼製建具：両開き防火框戸 W1800×H2100 か所 箇所

ｶﾞﾗｽ：網入りガラス W700×H1900　ｔ6.8 ㎡又は箇所 m2

ガラス廻りシーリング 長さ m

ｶﾞﾗｽ：清掃費 面積 m2

塗装：ＳＯＰ塗 軽量鋼製建具面 面積又は糸巾 m2

LSD2 両開き框戸 か所 箇所

鋼製建具：両開き框戸 W1800×H2100 か所 箇所

ｶﾞﾗｽ：フロートガラス W700×H1900　ｔ5.0 ㎡又は箇所 m2

ガラス廻りシーリング 長さ m

ｶﾞﾗｽ：清掃費 面積 m2

塗装：ＳＯＰ塗 軽量鋼製建具面 面積又は糸巾 m2

沓摺・床レベル調整 あ所 ｍ

沓摺・床レベル調整 あ所 ｍ

内部開口

2階_廊下1

2階_事務室2

2階_会議室1

建築工事－内部仕上工事－内訳明細

摘要 数量 単位

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目

S0 S1 S2 S4

内部仕上工事 延床面積 m2

間仕切面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L1 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 65型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L2 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 65型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

耐火遮音間仕切（性能）L3 S12・WI 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 65型 @303 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：強化石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

内外装：グラスウール 24㎏/m２　T50 面積 m2

内外装：四周シール 長さ ｍ

床面積 m2

床 タイルカーペット t=7 面積 m2

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 張物下 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 長さ ｍ

内外装：ソフト巾木 H100 長さ ｍ

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ボード面 面積 m2

壁 石膏ボード+EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1850 面積 m2

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

面積 m2

床 タイルカーペット t=7 面積 m2

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 OAフロア下 面積 m2

内外装：OAフロア H100 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 H=100 長さ ｍ

内外装：ソフト巾木 H100 長さ ｍ

壁 石膏ボード+EP-G PB t=12.5共 面積 m2

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1650 面積 m2

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

額縁 額縁 St t1.6 長さ ｍ

金属：額縁 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

膳板 膳板 St t1.6 長さ ｍ

金属：膳板 St t1.6　W550曲げ 長さ ｍ

AWガラリ部チャンバーボックス か所 箇所

建具：チャンバーボックス AW1のガラリ か所 箇所

面積 m2

床 タイルカーペット t=7 面積 m2

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 OAフロア下 面積 m2

内外装：OAフロア H100 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 H=100 長さ ｍ

内外装：ソフト巾木 H60 長さ ｍ

壁 石膏ボード+EP-G PB t=12.5共 面積 m2

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1650 面積 m2

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

額縁 額縁 St t1.6 長さ ｍ

金属：額縁 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

膳板 膳板 St t1.6 長さ ｍ

金属：膳板 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

AWガラリ部チャンバーボックス か所 箇所

建具：チャンバーボックス AW1のガラリ か所 箇所

内装―1階_廊下1

1階_事務室1

1階_会議室1

間仕切

建築工事－内部仕上工事－内訳明細

摘要 数量 単位

積算ユースケース
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BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式
概算内訳明細に必要な情報を、BIMモデルデータのどこからどの情報をどのように獲得するか

の、基礎コンクリート工事・屋根工事・間仕切工事における検証。

6-6
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BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 躯体工事検証 基礎－コンクリート工事①

部分別内訳書式における基礎部コンクリート工事の内訳明

細細目とBIMモデルデータの関係を検証します。

右図は、躯体工事における内訳明細になります。設計段階

毎に概算内訳明細の細目粒度が異なることを表しており、各

色と設計段階の関係は以下の通りです。

桃色：S0（企画）

緑色：S1（基本計画）

青色：S2（基本設計）

黄色：S4（実施設計）

今回の検証対象はS2段階の為、青色の欄の細目の情報を

BIMモデルデータから獲得する必要があります。

躯体工事の部分別内訳書式においては、見積構成上、地上

と基礎に分かれます。

左図はその分類に合せて、基礎と地上に分割したBIMサン

プルモデルデータのイメージ図です。

※ 尚、「基礎」に対する定義は各社毎、また、構造設計

者とコスト担当者で異なる場合もあり、注意が必要となりま

す。

基礎コンクリート工事の概算算出において、基礎コンク

リートの体積（㎥）と、コンクリート強度が、獲得したい情

報になります。

コンクリート

鉄筋

型枠

鉄骨

鉄筋

型枠

コンクリート
■明細：躯体ー基礎ーコンクリート工事

■獲得したい情報

数量：基礎部コンクリート体積(㎥）

仕様：コンクリート強度(Fc)

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目

S0 S1 S2 S4

躯体工事 床面積 ｍ2

地上躯体：コンクリート工事 コンクリート体積 ｍ3

コンクリート材料 コンクリート体積 ｍ3

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

構造体強度補正 式

打手間・ポンプ車損料 コンクリート体積 ｍ3

打設手間 コンクリート体積 ｍ3

ポンプ圧送 コンクリート体積 ｍ3

圧送基本料金 施工計画から設定 回

その他
打継処理、止水板他

式

その他 式

地上躯体：鉄筋工事 鉄筋数量 ｔ

鉄筋材料 鉄筋数量 ｔ

異形鉄筋 規格、径 鉄筋数量 ｔ

鉄筋加工組立・運搬 鉄筋数量 ｔ

加工組立 階高､形状 等共 鉄筋数量 ｔ

運搬 鉄筋数量 ｔ

その他 割増係数 ｔ

開口補強筋、継手　等 材料数量 ｔ

地上躯体：型枠工事 型枠数量 ｍ2

型枠・運搬費 型枠数量 ｍ2

普通合板型枠 型枠数量 ｍ2

上記運搬費 型枠数量 ｍ2

その他 型枠数量 ｍ2

特殊型枠､耐震ｽﾘｯﾄ、目地棒
等

材料数量 適宜

地上躯体：鉄骨工事 鉄骨数量 ｔ

鉄骨数量 ｔ

【材料費】

形鋼 規格、形状、寸法 鉄骨数量 ｔ

鋼管 規格、形状、寸法 鉄骨数量 ｔ

鋼板 規格。板厚 鉄骨数量 ｔ

【工場加工・組立費】

工場加工組立 溶接材料及び溶接手間共 鉄骨数量 ｔ

工場錆止塗装
下地錆止めの種別、鋼材
面、亜鉛めっき面の別

施工面積 ｔ

鉄骨数量 ｔ

上記運搬費 鉄骨数量 ｔ

鉄骨数量 ｔ

現場建方 揚重器別途 鉄骨数量 ｔ

高力ボルト類 規格、形状、寸法 材料数量 ｔ

高力ボルト類締付 規格、形状、寸法 材料数量 本

現場溶接 隅肉６ｍｍ換算 溶接長さ ｍ

現場錆止め塗装 材料種別､施工場所種別 施工面積 ㎡

(2)付帯鉄骨等 図面から拾い ㎡

デッキプレート等
材質、形状、寸法、材工
共

施工面積 ㎡

その他 外装取付下地、耐風梁等 鉄骨数量 ｔ

(3)耐火被覆等 耐火被覆施工面積 ㎡

耐火被覆 種類、性能、部位 施工面積 ㎡

耐火被覆 種類、性能、小間詰め 施工長さ ｍ

(4)その他

基礎躯体：コンクリート工事 コンクリート体積 ｍ3

コンクリート材料 コンクリート体積 ｍ3

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

構造体強度補正 式

打手間・ポンプ車損料 コンクリート体積 ｍ3

打設手間 コンクリート体積 ｍ3

ポンプ圧送 コンクリート体積 ｍ3

圧送基本料金 施工計画から設定 回

その他
打継処理、止水板他

式

その他 式

基礎躯体：鉄筋工事 鉄筋数量 ｔ

鉄筋材料 鉄筋数量 ｔ

異形鉄筋 規格、径 鉄筋数量 ｔ

鉄筋加工組立・運搬 鉄筋数量 ｔ

加工組立 階高､形状 等共 鉄筋数量 ｔ

運搬 鉄筋数量 ｔ

その他 鉄筋数量 ｔ

開口補強筋、継手　等 材料数量 ｔ

基礎躯体：型枠工事 型枠面積 ｍ2

型枠・運搬費 型枠数量 ｍ2

普通合板型枠 型枠数量 ｍ2

上記運搬費 型枠数量 ｍ2

その他 型枠数量 ｍ2

特殊型枠､耐震ｽﾘｯﾄ、目地棒
等

材料数量 適宜

建築工事－躯体工事－内訳明細

(1)本体鉄骨工事
　　－鉄骨鋼材費

(1)本体鉄骨工事
　　－鉄骨運搬費

(1)本体鉄骨工事
　　－鉄骨建方・機械器具費

摘要 数量 単位

地上

基礎

BIMデータ(構造) 概算内訳明細(躯体)

積算ユースケース
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図は、BIMサンプルモデルの内、部分別内訳書式で「基

礎」に該当する部分と、躯体体積を集計したものになります。

BIMソフトでの分類である 基礎梁－床－基礎柱－基礎

別に集計されていますが、オレンジの線で囲われた場所が体

積になります。数量については、これらの数字を合算すれば

積算出来ることになります。

一方、単価を決定付けるコンクリート強度については、各

オブジェクト毎には設定されていません。BIMソフト内にお

いて、１Fレベル下のオブジェクトはFc24、それより上の躯

体コンクリート強度はFc21で設定されています。（下青線

部）

その為、各オブジェクトの「レベル」情報（青点線部）が

間接的にコンクリート強度の情報になります。

BIMソフト内の集計機能を用いれば、コンクリート強度毎

のコンクリート体積の集計を行うことも出来ます。

図．BIMサンプルモデルより基礎コンクリート体積を集計

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 躯体工事検証 基礎－コンクリート工事②

BIMサンプルモデルー集計表

基礎梁

床

基礎柱

基礎

BIMサンプルモデルー３D

積算ユースケース
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ここまで、建築工事－躯体工事－ 基礎部－コンクリート工

事費の算出の為に、BIMモデルから必要な 情報を獲得する為

の方法を記載しました。左の図はその方法のフローを纏めた

ものになります。左より順を追って説明します。

分類①：部分別内訳書式ー科目分類より、外部仕上げや内部

仕上げでは無く、「躯体」を選定する必要があります。但し、

これは構造ファイルを選択することによって対応できます。

分類②：BIM汎用ソフト上の分類から、当サンプルモデルに

て用いられている分類を抽出したものになります。この分類

は、他の汎用BIMソフトでも概ね同じ分類と思われます。

分類③：部分別内訳書式上の地上ー基礎の分類となります。

この分類は、分類②のようにBIMソフトの分類を活用する訳に

は行きません。「基礎」のオブジェクトを分類する方法とし

て２通り考えられます。

方法１：「基礎」と記載された属性項目による。

方法２：「１FL」に紐づくオブジェクトを選択。

分類④：分類③を通してコンクリート工事のみを選択された

ことにもなりますので、工種別の選択も同時になされます。

分類⑤：分類③を通して、材料（コンクリート強度）の情報

も同時になされます。。

以下特記事項２点です。

特記１：分類①～⑤の順番は入れ替えても良い。

特記２：分類の方法は正解は一つでは無いが、標準化

が望ましい。

■明細：躯体ー基礎ーコンクリート工事

■獲得出来た情報

数量：基礎部コンクリート体積(㎥）

仕様：コンクリート強度(Fc)

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 躯体工事検証 基礎－コンクリート工事③

基

礎

地

上

躯

体

基

礎

地

上

地

上

基

礎

基

礎

床

梁

柱

基

礎

地

上

基

礎

地

上

地上部

コンクリート

分類① 分類② 分類③④⑤ 集 計

基礎部

コンクリート

BIMデータ 概算内訳明細

積算ユースケース
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外部仕上ー屋根工事の内訳明細細目とBIMモデルデータの

関係を検証します。

屋根工事の概算算出において、BIMモデルデータから獲得

したい情報は、屋根の面積（㎥）と屋根立上り長さ（ｍ）、

及びそれぞれの仕様です。

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 外部仕上工事検証 屋根工事①

外壁

外部開口

屋根

外部雑

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目

S0 S1 S2 S4
外部 外壁面積

外壁 外壁面積 m2

外壁 EP塗装 外壁面積 m2

押出成形セメント板 セメント板面積 m2

押出成形セメント板 コーナーパネル 長さ又は箇所 ｍ

フットプレート 長さ ｍ

打継目地シーリング 長さ ｍ

EP塗装 塗装面積 m2

エポキシシーラー処理 塗装面積 m2

雑

ダクト接続部カバー ｱﾙﾐt＝2.0 550x300 か所 か所

ダクト接続部カバー ｱﾙﾐt＝2.0　550x500 か所 か所

外壁開口 開口部面積又は箇所 m2

外部開口部 AW-1 か所 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

ＡＷ－１　ｶﾞﾗﾘ付嵌め殺し窓 W3670×H1200 か所又は面積 か所

フロートガラス T5.0 2.18㎡以下 か所又は面積 m2

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

外部開口部 AW-2 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

ＡＷ－２　ｶﾞﾗﾘ付き嵌め殺し窓W1600×H1200 か所又は面積 か所

フロートガラス T5.0 2.18㎡以下 か所又は面積 m2

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

外部開口部 AG-1 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

ＡＧ－１　滑り出し窓 W3670×H1200 か所又は面積 か所

フロートガラス T5.0 2.18㎡以下 か所又は面積 m2

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

外部開口部 SD-1 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

沓づり床レベル調整 か所又は長さ ｍ

ＳＤ－４　ガラス付框戸 800ｘ2175　防火設備戸 か所 か所

網入型板ガラス T6.8 2.18㎡以下 か所又は面積 ㎡

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

ＳＯＰ塗 鋼製建具面 面積 m2

屋根 屋根面積 m2

屋根 断熱アスファルト防水 面積 m2

断熱アスファルト防水
A1-2工法 ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰ
ﾄﾞ T25 面積 m2

伸縮目地 W25×H80　既製品 長さ ｍ

ワイヤーメッシュ φ6 @150 面積 m2

コンクリートこて押え 防水下 面積 m2

モルタル防水金こて H300 T40　ﾗｽこすり共 面積 ｍ

立上 断熱アスファルト防水 ｍ

防水保護パネル セメント板 長さ又は面積 m2

アスファルト防水 AI-2工法 面積 m2

防水立上り押え金物 30×15×2.0　ｱﾙﾐ製 長さ ｍ

アスファルト防水端末防水 長さ ｍ

笠木 ｱﾙﾐ製 B-1種 W450 既製品 長さ ｍ

コーナー笠木 ｱﾙﾐ製 W450+W450用 か所 か所

防水モルタル塗り 延W390 長さ ｍ

防水モルタル金こて 素地 長さ m2

コーナーモルタル 面取り 長さ ｍ

外部雑 適宜 ％

ルーフドレイン か所 か所

ルーフドレイン φ125　鋳鉄製　横引き か所 か所

竪樋 長さ ｍ

竪樋 φ50　ｽﾃﾝﾚｽ製HL  掴み金物共か所 ｍ

竪樋 φ100　SGP 掴み金物共 か所 ｍ

竪樋防露巻き φ100 か所 ｍ

その他 ％

金物見切りシーリング 15×10　PS-2 ｍ

打継目地シーリング 20×10 PS-2 ｍ

摘要 数量 単位

建築工事－外部仕上工事－内訳明細

BIMデータ(意匠) 概算内訳明細(外部仕上)

■明細：仕上ー外部ー屋根工事

■獲得したい情報

数量：屋根面積(㎡） 

屋根立上長さ（ｍ）

仕様：屋根仕様

積算ユースケース
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図は、BIMサンプルモデルの内、部分別内訳書式で

「屋根」に該当する部分及びその数量情報を集計した

ものになります。

上下２段に分かれていますが、上段が屋根ー平面部、

下段が屋根ー立上りになります。

オレンジの線で囲われた場所が数量（上段：面積、

下段：立上り長さ）になります。数量については、こ

れらの数字を合算すれば積算出来ることになります。

一方、単価を決定付ける屋根仕様については、外壁

同様パターン詳細図での符号が記載されています。そ

の内容を元に合成単価を作成し、概算段階における外

壁工事㎡単価の設定を行うことが出来ます。

BIMサンプルモデルー集計表

屋

根

平

面

部

立

上

り

部

BIMサンプルモデルー３D

屋根
パターン詳細図

EX01A EX01B EX01C

パラペットに替える

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 外部仕上工事検証 屋根工事②

積算ユースケース
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ここまで、建築工事－外部仕上工事－ 屋根工事費の算

出の為に、BIMモデルから必要な 情報を獲得する為の方

法を記載しました。左の図はその方法のフローを纏めた

ものになります。左より順を追って説明します。

分類①：、部分別内訳書式ー科目分類より、「仕上」

を選定する必要があります。但し、これは意匠ファイル

を選択することによって対応できます。

分類②：BIM汎用ソフト上の分類から、当サンプルモデ

ルにて用いられている分類を抽出したものになります。

この分類は、他の汎用BIMソフトでも同じ分類と思われ

ます。ここでは「屋根と「壁」を選択します。

分類③：分類②で選択した「壁」について、さらに、

パラペット立ち上がり部のみを選択する必要があります。

今回、外壁のBIMソフト上の小分類で「パラペット」を

設けました。その情報を元に、「パラペット」の壁のみ

を選択することが出来ます。

分類①～③で選択した屋根及パラペット壁を統合して、

部分別内訳書式で必要な屋根工事の数量（面積及び立上

り長さ）を獲得することが出来ます。

分類④：分類②及び分類③と同時に屋根仕様情報も獲

得しています。（前ページ参照）

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 外部仕上工事検証 屋根工事③

内

部

外

壁

外

壁

部

屋

外

部

内

部

屋

根

壁

窓

ド

ア

天

井

床

仕

上

外壁 外部仕上

分類① 分類② 分類③④ 集 計

屋根

外部開口

間仕切

内部開口

内装仕上

内部仕上

BIMデータ 概算内訳明細

■明細：仕上ー外部ー屋根工事

■獲得出来た情報

数量：屋根面積(㎡） 

屋根立上長さ（ｍ）

仕様：屋根仕様

積算ユースケース
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内部仕上ー間仕切工事の内訳明細細目とBIMモデル

データの関係を検証します。

右図は、内部仕上工事における内訳明細（一部抜

粋）になります。内部仕上工事の部分別内訳書式にお

いては、中科目において、間仕切工事ー内装仕上工事

－内部開口部工事に分かれます。

左図は、その分類に該当する箇所を色付けした、

BIMサンプルモデルデータのイメージ図を記載してい

ます。

間仕切工事の概算算出において、間仕切の面積

（㎥）と、仕様が、BIMデータから獲得したい情報に

なります。

■明細：仕上ー内部ー間仕切工事

■獲得したい情報

数量：間仕切面積(㎡）（※）

仕様：間仕切仕様

（※）：間仕切仕様別

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 内部仕上工事検証 間仕切工事①

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目

S0 S1 S2 S4

内部仕上工事 延床面積 m2

間仕切面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L1 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 65型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L1 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 100型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 100型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L2 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 65型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L2 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 100型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 100型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

耐火遮音間仕切（性能）L3 S12・WI 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 65型 @303 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：強化石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

内外装：グラスウール 24㎏/m２　T50 面積 m2

内外装：四周シール 長さ ｍ

耐火遮音間仕切（性能）L3 S12・WI 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 100型 @303 間仕切面積 m2

開口補強 100型用 開口補強長さ ｍ

強化石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

内外装：グラスウール 24㎏/m２　T50 面積 m2

内外装：四周シール 長さ ｍ

面積 m2

床 タイルカーペット t=7 面積 m2

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 OAフロア下 面積 m2

内外装：OAフロア H100 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 H=100 長さ ｍ

内外装：ソフト巾木 H100 長さ ｍ

壁 石膏ボード+EP-G PB t=12.5共 面積 m2

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1650 面積 m2

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

額縁 額縁 St t1.6 長さ ｍ

金属：額縁 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

膳板 膳板 St t1.6 長さ ｍ

金属：膳板 St t1.6　W550曲げ 長さ ｍ

AWガラリ部チャンバーボックス か所 箇所

建具：チャンバーボックス AW1のガラリ か所 箇所

面積 m2

床 タイルカーペット t=7 面積 m2

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 OAフロア下 面積 m2

内外装：OAフロア H100 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 H=100 長さ ｍ

内外装：ソフト巾木 H60 長さ ｍ

壁 石膏ボード+EP-G PB t=12.5共 面積 m2

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1650 面積 m2

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

額縁 額縁 St t1.6 長さ ｍ

金属：額縁 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

膳板 膳板 St t1.6 長さ ｍ

金属：膳板 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

AWガラリ部チャンバーボックス か所 箇所

建具：チャンバーボックス AW1のガラリ か所 箇所

断熱材 面積 ㎡

壁 ウレタン吹付 面積 m2

内外装：ウレタン吹付 ｔ25 面積 m2

か所 か所

LSD1 両開き防火框戸 か所 箇所

鋼製建具：両開き防火框戸 W1800×H2100 か所 箇所

ｶﾞﾗｽ：網入りガラス W700×H1900　ｔ6.8 ㎡又は箇所 m2

ガラス廻りシーリング 長さ m

ｶﾞﾗｽ：清掃費 面積 m2

塗装：ＳＯＰ塗 軽量鋼製建具面 面積又は糸巾 m2

LSD2 両開き框戸 か所 箇所

鋼製建具：両開き框戸 W1800×H2100 か所 箇所

ｶﾞﾗｽ：フロートガラス W700×H1900　ｔ5.0 ㎡又は箇所 m2

ガラス廻りシーリング 長さ m

ｶﾞﾗｽ：清掃費 面積 m2

塗装：ＳＯＰ塗 軽量鋼製建具面 面積又は糸巾 m2

沓摺・床レベル調整 あ所 ｍ

沓摺・床レベル調整 あ所 ｍ

内部開口

1階_事務室1

1階_会議室1

間仕切

建築工事－内部仕上工事－内訳明細

摘要 数量 単位

間仕切

内装仕上

内部開口部

BIMデータ(意匠) 概算内訳明細(内部仕上)

壁

天井床

部屋

壁

ドア

積算ユースケース
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図は、BIMサンプルモデルの内、部分別内訳書式で

「間仕切」に該当する部分及び、それらを集計したも

のになります。

設計上の分類である、「間仕切壁１」と「間仕切壁

３」に分かれて集計されていますが、オレンジの線で

囲われた場所が面積になります。数量については、こ

れらの数字を合算すれば積算出来ることになります。

一方、単価を決定付ける間仕切仕様の情報は、符号

の欄の「L1」や「L3」になります。この情報は設計者

がモデリングをする際に入力した壁種別符号になりま

す。L1やL3はパターン詳細図の符号と対応します。

BIMソフト内の集計機能を用いれば、間仕切仕様毎

の間仕切面積の集計を行うことも出来ます。

BIMサンプルモデルー集計表

間

仕

切

壁

１

間

仕

切

壁

３

BIMサンプルモデルー３D

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 内部仕上工事検証 間仕切工事②

間仕切壁
パターン詳細図

L1 L２ L３
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ここまで、建築工事－内部仕上工事－ 間仕切工事費の算

出の為に、BIMモデルから必要な 情報を獲得する為の方法

を記載しました。左の図はその方法のフローを纏めたもの

になります。左より順を追って説明します。

分類①：部分別内訳書式ー科目分類より、仕上を選定す

る必要があります。但し、これは意匠ファイルを選択する

ことによって対応できます。

分類②：BIM汎用ソフト上の分類から、当サンプルモデ

ルにて用いられている分類を抽出したものになります。こ

の分類は、他の汎用BIMソフトでも同じ分類と思われます。

ここでは「壁」を選択します。

分類③：部分別内訳書式上の内部の分類となります。こ

の分類は、分類②のようにBIMソフトの分類を活用する訳

には行きません。予め、設計者にて壁のオブジェクトに、

「外部」と「内部」の情報の記入を行い、その情報を元に、

内部の壁のみを選択しました。

分類④：外壁同様、分類③と同時に分類④（壁仕様の分

類。前ページ参照。）も行われたことになります。

分類①～④で選択した内部間仕切壁を統合して、部分別

内訳書式で必要な、間仕切の数量（面積）を獲得すること

が出来ます。

分類① 分類② 分類③④

内

部

外

壁

外

壁

部

屋

外

部

内

部

屋

根

壁

窓

ド

ア

天

井

床

仕

上

外壁 外部仕上

屋根

外部開口

間仕切

内部開口

内装仕上

内部仕上

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 内部仕上工事検証 間仕切工事③

集 計

BIMデータ 概算内訳明細

■明細：仕上ー内部ー間仕切工事

■獲得出来た情報

数量：間仕切面積(㎡）（※仕様別）

仕様：間仕切仕様
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意匠モデル

構造モデル

壁

ドア

天井 屋根 部屋

床 窓

柱 フレーム

基礎 スラブ

情
報
：
（
数
量
＋
仕
様
）
＋
分
類

これまでの検証結果から、BIMモデルデータを概算に活用する為には、１対１の関係性にないBIMモデルデータと内訳明細の構成を関係付ける為に、BIMデータを分類ー
集計する作業が必要となることが分かりました。その為、BIMモデルデータから、明細に直接的に必要な「数量」「単価（仕様）」に関する情報の他、BIMデータから概
算内訳明細の構成へ変換する為の情報（以下「分類情報」と言います）が必要と言えます。次の章では、それらに必要な情報が標準属性項目リストにどのように反映され
ているかを確認していきます。（※今回の分類の方法は汎用BIMソフトを利用した１例に過ぎず、分類の方法は複数考えられます。）

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 躯体工事・仕上工事（外部内部）まとめ

設　　備

屋外施設等(囲障,構内舗装,屋外排水,植栽等)

５.4   内部天井 ・・・・・

５.5   内部雑 ・・・・・

５.6 　内部△△仕上 ・・・・・

・・・・・

４.6 　外部△△仕上 ・・・・・

５. 内装工事

５.1   内部床 ・・・・・

５.2   内壁 ・・・・・

５.3   内部開口部 ・・・・・

４. 外装工事

４.1   屋根 ・・・・・

４.2   外壁 ・・・・・

４.3   外部開口部 ・・・・・

４.4   外部天井 ・・・・・

４.5   外部雑

３. 躯体工事

3.1   基礎躯体 ・・・・・

3.2   上部躯体 ・・・・・

3.〇   △△躯体 ・・・・・

建　　築直

接

工

事

費

1. 直接仮設

2. 土工・地業

2.1   土       工 ・・・・・

2.2   地       業 ・・・・・

2.〇 △△土工・地業 ・・・・・

部分別　内訳書式

[種　目] [科　目] [中科目] [小科目] [細目]

BIMサンプルモデルデータ １２４部材＋属性情報
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BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 躯体工事・仕上工事（外部内部）まとめ（補足）

仕分①
選択①

仕分②
選択② 選択③

BIM
BIM

BIM
BIM

BIM

分類 ＝ 仕分 ＋ 選択

上図は、某データから概算内訳明細へ「分類」する内容を模式的に表したものです。仕分①：データ全体を形毎に仕分け 選択①：青と赤のオブジェクトを選択 仕分
②：形状毎に仕分 選択②：△と〇を選択 選択③：形状毎に、青色と赤色を選択 集計：選択③の内容ごとに集計。 このことから、これまで「分類」と表現して
いたものは、「仕分」と「選択」の繰り返しと言い換えることが出来ます。上図左端の「某データ」を、BIMサンプルモデルデータ（１２４パーツ）に置き換えてみると、
上記の内容がイメージしやすくなるかもしれません。前ページ記載の通り、今回の分類の方法は汎用BIMソフトを用いた１例に過ぎず、分類の方法は複数考えられます。
仕分や選択の順番、種類は一つに限らず、BIMの推進の為には標準化が望ましいと考えます。

某データ 概算内訳明細

＋

＋ ＋ ＋

集 計
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標準属性項目リストについて
概算内訳明細から見た、属性項目リスト ～BIMモデルを通して～

6-7
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標準属性項目リストについて

左図上段は、建築工事費内訳明細とBIMサンプルモデル、標

準属性項目リストの関係を纏めたものです。

①標準属性項目リスト

・ある特定の建物の属性項目を想定したものでは無く、建

物一般的に必要と思われる属性項目を縦に１列並べたもの

になります。

意匠・構造・設備・施工製作の４チームに分かれて作成さ

れており、意匠・構造・設備は部位・部材別に必要な属性

項目を記載し、施工製作チームは工種別に仕様を記載して

います。

②BIMサンプルモデル

・BIMソフト上の分類があります。

③建築工事費内訳明細

・既述の通り、細目の繰り返しで構成され、大きく部分別

内訳書式と工種別内訳書式の２種類あります。

積算ユースケースの実務上で想定される標準属性項目リス

トの使い方は以下の通りです。

①S2段階の概算算出においてBIMサンプルモデルに求める

情報を積算担当者にて整理

②①の内容を設計者へ伝える

③設計者にて②の内容を標準属性項目リストから抽出

左図の下段は、標準属性項目リストの大項目を纏めたもの

になります。

各項目は、更に複数の階層で構成されており、細目毎に属

性項目及び項目に関する属性情報が一覧に纏められていま

す。

次ページにて、「屋根」工事の内訳明細作成について必要

な情報項目を標準属性項目リストより探してみました。

構造

施工

製作

設備

意匠

①標準属性項目リスト ②BIMサンプルモデル ③建築工事費内訳明細

※以下の表の大項目で分類 ※標準的な内訳書式で構成（分類）※BIMソフト上の分類

図．標準属性項目リスト 大項目

Exp-J CW グリッド サイン シャッター
タラップ ドア とい プロジェクト情報 マンホール

ユニットバス 位置 衛生器具 屋根 家具
階段・スロープ 外構排水 笠木 仕上 手すり

床 昇降機 植栽 設備架台  設備基礎
窓 耐火被覆 断熱  地形 柱

天井 庇 部屋 塀 壁
舗装 防水 目地 梁 領域
基礎 杭 床 柱 柱脚
壁 梁 ｰ ｰ ｰ

スプリンクラ ダクト付属品 衛生器具 火災報知装置 制気口　
電気設備 配管付属品 ｰ ｰ ｰ

仮設 土工 ブロック・ALC 防水 石
タイル 木 屋根・樋 金属工事 左官

建具窓ドア CW 塗装 内装 ﾕﾆｯﾄ及びその他
排水 舗装 植栽 ｰ ｰ

標準属性項目 大項目

建築

(40)

構造(7)

設備(7)

施工製作

(18)

積算ユースケース
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標準属性項目リストについて －屋根工事に関する属性項目の選択を通して－

構造

施工

製作

設備

意匠
屋根課題①：屋根のTypeに陸屋根 が無い

現在の標準属性項目リストの屋根の種類は、「Type of 2」欄に記載の通りですが、

サンプルモデルにおける、「陸屋根」らしき項目は見当たりません。

⇨標準属性項目リストに該当する大項目が無い。

屋根課題②：屋根の定義が不明

課題①を踏まえ、標準属性項目ー大項目を再度確認すると、屋根に関係のありそうな

項目として「屋根」以外に、青下線部の「とい」「笠木」「防水」「目地」などがあ

ります。また、屋根周りの説明図は、以下の図の通りです。

これらの情報を組み合わせると、陸屋根の場合の「屋根」は押えコンのみを意味する

ことになるのでしょうか？ そうすると、露出シート防水仕上の場合、「屋根」は存

在し無いことになるのでしょうか？ 等の疑問が浮かび上がります。

⇨標準属性項目リストの「部位」の範囲が不明－そもそもの定義

Exp-J CW グリッド サイン

シャッター タラップ ドア とい

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ情報 マンホール ユニットバス 位置

衛生器具 屋根 家具 階段・ｽﾛｰﾌﾟ

外構排水 笠木 仕上 手すり

床 昇降機 植栽 設備架台

 設備基礎 窓 耐火被覆 断熱

 地形 柱 天井 庇

部屋 塀 壁 舗装

防水 目地 梁 領域

標準属性項目 大項目

意匠

(40)

Type of 1 Type of 2 属性項目リスト 必要情報

空欄 勾配

空欄 一般部_設計用風圧力_最大正風圧力

空欄 一般部_設計用風圧力_最大負風圧力

空欄 局部_設計用風圧力_最大負風圧力

空欄 降雨強度_屋根用

空欄 降雨強度_軒どい用

空欄 降雨強度_谷どい・内どい用

空欄 積雪荷重

空欄 耐火性能

ｽﾃﾝﾚｽｼｰﾄ溶接葺

屋根

防露_厚さ粘土瓦葺

葦屋根

折板葺

長尺金属板葺

材料

防露_材料

形式

工法

板厚_下弦材

板厚_上弦材

Step-① 意匠リストを選択 Step-② 「屋根」を選択

Step-③ 積算に必要な情報項目を選択

Step①～③を通して、屋根工事に必要な属性項目の検索試行しました。 以下、試行を通して得られた屋根課題①～⑤になります。
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標準属性項目リストについて －屋根工事に関する属性項目の選択を通して－

屋根課題③：BIMソフトの「屋根」との関係

当TFにおけるBIMサンプルモデルでは、BIMソフト上の分類である「屋根」は以下の図の青

色の平板部分に該当します。そこに構造スラブの他、断熱層、防水層、押えコンなどの情報を

盛り込むことは出来ます。

現状、標準属性項目リストの「屋根」と、BIMソフト上の「屋根」は１対１の関係性には無

く、かつ関係性も整理されていません。今後の課題と言えます。

⇨標準属性項目リストの「部位」の範囲が不明－BIMとの比較より

屋根課題④：概算内訳明細の「屋根」工事との関係①

既述の通り、屋根工事費の算出の為には、数量情報として面積（㎡）や、長さ（ｍ）

の情報が必要となりますが、標準属性項目リストにおいてはそれらの項目がありません。

また、S2段階の屋根工事算出の為には、パターン詳細図を元に合成単価にて算出する

と記載しましたが、その合成単価の「仕様」情報が必要となります。これはS2段階特有

の情報項目ですが、標準属性項目リストにはその情報に該当する項目がありません。

⇨標準属性項目リストに、必要な項目が無い－概算内訳明細より

屋根課題⑤：概算内訳明細の「屋根」工事との関係②

既述の通り、基本設計（S2）概算段階における「屋根」工事は、屋根－平部 と 屋

根－立上部 で構成されています。屋根－立上部 に該当する標準属性項目は「パラ

ペット」や「笠木」が該当します。概算時点では、「パラペット」に合成単価の「仕

様」情報があれば、その合成単価に「笠木」単価は含まれますので、標準属性項目リス

トの「笠木」を選択する必要はありません。この場合、「笠木」が不要と言う訳では無

く、「パラペット」に「笠木」も従属的に含まれるという解釈が出来ます。このように、

建築コストを算出するフェーズにより、選択すべき標準属性項目リストの「項目」が異

なると言えます。

⇨標準属性項目リストの「部位」の範囲が不明－使用する設計段階により範囲が異なる

以上、標準属性項目リストに、屋根工事算出の為に必要な情報項目を探そうとすると、５点の課題が浮かび上がってきました。それ

らの課題は、他の工事項目も同様と考えられます。それらの課題の解決の為には、以下２点が必要となります。

① 標準属性項目リストの大項目の定義 （BIMソフトの大項目分類との整合性含む）

② 属性項目そのものの整理 （設計段階毎の検証が必要。）
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左の図は、BIMソフト上の一般的分類の下に、標準属性項目

リストの大項目分類を割り振ったものになります。

BIMソフト上の一般的な分類は、その他を含めて２３項目あ

りますが、大きく「サンプルモデル対象」か否かで２分割し

ました。更に、前者の内、後述する積算ユースケース検討対

象か対象外かで、分割しました。その上で、前者を、意匠

ファイルと構造ファイルで分割しました。標準属性項目を積

算へ活用する場合の課題を、前２ページの内容を踏まえ以下

の通り列記します。

課題① BIMソフトの分類と、標準属性項目の分類の整理

（左図で、上段と下段の関係性の整理）

⇨例：標準属性項目で「梁」の分類は、BIMソフト上の一

般的な分類では存在しない。

課題② 標準属性項目同士の関係の整理－１

⇨例：「梁」－「梁（構）」、「部屋」－「天井」

両者の間で属性すべき情報に重複がある場合、その境界

線の整理が必要

課題③ 標準属性項目同士の関係の整理－２

⇨例：「屋根」－「防水」、「部屋」－「仕上」など、階

層関係にあると思われるもの

※屋根課題②、⑤に相当

このような階層関係にあるものは、階層関係を整理した上で、

階層間を繋ぐ仕組みを構築すると使い勝手が良くなると思わ

れます。

課題④ 標準属性項目内の整理

⇨例：防水 の場合、一つの建物でも使用場所により複数

の防水が用いられますが、防水の種類により必要な属性情報

が異なります。それに対し、標準属性項目リストは、１種類

の防水のみの記載を想定しています。

標準属性項目リストについて －積算での活用を視野に入れる場合－

図． BIMソフト上の分類（上段）と標準属性項目の分類（下段）
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図は左から順に、概算細目－各概算細目に必要なBIMオブ

ジェクトの情報（分類情報・数量情報・単価（仕様）情

報）－該当する標準属性項目リスト の一覧になります。

BIMオブジェクトー属性情報 列

概算細目に必要なBIMオブジェクトを、「BIM大分類」欄

に太字で記載しました。「BIM大分類」の下段に「BIM-

コスト分類」欄を記載しています。これは前章の考察結

果の通り、BIMデータを積算に活用する為に必要な情報の

内の一つ、「分類情報」について記載しています。

その下２行にそれぞれ、数量情報・単価情報欄を設け、

どのような数量・単価（仕様）情報が必要かを記載して

います。

標準属性項目リストで必要な情報 列

その右側には、各BIM大分類毎に該当すると思われる標準

属性項目列を設けました。

項目欄の階層のTは標準属性項目リストの「Type of」、P

は「Part of」を示しています。

躯体工事を本ページに、外部内部仕上工事を次ページに

纏めています。

次ページにA～Dの４つの課題を記載していますが、③以

外はどれも既述の屋根課題①～⑤のどれかに該当します。

標準属性項目リストについて －積算での活用を視野に入れる場合－

図．概算細目－各概算細目に必要なBIMオブジェクトの情報－標準属性項目リスト（躯体工事）

科目 中科目 項目 内容 項目 内容 備考

BIM大分類 構造－基礎 階層-T 基礎ーRC

BIM⇨コスト分類 － 階層-P コンクリート

数量 容積（㎥） 数量 体積 無し（寸法情報はアリ）

単価/仕様 Fc強度（FL別に設定） 単価 Fc強度 あり

BIM大分類 構造－構造フレーム 階層-T 梁ーRC－角形

BIM⇨コスト分類 符号/レベル＋構造マテリアル＋ファミリ名 階層-P

数量 容積（㎥） 数量 体積 無し（断面寸法情報はアリ）

単価/仕様 Fc強度（FL別に設定） 単価 Fc強度 あり

BIM大分類 構造－構造柱 階層-T 柱ーRC－角形

BIM⇨コスト分類 符号/レベル＋構造マテリアル＋ファミリ名 階層-P コンクリート

数量 容積（㎥） 数量 体積 無し（断面寸法情報はアリ）

単価/仕様 Fc強度（FL別に設定） 単価 Fc強度 あり

BIM大分類 構造又は意匠ー床 階層-T 床ーRC

BIM⇨コスト分類 符号/レベル＋構造マテリアル＋ファミリ名 階層-P コンクリート 基礎スラブか否かの項目あり

数量 容積（㎥）　 数量 体積 無し（厚みはあり）

単価/仕様 構造マテリアル、断面形状 単価 Fc強度 あり

BIM大分類 構造又は意匠ー床 階層-T 床ーRC

BIM⇨コスト分類 符号/レベル＋構造マテリアル＋ファミリ名 階層-P コンクリート 基礎スラブか否かの項目あり

数量 容積（㎥）　 数量 体積 無し（厚みはあり）

単価/仕様 構造マテリアル、断面形状 単価 Fc強度 あり

BIM大分類 構造－構造フレーム 階層-T 梁ーS

BIM⇨コスト分類 ファミリ名/レベル＋構造マテリアル＋構造用途階層-P 鉄骨

数量 容積（㎥）　※重量換算が必要 数量 重量（ｔ） 無し（W/Fの厚みはあり。）

単価/仕様 構造マテリアル、断面形状 単価 材種 あり（W/Fの材質。）

概算明細細目 BIMオブジェクトー属性情報 標準属性項目リストで必要な情報

躯

体

工

事

基礎コンクリート工事

地上コンクリート

地上鉄骨工事

B

C

積算ユースケース
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以下、躯体工事・外部内部仕上工事の検証結果の特徴を、

A～Dに纏めました。

A－標準属性項目リストのTypeが足りない

屋根工事を通したユースケースの検証で記載の通り。

Bー積算に必要な数量に関する情報が少ない

例：RC基礎梁の体積情報

RC-基礎梁においては断面情報及び長さ情報の項目のみあり

体積情報の項目はありません。かつ、長さ情報は構造計算上

必要なもので、積算上必要な長さとは異なります。

Cー分類の為に必要な情報が一部しかない

例 内外区分 あり 床に「基礎か否か」の区分あり

上記例以外では、基本的にBIM⇨コスト分類に活用出来る項

目はありません。その分類を標準属性項目リストに加えるか

否かも含めて議論が必要と思われます。

Dー概算特有の仕様欄 の項目が必要

既述の通り、概算時においては、合成単価の概念が重要とな

り、その根拠となるパターン詳細図の符号を記入する欄が必

要と思われます。また、パターン詳細図はS4段階相当の図

面密度の為、パターン詳細図に必要な標準属性項目は別途出

現することになります。

まずは、設計ユースケースとして、各職能間連携（意匠ー構

造ー設備）で標準属性項目リストを使用し、使い方基準を整

理することが望ましいと言えます。

標準属性項目リストについて －積算での活用を視野に入れる場合－

図．概算細目－各概算細目に必要なBIMオブジェクトの情報－標準属性項目リスト（外部・内部仕上工事）

科目 中科目 項目 内容 項目 内容 備考

BIM大分類 意匠－屋根 階層-T 無し（RCの陸屋根が無い。パネル形状の屋根のみ想定。）

BIM⇨コスト分類 － 階層-P

数量 面積（㎡） 数量 面積（㎡） 階層Type1に陸屋根が必要

単価/仕様 パターン詳細図仕様 単価 パターン詳細図仕様 階層Type1に陸屋根が必要

BIM大分類 意匠－壁 階層-T 壁

BIM⇨コスト分類 内外/タイプ名 階層-P 分類関連－内外

数量 長さ（ｍ） 数量 長さ（ｍ） あり

単価/仕様 パターン詳細図仕様 単価 パターン詳細図仕様 新たに必要

BIM 意匠－壁 階層-T 壁

BIM⇨コスト分類 内外 階層-P 分類関連－内外

数量 面積（㎡） 数量 面積（㎡） あり

単価/仕様 パターン詳細図仕様 単価 パターン詳細図仕様 新たに必要

BIM大分類 意匠－ドア・窓 階層-T ドア・窓

BIM⇨コスト分類 内外 階層-P 分類関連－内外

数量 か所 数量 か所 －

単価/仕様 パターン詳細図仕様 単価 パターン詳細図仕様 新たに必要

BIM大分類 意匠－壁 階層-T 壁

BIM⇨コスト分類 内外 階層-P 分類関連－内外

数量 面積（㎡） 数量 面積（㎡） あり

単価/仕様 パターン詳細図仕様 単価 パターン詳細図仕様 新たに必要

BIM大分類 意匠－部屋 階層-T 部屋

BIM⇨コスト分類 ー 階層-P

数量 面積（㎡）、長さ(m) 数量 面積（㎡）、長さ(m) あり

単価/仕様 パターン詳細図 単価 パターン詳細図仕様 新たに必要

BIM大分類 意匠－ドア 階層-T ドア・窓

BIM⇨コスト分類 内外 階層-P 分類関連－内外

数量 か所 数量 か所 －

単価/仕様 パターン詳細図仕様 単価 パターン詳細図仕様 新たに必要

内

部

仕

上

工

事

間仕切工事

内装仕上工事

内部開口工事

概算明細細目 BIMオブジェクトー属性情報 標準属性項目リストで必要な情報

外

部

仕

上

工

事

屋根工事

（平部）

屋根工事

（立上部）

外壁工事

外部開口工事
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積算ユースケース
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標準属性項目リストについて まとめ

想定ユースケース：基本設計段階における、概算工事費算出の為の、概算内訳明細作成

積算担当者が概算積算に必要な

BIM情報項目を設計担当者へ伝達

設計担当者が必要なBIM情報項目を

標準属性項目リストを元に入力

積算担当者がBIMデータを

元に概算内訳明細書を作成

１．標準属性項目リストの大項目の定義が必須。

⇨標準属性項目リストの分類(部位・部材別）と、BIMデータの部材分類の関係性の整理が必要。

（リストで選択した項目が、BIMデータのどの部材へ反映されるかの整理が必要）

２．リスト内の構成、内容含めた項目の整理が必要。

⇨リスト内の部位・部材同士の関係、追加項目の検証が必要。

※上記、①・②の課題整理の前提として、BIMデータと概算内訳明細の項目が１対１ではない。

⇨標準属性項目リストには、BIMデータ⇨内訳明細 への分類に関する情報項目があることが望ましい。

想

定

課

題

BIMデータ 工事費内訳明細？

フェーズ毎に

定義・整理が必要

積算ユースケース
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外部データ連携について
積算を目的とした連携～外部データの種類、連携の在り方、それらの課題～

6-8
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外部データ① ー数量

数量に関するデータベースです。

主に躯体工事（鉄筋数量や鉄骨数量）における、数量

を算出する為の歩掛のデータベースを想定しています。

外部データ② ー単価

刊行物や、各メーカー発行の設計価格表などの単価に

関するデータを想定しています。また、それらに乗じて

実勢単価を算出する為の実勢掛率を含みます。

外部データ③ ー仕様書

仕様書（標準・特記）を想定しています。

外部データ④ ーシステム・基準

システムについては、営繕積算システムーRIBC２を想

定していますが、標準単価作成システムと内訳書作成シ

ステムから構成されています。 標準単価作成システムで

は建築工事の設計積算に必要な「公共建築工事標準単価

（複 合・市場）」を計算し、単価表を作成します。

また、基準については、公共工事積算基準を想定して

います。

「標準単価積算基準」と「数量積算基準」から構成さ

れています。

両者は、正確には外部データ②と紐づけて活用するも

のであり、データベースとは異なるものと言えます。

種 類：意匠 ＋ 構造
用 途：事務所ビル
構 造：S造（基礎RC造）
規 模：地上２階、地下無し
その他：S2フェーズ

【BIM以外資料(外部データ）】【BIMモデルデータ】

【細目と連携する外部データ】

【建築工事費算出用図面資料】

＋

【外部データ①】

【注意事項】
・積算ユースケース検証対象は建築工事の内の、

躯体工事・外装工事・内装工事の一部となり
ます。今回の検証でサンプルモデル該当部の
全ての工事金額を算出する訳ではありません。

・外部データ②の単価は、全ての概算
明細単価と連携出来るわけではありません。

・標準仕様書は設計図書の一部でありますが、
外部データベースの一種として、細目との
関係性の検討対象としています。

検討①

【当TFにおける主な検証予定内容】
① 概算算出用資料（BIMデータ含む）と、

概算内訳明細との関係の検証

② 概算内訳明細と、外部データとの関係の検証

【工事費内訳明細】

細目（仕様）：数量 × 単価 ＝ 金額 集 計

非構造化データ
（仕様書等）

【外部データ②】 【外部データ③】 【外部データ④】

数量：各種歩掛等 システム・基準仕様書(標/特)単価(実績掛率含)

図．外部データと内訳明細－細目との関係

検討②

・抽 出：資料より建築コスト算出に必要な情報
・組 換：抽出した情報を、工事費明細構成へ。
・その他：設計内容の解釈 他

①数 量：数量に関するもの
②単 価：単価に関するもの
③仕様書：仕様書(標/特)の関わり方
④積 算：明細の作成

＋

その他情報
（スケッチ等）

外部データ連携について

積算ユースケース
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前ページで、外部データを①～④に分類しましたが、表は

それぞれに含まれる具体的な外部データ（（１）～（1

１））を一覧に纏めたものになります。

（２）のJBCIは建設物価調査会が作成、発行するWEB上

でのコスト参照システムです。プロジェクト上流段階の概

算算出、概算・精算金額の妥当性確認に使用されることも

あります。

（３）の物価本は、経済調査会や建設物価調査会が作成、

発行している積算資料、建設物価、建築施工単価、コスト

情報等の有料の開示・共有な出版物、及びWEB情報です。

S4段階の精算見積細目レベルの建設資材単価や労務費単価

を掲載しています。但し、全ての細目が掲載されているわ

けではありません。

（４）の単価データ（各設計事務所・施工者・発注者）は

各社作成の非公開な外部データで見積書作成や概算書作成

に使用します。

（５）の単価データは各メーカーなどが公表している公開

な「設計価格」です。その為、そのまま値入に活用する場

合はあまりなく、各社が保有する実勢掛率（６）を乗じて

単価設定（値入）を行うことが一般的です。

（７）の過去実績見積データは各社が保有する大項目から

中項目の非公開な外部データです。概算算出や概算・精算

金額の妥当性確認のために使用します。

図．建築コストに関係すると思われる外部データ

外部データ連携について

S0

企画

段階

S1

基本

計画

S2

基本

設計

S4

実施

設計

① 数量 （１） 構造歩掛 各社 各社 非公開 躯体数量 ◎ ◎ ※ 概算数量算出
概算・精積算数量の

妥当性確認

（２） JBCI
Japan Building

Cost Information
建設物価調査会 開示・共有

部分別内訳書式の

大～中項目坪単価
◎ ◎・※ ※ ※

PJ上流段階の

概算算出

概算・精積算金額の

妥当性確認

（３） 物価本 積算資料他
経済調査会、建

設物価調査会

開示・共有

（課金あり）
S4段階精算見積細目他 □ □ ◎ 設計積算書作成

合成単価作成に間接

的に使用等

（４） 単価データ
各設計事務所

施工者・(発注者)​
各社 非公開 S4段階精算見積細目他 □ □ ◎

見積書・

概算書作成

合成単価作成に間接

的に使用等

（５） 単価データ
各メーカー

・専門工事業者​
各社 公開 S4段階精算見積細目他 □ □ ◎

見積書・

概算書作成

合成単価作成に間接

的に使用等

（６） 実勢掛率
各設計事務所

・施工者・発注者​
各社 非公開 S4段階精算見積細目他 ↑ ↑ ↑

（７）に乗じて実勢

単価算出

（７）
過去実績

見積データ
各社 各社 非公開 大項目～中項目 〇・※ 〇・※ ※ ※ 概算算出

概算・精算積算金額

の妥当性確認

（８）
公共工事

標準仕様書

公共建築工事

標準仕様書
官庁営繕部 開示・共有 細目全般 〇・※ ◎ 仕様情報

（９） 特記仕様書 各社 各社 非公開 細目全般 ◎ 仕様情報

標準単価

作成システム

内訳書

作成システム
◎

内訳書

作成システム

内訳書

作成システム

設計積算書

内訳明細
◎

設計積算書

内訳明細

標準単価積算基準 単価 ◎

建築数量積算基準 細目・数量 ◎

建築コスト管理​

システム研究所

開示・共有​

（有料）

内訳明細書

作成全般

④
積算システム

・基準

（１０） RIBC2
建築コスト管理​

システム研究所

開示・共有​

（有料）
設計積算書作成

（１１）
公共工事

積算基準

②

単価

（細目単価、坪

単価等）

③ 仕様書

使用目的分類 外部データベース 作成元 ステータス 連携先

使用フェーズ

積算ユースケース
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特徴①（左図）

左図は内装仕上工事の床タイルカーペットの概算内訳と標

準仕様書のS2段階（S4段階）の細目に関係する章と節を

記載しています。その特徴は以下の通りです。

・一つの細目に対して、複数の章節が該当する

・S2段階の細目はS4段階細目の合計であり、合計した合

成単価になるので、標準仕様書の章節が１対１で概算細目

と対応しません。

特徴②（右図）

右側は標準仕様書と特記仕様書の概要を記載しています。

・一般的な事項は標準仕様書によりますが、個別の工事に

特有の仕様や性能に関する事項は特記仕様書に記載されま

す。

・標準的な記述である標準仕様書だけでは基本的に単価設

定ができません。

特徴①（左図）

物価本などの単価データベース（刊行物）は、S4段階の

細目に合致する「建築工事市場単価」、「標準施工単価」、

「公表単価」が一部の細目で掲載されていますが、全ての

細目が網羅されているわけではありません。

左図は、国交省HP 『営繕積算方式』活用マニュアルに

明記された市場単価適用工種です。建築工事は10工種、

17分類のみであり、一部に留まります。その他の細目は専

門工事業者の見積価格等の「見積単価」となります。

特徴②（右図）

右側は、内装仕上工事の床タイルカーペットの概算内訳に

刊行物である「建築コスト情報」に記載されている細目の

有無と「市場単価」・「公表単価」を追記しています。

S2段階は細目が合成単価になる為、直接該当する刊行物

の単価項目は存在しません。

【概算内訳と標準仕様書の関係について（補足） 】

【概算内訳と単価データベース（刊行物）の関係について（補足）】

S2 タイルカーペット

S4 コンクリート直押え
S4 防塵塗装
S4 OAフロア
S4 タイルカーペット

15章-4節
19章-4節
20章-2節
19章-3節

標準仕様書

特記仕様書

●公共建築工事標準仕様書【公開型データ】
●各社 標準仕様書（共通仕様書）【非公開型データ】
・建築工事の品質・施工方法を定めた標準的な規準書

●各社 特記仕様書【非公開型データ】
・個別の工事に特有の仕様や性能を定めた文書
・標準仕様書の補完や変更事項を規定

+

特徴①
S2段階の細目はS4段階細目の合計であり
合計した合成単価になる。その為、一つ
の概算細目につき該当する標仕章節が複
数ある。

特徴②
標準仕様書は、設計者による選択により初めて仕様が決ま
る箇所や、「詳細は特記による」といった、特記仕様書で
内容が確定する箇所があり、標準仕様書のみでは、仕様・
単価の特定は出来ない。

特徴①
実施設計段階精算積算の内訳明細におけ
る刊行物と細目のマッチング率は100％
ではない

S2 タイルカーペット

S4 コンクリート直押え
S4 防塵塗装
S4 OAフロア
S4 タイルカーペット

○市場単価
▲公表単価
▲公表単価
▲公表単価

市場単価、標準施工単価、公表単価、見
積単価の組合せとなり、単価設定が煩雑
になる出典：国交省HP 『営繕積算方式』活用マニュアル

特徴②
概算細目の単価はS4段階細目を合成した
ものであり、S２段階の細目は刊行物に
は掲載されていない。

外部データ連携について

積算ユースケース
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外部データ連携について － まとめ

■建築コストに比較的関係すると思われる外部データ種類 ～４つのタイプ～

細目（仕様） ： 数量 × 単価 ＝ 金額

数量/各種歩掛仕様書(標/特)
単価

(実績掛率含)

システム・
基準

■課題①－内訳明細とのマッチング具合・マッチング率の低さ ■課題②－外部データの連携先候補が複数（直接連携or間接連携） 

外部データ

内訳明細

直接連携
（従来）

仕様書類 単価データ

内訳明細

標準 特記

大

小

？

BIMデータ

？

？

マッチング具合 マッチング率 間接連携
(BIM経由)

間接連携
(BIM経由)

積算ユースケース
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まとめ

■検証内容まとめ

①設計フロー

概算工事金額は工事費の予測＝設計内容の予測 と言えま

す。改めて設計フローを整理することにより、基本設計内容

の整理⇨BIMモデルへ反映する内容の整理をすることが出来

ます。

②パターン詳細図

①で設計内容の整理が出来たことにより、その先の設計内

容の予測をすることができ、それを「パターン詳細図」とし

て纏めました。パタン詳細図はS2以降の設計内容の予測であ

り、それを元に工事費の予測も出来ます。その予測内容を合

成単価として整理し、概算内訳明細を作成しました。

③３つの情報

②で作成した概算内訳明細に必要な情報を、BIMモデルの

どこからどのように獲得できるかの検証を行いました。その

結果「数量」「単価（仕様）」の情報を獲得する必要があり、

またその為には属性情報を元に「分類」を複数回する必要で

あることが分かりました。（分類＝仕分＋選択）

④外部データ

建築コストに関係すると思われる外部データの種類は４種

類あると考えられます。また、外部データを概算算出へ活用

する場合の課題を２点挙げました。

⑤標準属性項目リスト

積算に活用することを想定して、BIMモデルデータに必要

と思われる属性項目が何かの検証を行いました。

その結果、標準属性項目リストと、内訳明細及びBIMデー

タの関係性の整理が必要なことが分かりました。

設計内容
（意匠・構造）

検証①設計フロー

検証②パターン詳細図他
検証③３つの情報

概算工事費
内訳明細

BIMデータ

直接連携間接連携

間接連携

検証⑤
標準属性項目リスト

検証④
外部データ

積算ユースケース
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まとめ｜ソフトウエア間の連携データについて

9.1. 報告書のまとめについて

ここまで、積算ユースケースにおいて標準属性項目リストを具体的に

どのように活用できるかを明確にするために様々な検証を行い、前頁の

ような検証結果となりました。報告書のまとめとして、検証結果から見

えてきた課題や可能性について言及するとともに、今回の検証では扱わ

なかったソフトウエア間での連携についても言及します。最後は報告書

らしく長文となりますが、あと少しお付き合いください。

9.2.1. ソフトウエア間の連携データ形式について

ユースケースの目的を達成するためには、情報伝達に使用するデータ

形式の選定が非常に重要です。本年度の検証では、オーサリングソフト

間でのデータのやり取りを中心に実施しましたが、他にも複数の方法が

考えられます。本章では、情報連携に利用可能な代表的なデータ形式に

ついて詳述し、それぞれの特徴と本検証との関連性、さらには今後の展

望についても考察します。

各データ形式には独自の特性があり、それを理解することで適切な形

式を選択することが可能となります。この選択が、情報の正確な伝達を

確保し、運用の効率化を図る上で不可欠です。特に、異なるソフトウェ

ア間でのデータ互換性や、ユーザー間での情報共有をスムーズに行うた

めには、各形式の利点と欠点を正確に把握する必要があります。

今後は、これらのデータ形式の活用を通じて、より効果的な情報連携

を実現し、プロジェクト全体の透明性と効率性を向上させることが期待

されます。特に、異なる設計分野やチームが協働する場合には、データ

形式の選定がプロジェクトの成功に直結します。このため、今後のプロ

ジェクトでは、実際の運用に即したデータ形式の選択とその活用方法に

ついて、さらに深く検討していく必要があります。

9.2.2. IFC

IFC（Industry Foundation Classes）は、建築・建設業界におけるBIM

データの国際標準規格であり、buildingSMART Internationalによって整

備されました。IFCは、異なるBIMソフトウェア間でのデータ交換を目

的としたフォーマットで、プロジェクト関係者が共通のデータ形式を用

いて情報を共有することを可能にします。この標準化されたデータ形式

により、様々なソフトウェアを使用するチーム間での連携がスムーズに

行えるようになります。

データ形式としてIFCのメリットは以下が挙げられます。

互換性：IFCは異なるソフトウェア間でのデータのやり取りが可能です。

これにより、異なる設計分野の専門家が協力してプロジェクトを進める

際に、情報の整合性が保たれます。

国際的な標準：IFCは国際的に認められた標準であり、グローバルなプ

ロジェクトにおいても広く利用されています。これにより、国境を越え

た設計チームとのコラボレーションが可能となります。

詳細なデータの管理：IFCは建物の構成要素やその属性を詳細に表現す

ることができます。

また、データ形式としてIFCのデメリットは以下が挙げられます。

ソフトウェアの依存：IFCを利用するためには、対応するBIMソフト

ウェアの導入が必要であり、これが初期投資やトレーニングコストを伴

う可能性があります。

以上の特徴を踏まえて、BIMを中心としたデータ連携について、IFCの

重要性がますます高まると考えられます。特に、異なる設計分野や国際

的なチームが協働するプロジェクトにおいて、IFCは情報交換の基準と

して役立ちます。一方で、本検証で踏み込むことができなかった。オー

サリングソフト内に入力した各属性項目内の情報をどのようにIFCデー

タに書込み、読み込むことが必要になるか検討を深めていく必要があり

ます。

積算ユースケース
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まとめ｜ソフトウエア間の連携データについて

9.2.3. CSV

CSV（Comma-Separated Values）は、データをカンマで区切って表

現するシンプルなテキストフォーマットです。BIM（Building 

Information Modeling）を中心としたデータ活用において、CSVは特に

積算データの管理や共有において重要な役割を果たします。CSVは、各

項目を行と列で整理することで、データを直感的に理解しやすくし、さ

まざまなアプリケーションやプログラミング言語で広くサポートされて

います。

データ形式としてCSVのメリットは以下が挙げられます。

簡易性：CSVは構造がシンプルで、テキストエディタやスプレッド

シートソフトウェアで容易に作成・編集できます。このため、特別なソ

フトウェアを必要とせず、広く利用されています。

互換性：多くのソフトウェアでサポートされているため、データのイ

ンポートやエクスポートが容易です。これにより、異なるツールやシス

テム間でのデータ共有がスムーズに行えます。

軽量性：CSVファイルは通常、サイズが小さく、データ転送や保存が

効率的です。これにより、大量のデータを扱う場合でも迅速に処理でき

ます。

データ形式としてCSVのデメリットは以下が挙げられます。

データの限界：CSVは単純なテーブル形式であるため、複雑なデータ

構造や階層情報を表現することができません。このため、BIMモデルの

詳細な情報を扱うには不向きです。

メタデータの欠如：CSVファイルにはデータ型やメタデータの情報が

含まれないため、データの解釈において誤解が生じる可能性があります。

特に、数値と文字列の区別が難しい場合があります。

手動作業のリスク：CSVの管理には手動でのデータ入力や更新が伴う

ため、人的ミスが発生するリスクがあります。これがデータの整合性を

損なう要因となることがあります。

今後、CSVを利用したデータ活用の可能性は広がると考えられます。

特に、積算業務においては、設計者や積算担当者が必要なデータに迅速

にアクセスできる利点があります。しかし、CSVの特性を理解し、適切

に活用することが重要です。複雑なデータを扱う場合には、他のデータ

形式との併用を検討する必要があります。また、CSVの利用に伴うリス

クを軽減するためには、自動化ツールやエラーチェック機能の導入が求

められます。これにより、より効率的かつ正確なデータ管理が実現し、

BIMを中心とした積算業務の精度を向上させることが期待されます。

9.2.4. その他

その他のデータ形式として、XMLやJSONが考えられます。これらの形

式は、階層構造を持つデータの表現に適しており、特に複雑なデータ構

造を持つ属性情報の交換に有用です。これらの形式を活用することで、

より柔軟なデータ操作が可能となります。

積算ユースケース
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まとめ｜BIM以外との情報連携データについて

9.3.1. BIM以外の外部データや情報などとの連携データについて

検証でも示したようにユースケースの目的を効果的に実現するために

は、必要な情報をすべてBIMモデルに入力するだけでなく、特に設計変

更が頻発する設計段階においては、データの適切な管理が求められます。

このため、BIM以外の外部データや資料との連携が不可欠です。本検証

では、主に「8章外部データ連携」にてそれらの連携にある課題や可能

性を検討しました。

ここでは、BIM以外の外部データや情報となる、仕様書・標準図・そ

の他データでない情報の連携データについて言及します。

9.3.2. 仕様書

仕様書は、プロジェクトの要件や設計基準を明確に定義した文書であ

り、関係者間の共通理解を促進するために不可欠です。特に、設計段階

においては、仕様書に基づいた情報の正確な伝達が重要です。

課題はありますが、仕様書をCSV形式に変換することでデータはBIM

ソフトに容易に取り込むことができ、属性情報の反映が効率的に行えま

す。しかし、CSV形式にはメタデータが含まれないため、データの解釈

に誤解が生じる可能性があります。

また、仕様書をPDF形式で整理する方法も考えられますが、データ連

携を考慮するとデータの自動更新が難しく、変更があった場合には手動

での修正が必要です。

仕様書のデジタル化だけでは不十分で、仕様書のバージョン管理や変

更履歴の追跡が可能なシステムの構築も必要です。

9.3.3. 標準図

標準図は、設計情報を視覚的に表現したものであり、プロジェクトの

要件や設計意図を明確に伝えるために使用されます。特に、設計段階に

おいては、標準図を通じて情報を共有することが重要です。

PDF形式の標準図は、視覚的に情報を伝えることができ、関係者間で

の理解を深めるのに役立ちます。また、DXF形式はCADデータをBIMモ

デルに容易に取り込むことができ、設計者が必要な情報を効率的に利用

できるメリットがあります。

PDF形式ではデータの修正が難しく、変更があった場合には新たに出

力し直す必要があります。また、DXF形式でのデータ交換には、互換性

の問題が発生することがあり、異なるソフトウェア間でのデータ整合性

に注意が必要です。

BIM環境内での標準図の作成や、クラウドベースの図面管理システム

を利用することで、リアルタイムでの情報共有や更新が可能です。また、

APIを介してCADソフトとBIMソフトを連携させる方法も考えられます。

今後は、標準図のデジタル化を進め、プロジェクト全体での情報の一

貫性を保つことが求められます。また、異なる設計分野間での協働を促

進するために、標準図の自動生成や更新機能を持つツールの開発が期待

されます。

9.3.4. その他データでない情報

データ以外の情報として、プロジェクトの文脈や設計意図、チーム間

のコミュニケーションなどが挙げられます。これらはBIMプロジェクト

の成功に不可欠な要素であり、適切な管理と共有が求められます。情報

の透明性を高めるために、定期的なミーティングやレビューを通じて、

関係者間での意見交換を促進します。このような情報を伝達する媒体と

して、言葉、手書きスケッチやメモなどが挙げられます。これら即時的

かつ直接的にデータ化できないような情報をどのようにデジタルによる

情報伝達にのせていくかについての検証も必要です。
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まとめ

9.4.1. 検証内容のまとめ

06～08章の検証結果を中心に、見えてきた課題や可能性について取り

まとめていきます。

9.4.2. 06章‗分類情報の必要について

06章では、BIMモデルデータから内訳明細の構成へ変換する為の情報

（分類情報）が必要であることがわかりました。当標準化TFは分類区分

の定義を行う場ではありませんが、当TFが行わないならば、どこが、ど

のように議論し進めていくべきかについて整理が必要であると考えます。

しかし、これについては想定内のことでした。標準属性項目リストの

フィルタセット等に分類区分の考えを入れなかったことは、その理由の

ひとつです。分類区分について、適切かつ十分な議論を行ったうえで標

準属性項目リストがそれに対応できる余地を残しています。

9.4.3. 07章‗標準属性項目リストについて

07章では、①標準属性項目リストの部位別の定義と②属性項目そのも

のの整理が必要であることがわかりました。これについては分類情報の

必要性とも関連しています。①については分類区分の整理だけではなく、

それとBIMソフトのカテゴリとの対応を含めた目的ごとに関係者間で共

有されたBIMモデルの作り方を整理する必要があります。また、②にも

関連しますが、積算担当者と設計者が必要な（入力する）情報が「い

つ」、「誰が」、「どのように」必要で、「どこに」あるかを明確にす

る必要があります。これが「MET」を整理する大きな理由となります。

今回の検証では、標準属性項目リストだけで「MET」までは共有してい

ませんでしたので様々な課題が浮き彫りになりました。

この「MET」を整理するためには標準属性項目をベースにして、情報

に関連する関係者が協力して整理する必要があります。この検証結果を

踏まえて、ユースケースに基づいた「MET」を整備していく必要があり

ます。

9.4.4. 08章‗外部データ連携について

08章では、①外部データと内訳明細とのマッチングに関する課題と②

外部データと内訳明細を直接連携するのか、BIMデータを介した間接連

携を行うべきかについての整理ができていないことが課題として見えて

きました。BIMデータを介する場合には、標準属性項目が必須になりま

す。これらの課題解決をするためには、標準化TFで行っている3つの

ミッションである「属性情報の標準化」・「ソフトウェア間での連

携」・「外部データとの連携」それぞれの議論を進めることが必要です。

9.4.5. 最後に

今回の検証で確認できた必要なものとして

 分類区分の必要

 「MET」の必要

 外部データ連携の必要

この3つが主として挙げられます。積算ユースケースに焦点をあてた

検証でしたが、その他のユースケースでも共通して必要なものではない

かと考えられます。
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① 概算・積算基準の考え方
・見積書の構成と細目について①・②

・概算・精算・積算①・②

・積算基準の扱いについて

参考
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積算ユースケースにおける検討の前に：見積書の構成と細目について①

見積書を構成する内訳明細について概要を説明します。

実施設計段階における精算積算や設計積算書における見積書

の細目は、

細目 ： 数量 × 単価 ＝ 金額

で表現され、それらが複数行積み重ねられ集計されて該当工

事の見積書となります。

ところで、細目を積み重ねる方法の基準が設けられてます。

所謂「工種別内訳書式」と「部分別内訳書式」と言われるもの

です。左図は、工種別内訳書式と部分別内訳書式を横並びにし

て構成の違いを比較したものになります。出典元（※）の図を

元に、右側の部分別書式の表現は左右逆転させています。また、

スペースの都合で、「小科目」は削除しています。

左の図からも分かる通り、「工種別」や「部分別」は、あく

まで建築工事の[科目]の構成の違いを表現したものであり、設

備工事の内訳明細の構成は両者同じです。

工種別内訳書式の[中科目]では、工種により「外部」と「内

部」で構成されているところがありますが、これは「部分別」

で構成されているとも言えます。それとは逆に、部分別内訳書

式の「小科目」（当所領では割愛しています）では、一部工種

別で構成されている箇所もあります。

このことから、階層毎に構成される方法が異なり、「部分別

内訳書式」や「工種別内訳書式」の名称は、あくまで「科目」

の構成の特徴を示したものに過ぎないことが分かります。

両者はあくまで細目を積み重ねる方法の基準であり、両者の

細目自体が異なっていたり、集計した全体の工事金額が変わる

わけではありません。

「部分別内訳書式」の「部分」という言葉について、色々な

定義が混在しており、また同類語の「部位」ともしばしば混同

されがちで注意が必要です。

工種別と部分別の関係性は出典元P120に一覧表として詳し

く纏められています。

（※）出展元：建築工事内訳書標準書式・同解説

一般財団法人 建築コスト管理システム研究所

図：内訳明細構成について －左：工種別内訳書式 と 右：部分別内訳書式 の比較 －
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13. 屋根及びとい ※９．防水同様 ４.3   外部開口部

14. 金属 ※９．防水同様
４.4   外部天井

15. 左官 ※９．防水同様

(4) 鋼製軽量建具

(5) ステンレス製建具

(6) 木製建具

(7) 自動ドア開閉装置

(8) シャッター
５.1   内部床

16. 建具 (1) アルミニウム建具 ４.5   外部雑

(2) 樹脂製建具
４.6 　外部△△仕上

(3) 鋼製建具

５. 内装工事

(9) オーバーヘッドドア

(10) ガラス ５.2   内壁

17. カーテンウォール (1) メタルカーテンウォール
５.3   内部開口部
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積算ユースケース



141

積算ユースケースにおける検討の前に：見積書の構成と細目について②
「細目」について

内訳明細書の各細目は、「名称」「摘要」「数量」「単位」「金額」「備考」各々の

順に横に並び1項目として、これが複数項目縦に並び内訳書として構成されていま

す。その構成の例は前ページに記載した通りです。

これらに的確な情報をインプットして、複数の項目を、一定の規準（構成）で集

約および集計しながら積み上げ、最終的には建物全体のコストを確認することがで

きます。内訳明細書で表現されている工事費の構成は「種目」→「科目」→「細

目」の順で詳細化、細分化されていきます。

前ページでは、「種目」「科目（中・小）の記載をしましたが、実際の内訳明細

書では、科目から更に細分化された「細目」が設けられることになります。

 「細目」の標準について

例えば、建築工事における内装工事の床仕上げ工事－タイルカーペット工事を

例にとって考えてみます。それが建築工事内訳書標準書式で記載されている表現

は、細目の名称に「タイルカーペット張り」、摘要に「仕様、工法、下地」、単位に

「ｍ2」などとなります。これらに的確な設計情報などを記述して、数量（㎡）× 単

価（円/㎡）＝ 金額（円）の計算式となりますが、これが内訳書式におけるタイ

ルカーペット工事に係る費用の表現です。（図 １）

図 １．内訳明細事例－「タイルカーペット張り」

一方、施工現場におけるタイルカーペット工事に関する一連の工程(作業)は凡

そ以下のようなものが挙げられます。

• 見本品による材料の具体的な検討

• タイルカーペットをメーカーより調達

• タイルカーペット等材料をメーカーより搬入し適切な場所に保管

• 施工場所を実測し、割り付け・墨出しをする

• 割り付けに合わせてタイルカーペットの端部・壁際を切断・加工する

• 施工場所へ接着剤を塗布する

• タイルカーペットの敷き込み

• 養生材、梱包材片付け処分

• 各種検査

厳密に言えば、上記の各項目に対して人件費や材料費などの費用が発生します。

したがって、それぞれの項目を内訳明細の細目に計上して費用を算出してもおかしく

はありません。しかし、建築工事内訳書標準書式では、タイルカーペット工事の細目

を以下の１行に集約して記述します。

タイルカーペット：数量（㎡）× 単価（円/㎡）＝ 金額（円）

この式にある単価には、上述した9項目の費用（材料費や労務費など）が全て

含まれていることになります。このような単価を「複合単価」と言います。複合単価と

は、歩掛に資材単価、労務単価、機械器具費、仮設材費の単価を掛けて数値

化したものに、専門工事業者の諸経費を上乗せした工事費のことです。

もう1つ別の事例として「鉄筋工事」を挙げます。 タイルカーペットと同様に、現場

における鉄筋工事に関する作業は以下のようなものが挙げられます。

• 総合建設会社が鉄筋を購入

• 総合建設会社が購入した鉄筋を、総合建設会社が契約した鉄筋工事業者

の加工場に商社が運搬

• 加工場にて鉄筋工事業者が鉄筋を加工

• 墨出工が建設現場で柱や壁の位置を墨出

• 加工場から建設現場へ加工済の鉄筋を運搬

• 配筋

• 主筋のガス圧接

• 自主検査、元請の検査、工事監理者の検査

その他、現場以外での、鉄筋工事専門工事業者の作業として、数量積算、加

工データ作成、施工図作成（全ての現場では無い）が挙げられます。 鉄筋工事

の場合にも、材料費や人件費が発生する複数の工程が必要となります。それに対

して鉄筋工事に関する内訳明細書は一般的に以下の図２に示す内容となりま

す。

図 ２．内訳明細事例－「鉄筋工事」

その１行目には、以下の通り記載されています。

異形鉄筋：数量（ｔ）× 単価（円/ｔ）＝ 金額（円）

この金額は、鉄筋材料費のみの金額を指し、工場から施工現場までの運搬費

や配筋作業手間などは含まれていません。それらは２行目以下の別の細目にて表

現されます（細目名称「鉄筋加工組立」など）。

鉄筋加工組立は鉄筋工の労務費であり、労務歩掛（1tあたりの加工・組立に

かかる人工数）が単価の根拠となります。鉄筋運搬は運搬に使用するトラックの

費用で車両の損料に運転手の賃金を加えた金額が単価となります。鉄筋ガス圧

接は圧接工事の工事費で、使用するガス、圧接機器の損料、圧接工の労務費

が含まれた複合単価を用います 。このように、鉄筋工事の場合はタイルカーペット

工事の場合と異なり、材料費と労務費を分けて複数の項目に跨って内訳明細に

表現することが一般的です。

建物を建築する為には、実際には内訳明細書で記載された項目以上に非常に

たくさんの工程が積み重なっていますが、内訳明細書では、標準見積書式（制

定：建築工事内訳書標準書式検討委員会）に則った標準的な細目で作成さ

れています。（図 ３）

図 ３．内訳明細書事例

※当ページの記載内容は、「BIM概算ガイドブックⅠ」（発行元：日本建築積

算協会）より抜粋したもの（一部加筆）です。

名　　称 摘　　要 数量 単位 単価 金額 備　　考

　内外装工事

　タイルカーペット張り 仕様、工法、下地 ・・・ ㎡ ・・・ ・・・

名　　称 摘　　要 数量 単位 単価 金額 備　　考

　鉄筋工事

　異形鉄筋 規格、径 ・・・ ｔ ・・・ ・・・ 所要数量

　鉄筋加工組立 構造別 ・・・ ｔ ・・・ ・・・ 設計数量

　鉄筋運搬 加工場～現場 ・・・ ｔ ・・・ ・・・ 設計数量

　鉄筋ガス圧接 径 ・・・ か所 ・・・ ・・・

名　　称 摘　　要 数量 単位 単価 金額 備　　考

■鉄筋工事

　異形鉄筋 規格、径 ・・・ ｔ ・・・ ・・・ 所要数量

　鉄筋加工組立 構造別 ・・・ ｔ ・・・ ・・・ 設計数量

　鉄筋運搬 加工場～現場 ・・・ ｔ ・・・ ・・・ 設計数量

　鉄筋ガス圧接 径 ・・・ か所 ・・・ ・・・

■内外装工事

(床)

　ビニル床タイル張 仕様､下地 ・・・ ㎡ ・・・ ・・・

　ビニル床シート張 仕様､下地 ・・・ ㎡ ・・・ ・・・

　タイルカーペット張 仕様､工法､下地 ・・・ ㎡ ・・・ ・・・

(壁)

　壁石膏ボード張 仕様､工法 ・・・ ㎡ ・・・ ・・・

　壁紙張 仕様､下地 ・・・ ㎡ ・・・ ・・・

(天井)

　天井石膏ボード 仕様､工法 ・・・ ㎡ ・・・ ・・・

　天井ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板張 仕様､工法 ・・・ ㎡ ・・・ ・・・

計
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積算ユースケースにおける検討の前に：概算・精算・積算①
【言葉の定義について －概算と精算－】

建築工事費の見積の呼び方ですが、設計フェーズにより異なります。

厳格に定められた絶対的な正解はありませんが、図４は一般社団法人 建設連

合会HPで公表されている、プロジェクトのフェーズ毎の見積手法を纏めたものになり

ます。

図４ プロジェクトの段階と見積手法の関係

また、概算に関連する「概算見積り」と「概算見積書」の２つの用語の意味は建

築大辞典第２版によると以下の通りとなっています。（下線は筆者が加筆）

がいさんみつもり [概算見積り]  approximate estimation

大体の計算によって工事費を予測すること。概算見積の使用目的、見積資料の

多寡、見積期間等により概算見積の内容も異なる。手法としては積上げ方式、割

付方式、割付積上げ方式などがある。

がいさんみつもりしょ [概算見積書]  approximate estimation sheet

設計図書の未完成の段階や見積期間の少ないような場合、種々の方法でその

建物の工事費を大まかに予測して作成した見積書。

「概算」の呼び方は、図４に記載の他、「粗概算」など色々な呼び方がありますが、

概ね、概算とは設計途中段階における、工事費の予測 と言えます。

それに対して、「精算」は実施設計段階に行われる見積となります。

その他、「積算」と言う言葉について、建築大辞典第２版では以下の通り記載さ

れています。

せきさん[積算]  〔英〕surveying  〔米〕estimating 

広義には計算結果を累積していくこと。狭義には製造費用の事前予測を意味す

る。建築の分野では設計図書に基づいて建築工事費を計算し予測すること。工事

費算出に当たって、建築物の数量拾いに重きを置いた場合を積算といい、値段を

出すのに重きを置いた場合を見積りという考え方もある。

『新☆建築積算士ガイドブック（2024年版）』によると狭義の建築積算として

「建築積算は、設計図や仕様書などから各工事に必要な数量を細目別に計測・

計算し、工事価格を算定すること」とも定義しています。

以上、「概算」「精算」「積算」という用語を纏めて、 『新☆建築積算士ガイドブッ

ク（2024年版）』では「設計途中段階における概算工事費算出の為の積算を

「概算積算」、実施設計完了段階における工事費算出の為の積算を「精算積

算」」としています。

当TFにおける「積算ユースケース」の検討対象ですが、サンプルモデルの想定設計

段階が（S2≒基本設計段階）であるため、正確には「概算積算ユースケース」と

いう表現が適当であると言えます。

【概算の仕組みについて】

概算とは、実施設計以前の段階の設計情報などをもとに、概略の工事費を算出

することです。建築プロジェクトの各段階において、適切な精度、項目、手法を選択

しておこないます。 概算積算の工事費は、発注者にとって事業計画上の判断をお

こなうための重要な指標の一つとなるものであり、各段階において把握する必要があ

ります。設計者においても、設計内容の妥当性等を確認し、その後の設計方針の

検討材料になります。また、総合建設会社にとっても設計・施工一括発注方式の

受注可否判断をする際の重要な指標の一つとなります。

概算積算のもととなる設計図書は、設計の各段階で確定度や完成度が異なる

ため、各段階に応じた手法が用いられます。一般的な概算積算の手法は、まず、

設計情報から概算積算に計上することが可能な「項目」を抽出し、その「数量」を

図面計測で読み取り、個数や長さ、面積、体積、重量などを算出して該当する

「数量」を求めます。次に、図面などに表記されていなくても建築工事をおこなうため

に必要と考えられる項目を過去の実績や経験などから判断して計上します。このよ

うにして計上した項目の単位に対応する「単価」を過去の実績データや刊行物、

メーカー見積などを参考に設定し、各項目の「数量」に「単価」を掛け合わせたもの

を積み上げて、工事費の概算積算をおこないます。 ただし、設計の各段階で設計

情報の確定度が異なるだけでなく、未確定要素が必ずありますので、概算積算で

は、その未確定情報に対して一般的に想定される項目を「見込む」必要があります。

コストマネジメントで活用する各設計段階における概算積算の手法は以下の通

りです。

・企画段階：代表項目の数量・単価

・基本計画段階： 主要項目の数量・単価

・基本設計段階：部位別・部分別の中・小項目に数量・単価を設定し算出す

る方法

図．５はBSIJ発行の『建築プロジェクトにおけるコストマネジメントと概算

（2013）』を参考に、部分別内訳の階層と設計段階の関係をツリー形式で整

理し各項目の情報の細分化が行われる過程を可視化したものです。

図５ 設計段階別内訳構成整理

S0～S4の各記号は、国土交通省のBIMワークフローガイドラインに示されてい

る設計段階で、S0：企画段階、S1：基本計画段階、S2：基本設計段階、

S4：実施設計段階となります。設計段階ごとに色分けされており、部分別に各要

素の設計内容を細分化し、概算積算の内訳粒度が詳細になっていくことを視覚的

に説明しています。

積算ユースケース
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積算ユースケースにおける検討の前に：概算・精算・積算②
図 ５に倣い某一般的オフィスビルの内訳明細の一部を、設計段階毎に整理を

行ったものが 図 ６です。

図 ６．某一般的オフィスビル内訳構成表

プロジェクトは、左から右（S0:桃色 ⇒ S1:緑色 ⇒ S2:青色 ⇒ S4:黄色）

に進行し、概算積算の内訳項目は設計段階の進捗に伴い細分化していくことにな

ります。 段階的に詳細化した内訳項目は、階層関係にあり、図 ６の内訳明細書

に示した各設計段階に対応したコストを算出するために適切な設計情報が必要と

なります。 また、図７は、右から左へ設計段階を遡ると、概算の細目が合成されて

いると解釈することができます（図 ７ ）。

※下線部の項目は、同色の点線で囲われた項目が合成されたもの。

図 ７ ．某一般的オフィスビル内訳構成表（合成単価説明補足）

【基本設計段階の概算に求められること】

[プロジェクトにおける位置付]

基本設計段階では、主要な設計内容の大部分が確定する段階です。

[概算積算に求められること]

この段階におけるコストマネジメントの目的は、予算と設計内容との整合性を考

慮した「的確なコストコントロール」です。高い頻度でコストモニタリングをおこない、予

算と設計内容に乖離が見られる場合には、設計者に設計変更や調整を促します。

そうすることにより、実施設計段階における予算と概算工事費の乖離に起因した

設計業務の手戻りを減らすことが可能となります。

[概算積算手法]

この段階では数量を拾える形状情報のある設計情報に関してはおおよそ方向性

が固まっているので、「部位別に数量を積上げる」比較的精度の高い概算積算が

できます。単価面においては、複合単価や合成単価を設計条件に見合うように設

定したり、「メーカー見積」を適切に参考にしたりします。

『数量情報』平面図・立面図・断面図などの一般図、構造断面および鉄筋歩

掛、鉄骨量

『単価情報』各種仕上グレード（仕様・寸法）等

【各設計段階の設計密度と概算手法の関係】

設計の進行に伴い、設計情報の確定度や情報量は段階的に増していきます。

そして、設計情報を基に算定される概算積算の精度（細目の粒度や、建築コス

トの確度の意味）が高まってくると言えます。図８は、設計段階－図面密度－概

算内訳明細の粒度を視覚的に分かり易く纏めたものです。概算内容は図面内容

と当然ながら密接に関係していることが分かります。

図 ８ ．設計情報－図面密度－概算内訳明細の関係

※前２ページの記載内容は、「BIM概算ガイドブックⅠ」（発行元：日本建築

積算協会）より抜粋したもの（一部加筆）です。

科目
名称

中科目名称 部位 名称 摘要 単位

S0 S1 S2 S4

内装 m2

1階_事務室 m2

床 タイルカーペット t=7 m2

(左官) コンクリートこて押え m2
(左官) モルタル塗り 張物下 m2

(内外装) タイルカーペット T7　500角 m2
巾木 ソフト巾木 H=100 ｍ

(内外装) ソフト巾木 H60 ｍ
壁 ビニルクロス PB t=12.5+9.5共 m2

(内外装) 石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共 m2
(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 m2

壁 ビニルクロス PB t=12.5 GL共 m2

(内外装) 石膏ボード T12.5　GL工法　目地処理共 m2
(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1200 m2

(金属) 天井軽鉄下地 19型 @360 m2
(内外装) 岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共 m2

(金属) 天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 箇所
(金属) (LGS下地開口補強) (設備関連等) ｍ

回縁 回縁 塩ビ ｍ

(金属) 廻縁 塩ﾋﾞ製 ｍ

科目
名称

中科目名称 部位 名称 摘要 単位

S0 S1 S2 S4

内装 m2

1階_事務室 m2

床 タイルカーペット t=7 m2

(左官) コンクリートこて押え m2
(左官) モルタル塗り 張物下 m2

(内外装) タイルカーペット T7　500角 m2
巾木 ソフト巾木 H=100 ｍ

(内外装) ソフト巾木 H60 ｍ
壁 ビニルクロス PB t=12.5+9.5共 m2

(内外装) 石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共 m2
(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 m2

壁 ビニルクロス PB t=12.5 GL共 m2

(内外装) 石膏ボード T12.5　GL工法　目地処理共 m2
(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1200 m2

(金属) 天井軽鉄下地 19型 @360 m2
(内外装) 岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共 m2

(金属) 天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 箇所
(金属) (LGS下地開口補強) (設備関連等) ｍ

回縁 回縁 塩ビ ｍ

(金属) 廻縁 塩ﾋﾞ製 ｍ

積算ユースケース
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積算ユースケースにおける検討の前に：積算基準の扱いについて

建築数量積算基準 に対する、積算ユースケースにおける考え方（躯体工事）について

■コンクリート 【 第４編 躯体 ー 第２章 コンクリート部材 － 第２節 － １通則 － (1)コンクリート 】
４）窓 、出入口等の開口部によるコンクリートの欠除は、原則として建具類等の開口部の内法寸法とコンクリートの厚さとによる体積とする。た
だし開口部の内法の見付面積が1か所当たり0.5㎡以下の場合は、原則として開口部によるコンクリー トの欠除はない もの とする。 

■型枠 【 第４編 躯体 ー 第２章 コンクリート部材 － 第２節 － １通則 － (２)型枠 】
２)梁 と床板、基礎梁等と底盤、同一幅の柱と梁等及び壁式構造における壁と床板の接続部は、 第2章第2節のコンクリー ト部材の計測・ 計算2)
の 定めによる「さきの部分」の接続部の型枠を差し引く。これ以外の接続部の面積が1.0㎡ 以下の箇所の型枠の欠除はないものとする。 
3)窓 、出入口等の開口部による型枠の欠除は、原則として建具類等の内法寸法とする。なお、開口部の内法の見付面積が1か所当たり0.5㎡以下の
場合は、原則として型枠の欠除はないものとする。 また、開口部の見込部分の型枠は計測の対象としない。

■鉄骨 【 第４編 躯体 ー 第４章 鉄骨 － 第２節 】
１通則 ー6)
ボルト類のための孔明け、開先き加工及びスカラップ並びに柱、梁等の接続部のクリアランスによる鋼材の欠除は、原則としてない ものとする。
1か所当たり面積0.1㎡ 以下のダクト孔等による欠除もこれに準ずる。
4耐火被覆等の計測・計算 ー3)
耐火被覆材の各部分の取合いによる欠除、器具類による欠除及びこれらに類する部分の欠除が1か所当たり0.5㎡以下の場合は、原則として欠除が
ないものとする。 

■間仕切り 【 第５編 仕上 ー 第１章 間仕切下地 － 第２節 － １通則 】
2)間仕切下地の数量は、原則として躯体又は準躯体の設計寸法による面積から、建具類の内法寸法等設計寸法による開口部の面積 を差し引いた面
積とする。ただし、開口部の面積が 1か所当た り0.5㎡以下のときは、開口部による間仕切下地の欠除は原則 としてない ものとする。

■仕上 【 第５編 仕上 ー 第２章 仕上 － 第２節 － ２主仕上の計測・計算 】
（１）計測・計算する寸法 － 1)
主仕上の数量は、原則として躯体又は準躯体表面の設計寸法による面積から、建具類等開口部の内法寸法による面積を差し引いた面積とする。た
だし、開口部の面積が 1か所当たり0.5㎡以下のときは、開口部による主仕上の欠除は原則としてないものとする。
（２）欠如部分の処理 － ３)附合物等による欠除
面積が 1か所当たり0.5㎡以下の附合物又は高さもしくは幅が0.05m以下の幅木、回縁、ボーダー等による各部分の仕上の欠除は、原則としてない
ものとする。

実施設計段階の精算積算において、積算基準が存在します。

建築工事では「建築数量積算基準・同解説 発行：一般財

団法人 建築コスト管理システム研究所」が代表的なもの

となりますが、その冒頭に「建築数量積算基準は、建築積

算における工事価格を作成する上で基本となる数量を算出

するための計測・計算方法を定めた重要な積算基準の一つ

です。」と記載されています。

これまでの経緯を同書冒頭より抜粋して以下に記載します。

1970年頃までは、数量積算の考え方は統一されていな

かったところ、１９６７年頃から建築積算研究会のメン

バーが中心となり統一的な数量積算基準を作成する為に研

究が始められ、１０年後の１９７７年に我が国で初めて官

民合同による「建築数量積算基準」が取りまとめられた。

その後、社会状況の変化や、社会的ニーズへの対応、また、

積算業務の効率化の観点からも引き続き見直しが必要と考

えている。

以上の記載内容から以下のことが分かります。

①積算基準は、図面があれば自ずと定まるものではなく、

元々は、各社により積算方法は異なっていたということ。

②社会状況によっても変わり得る類のものであるというこ

と。

③更には、社会ニーズへの対応や積算業務の効率化の観点

からも見直し得るもの。

BIM出現当初より、「積算基準はどうなるのか」との話が

しばしば聞かれました。

今回の積算ユースケースにおける、積算基準への考え方を

当ページにおいて記載します。

今回のBIMサンプルモデルに関係のあると思われる箇所を、「建築数量積算基準・同解説 発行：一般財団法人 建築コスト管理システム研
究所」より以下に抜粋して記載します。（筆者にて色付け）

ところで、今回のユースケースで想定している設計段階は基本設計段階で、実施設計段階のような詳細なモデルではなく積算基準の検討するモデ
ルとして適当ではありません。
当ユースケースにおいては、上記の積算基準については考慮せずに検討をしています。 今後、実施設計段階のサンプルモデルを用いて、積算基
準について検討することが考えられます。

積算ユースケース
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② BIMサンプルモデルの確認（04補足）参考
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：意匠モデル

①ー外部ー屋根 属性情報（イメージ）

集計表（属性情報抜粋）

×１
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：意匠モデル

②ー外部ー壁ーパラペット

集計表（属性情報抜粋）

属性情報（イメージ）

×2
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：意匠モデル

③ー外部ー壁ー外壁

集計表（属性情報抜粋）

属性情報（イメージ）

×4
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：意匠モデル

④ー外部ードア

集計表（属性情報抜粋）

属性情報（イメージ）

×１
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：意匠モデル

⑤ー外部ー窓

集計表（属性情報抜粋）

属性情報（イメージ）

×2
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：意匠モデル

⑥ー外部ー窓

集計表（属性情報抜粋）

属性情報（イメージ）

×１4

✕１３



152

積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：意匠モデル

⑦ー外部ー窓

集計表（属性情報抜粋）

属性情報（イメージ）

×１
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：意匠モデル

⑧ー内部ー壁ー間仕切壁

集計表（属性情報抜粋）

✕２

✕２
✕２✕２

✕２

✕２

属性情報（イメージ）

×１2
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：意匠モデル

⑨ー内部ー床

集計表（属性情報抜粋）

属性情報（イメージ）

×2
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：意匠モデル

⑩ー内部ー天井

集計表（属性情報抜粋）

✕２ ✕２

✕２

属性情報（イメージ）

×6
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：意匠モデル

⑪ー内部ー柱

集計表（属性情報抜粋）

属性情報（イメージ）

×8
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：意匠モデル

⑫ー内部ー柱

集計表（属性情報抜粋）

✕２

✕２

属性情報（イメージ）

×4
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：意匠モデル

⑬ー内部ードア

集計表（属性情報抜粋）

✕２

✕２

属性情報（イメージ）

×4
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：意匠モデル

⑭ー内部ー部屋

集計表（属性情報抜粋）

✕２ ✕２

✕２

属性情報（イメージ）

×6
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：構造モデル

⑮ー構造ー鉄骨小梁 属性情報（イメージ）

集計表（属性情報抜粋）

×8
✕７
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：構造モデル

⑯ー構造ー鉄骨大梁 属性情報（イメージ）

集計表（属性情報抜粋）

×１4

✕１３
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：構造モデル

⑰ー構造ー地上鉄骨柱 属性情報（イメージ）

集計表（属性情報抜粋）

×１2

✕１１
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：構造モデル

⑱ー構造ー基礎柱 属性情報（イメージ）

集計表（属性情報抜粋）

×6

✕５
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：構造モデル

⑳ー構造ー基礎大梁 属性情報（イメージ）

集計表（属性情報抜粋）

×7

✕６
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：構造モデル

⑲ー構造ー基礎小梁 属性情報（イメージ）

集計表（属性情報抜粋）

×4
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積算ユースケース

BIMオブジェクト分析：構造モデル

㉑ー構造ー基礎 属性情報（イメージ）

集計表（属性情報抜粋）

×6

✕５
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③ 概算内訳明細（05補足）
※検証の為に、BIMモデルデータを元に手作業で作成した概算工事費内訳明細

躯体工事－外部仕上工事－内部仕上工事

参考
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概算内訳とBIMオブジェクトの関係

積算ユースケースにおける内訳書式における検討対象は、左図の赤線で囲われた躯体工事・外装工事・内

装工事の３工事としました。それらの３工事の概算内訳明細の細目とBIMサンプルモデルデータとの関係性

を調べ、今後の課題を纏めることが当ユースケース検証の大きな目的の一つです。

ところで、全ての情報をBIMデータへ入力するということは現実的では無く、BIM以外のデータとBIMデー

タ等を一体的に活用するという考え方があります。今回の検討においても、BIMデータだけでなく、外部

データと概算細目との関係性についても検証しています。上図は、概算細目とBIMデータ及び外部データ

（標準仕様書含む）との検討対象を概念的に纏めたものになります。

まず最初に概算算出の為の内訳明細を作成の上、その細目毎に、細目とBIMデータ（サンプルモデル）、外

部データ、仕様書との関係性を記載しました。（次頁参照）

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

[小科目]

・・・・・

[細目]

・・・・・

部分別　内訳書式

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

屋外施設等(囲障,構内舗装,屋外排水,植栽等)

５.5   外部雑

５.6 　外部△△仕上

設　　備

４.2   外壁

４.3   外部開口部

４.4   外部天井

４.5   外部雑

４.6 　外部△△仕上

５. 内装工事

５.1   屋根

５.2   外壁

５.3   外部開口部

５.4   外部天井

2.2   地       業

2.〇 △△土工・地業

３. 躯体工事

3.1   基礎躯体

3.2   上部躯体

3.〇   △△躯体

４. 外装工事

４.1   屋根

[種　目] [科　目] [中科目]

建　　築直

接

工

事

費

1. 直接仮設

2. 土工・地業

2.1   土       工

図．部分別内訳書式（※赤線の箇所が今回検討対象）

細 目 ： 数 量 × 単 価 ＝ 金 額

BIMデータ 外部データ仕様書(標/特)

標準属性項目

リスト

【特記事項】

① 標準仕様書は外部データの１種とも考えられる。

② 各外部データは、細目・数量・単価のいずれか 又は

細目全体と関係する。

図．概算内訳明細－細目とBIMデータ等との関係性

積算ユースケース
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検証対象は躯体工事、外装工事、内装工事ですが、図．概算内訳明細（抜粋） はその内、躯体工事の一

部の画像となります。構成は、左から順に、①概算内訳明細 － ②BIMモデルと細目の関係 － ③外部

データの連携先 － ④標準仕様書に該当する章－節 となります。これは、外装工事、内装工事も同様

です。

① 概算内訳明細

サンプルモデルの建物を施工することを想定して、建築工事費の内訳明細を手作業で作成しました。サ

ンプルモデルからでは、S2段階の明細を作成するまでで、S4段階の明細を作成することが出来ませんので、

工事費の算出をすることが出来ません。その為、03に記載の通り、S4段階で考えられる詳細図を参考にS4段

階の明細まで作成しています。

（注）構造設計においては、S4段階のパターン詳細図を検討するという概念が馴染みません。パターン詳

細図が無くとも、外装工事や内装工事ほど、S4段階の設計内容に大きな差が出るわけではありません。その

為、一般的に考えられるS4段階の明細を作成しています。

② BIMモデルと細目の関係

既述の通り、細目は 名称：適用 数量 × 単価 ＝ 金額 で構成されますが、今回の検証で、そ

れらとBIMサンプルモデルデータの関係を検証しました。

該当の細目の名称：摘要 や 数量 と、BIMオブジェクトは必ずしも１対１の関係であるとは限りませ

ん。その為、名称：摘要 と 数量 を個別に分けて検証し、その内容を一覧表に記載しています。

③ 外部データと細目の関係

既述の通り、細目の単価・数量に直接的に関係する外部データベースは、11種類あり、それぞれ毎に、

公開・開示/共有・非公開のセキュリティ度合いにより３種類で分かれていますが、細目とそれらの関係を

記載しています。

④ 標準仕様書と細目の関係

概算細目に関係すると思われる、標準仕様書該当章ー節番号を記載しています。

図．概算－BIMシート

概算内訳とBIMオブジェクトの関係
標準仕様書

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目 BIMモデルと関係無し

S0 S1 S2 S4 該当するBIMオブジェク
ト（細目）

該当するBIMオブジェク
ト（数量）

概算細目としてBIMモデ
ル以外の情報と連携

公開 開示・共有 非公開

躯体工事 床面積 ｍ2 無し マスモデル又はエリア 構造種別 (2)

地上躯体：コンクリート工事 コンクリート体積 ｍ3 無し マスモデル又はエリア 構造種別 (1)(4)(7) 6章（※） （※）8節除く

コンクリート材料 コンクリート体積 ｍ3 【意匠】床 【意匠】床 － (5) (3) (1)(4)(6)(7) 6章（※） （※）6/7/8節除く

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

構造体強度補正 式

打手間・ポンプ車損料 コンクリート体積 ｍ3 無し 【意匠】床 施工計画 (3) (1)(4)(7) 6章6/7節

打設手間 コンクリート体積 ｍ3

ポンプ圧送 コンクリート体積 ｍ3

圧送基本料金 施工計画から設定 回

その他
打継処理、止水板他

式

その他 式 6章

地上躯体：鉄筋工事 鉄筋数量 ｔ 無し 無し 構造種別 (1)(4)(7) 5章全般

鉄筋材料 鉄筋数量 ｔ 無し 無し 鉄筋強度・径 (5) (3) (1)(4)(6)(7) 5章全般

異形鉄筋 規格、径 鉄筋数量 ｔ

鉄筋加工組立・運搬 鉄筋数量 ｔ 無し 無し 施工計画 (3) (1)(4)(7) 5章全般

加工組立 階高､形状 等共 鉄筋数量 ｔ

運搬 鉄筋数量 ｔ

その他 割増係数 ｔ 5章全般

開口補強筋、継手　等 材料数量 ｔ

備考

外部データベース連携先

外部データ連携先
細目に関係する

章－節

BIMモデルと細目との関係

BIMモデルと関係あり

建築工事－躯体工事－内訳明細

摘要 数量 単位

① ② ③ ④

図．概算内訳明細（抜粋）

積算ユースケース
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概算内訳明細－躯体工事の特徴

【躯体工事の内訳明細の構成について】

図. 部分別内訳書式（躯体工事）の通り、部分別内訳書式

の構成の階層は、最上位から順に、種目－科目－中科目―

小科目―細目 となっています。

科目について、建築工事は、直接仮設・土工・地業以外

は、大きく躯体・外装・内装 の３つの部分に分かれて構

成されています。これを、仮に科目部分別と呼びます。

一方で、躯体工事は、中科目で、基礎躯体と上部躯体に

分けられますが、これを躯体部分別と呼ぶこととします。

科目部分別も、躯体部分別も一種の部分別と言えます。

しかし、躯体部分別から細分化して小科目の階層になる

と、所謂工種別の分類で構成されていることが分かります。

このように、建築工事の躯体工事における部分別書式の

構成の特徴は以下の２点あげられます。

① 階層毎に異なる種類の分類で構成されている。

② 「部分別書式」の「部分別」の意味は、科目部分別

や躯体部分別の意味がある。かつ。いずれも標準属性項目

リストの「部位別」とは異なる。

左図において、科目から細目まで４階層ありますが、そ

れらの階層の粒度が、S0からS4までの各段階の内訳明細

の細目粒度と対応している訳ではありません。

仮に、小科目と細目の間に、「細科目」という階層があ

るとすると、今回の基本設計概算ユースケースの概算明細

の粒度は「細科目」の粒度が近いと言えます。

図. 部分別内訳書式（躯体工事）

2.1   土       工

2.2   地       業

部分別　内訳書式

[種　目] [科　目] [中科目] [小科目] [細　目]　　

建　　築直

接

工

事

費

1. 直接仮設

純

工

事

費

2. 土工・地業
工

事

原

価

2.〇 △△土工・地業

工

事

価

格

３. 躯体工事
3.1   基礎躯体

3.2   上部躯体

3.〇   △△躯体

５.6 　内部△△仕上

４. 外装工事

４.1   屋根

４.2   外壁

４.3   外部開口部

４.4   外部天井

４.5   外部雑

４.6 　外部△△仕上

５.1   内部床

５.2   内壁

５.3   内部開口部

５.4   内部天井

５.5   内部雑

５. 内装工事

3.1.1 鉄　　筋

3.1.2 コンクリート

3.1.3 型　　枠

3.1.4 鉄　　骨

3.1.5 既製コンクリート

3.2.1 鉄　　筋

3.〇.3 型　　枠

3.〇.4 鉄　　骨

3.〇.5 既製コンクリート

3.2.2 コンクリート

3.2.3 型　　枠

3.2.4 鉄　　骨

3.2.5 既製コンクリート

3.〇.1 鉄　　筋

3.〇.2 コンクリート

※概算明細

における階層

[細科目]

積算ユースケース
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概算内訳明細 － 躯体工事①

標準仕様書

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目 BIMモデルと関係無し

S0 S1 S2 S4 該当するBIMオブジェク
ト（細目）

該当するBIMオブジェク
ト（数量）

概算細目としてBIMモデ
ル以外の情報と連携

公開 開示・共有 非公開

躯体工事 床面積 ｍ2 無し マスモデル又はエリア 構造種別 (2)

地上躯体：コンクリート工事 コンクリート体積 ｍ3 無し マスモデル又はエリア 構造種別 (1)(4)(7) 6章（※） （※）8節除く

コンクリート材料 コンクリート体積 ｍ3 【意匠】床 【意匠】床 － (5) (3) (1)(4)(6)(7) 6章（※） （※）6/7/8節除く

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

構造体強度補正 式

打手間・ポンプ車損料 コンクリート体積 ｍ3 無し 【意匠】床 施工計画 (3) (1)(4)(7) 6章6/7節

打設手間 コンクリート体積 ｍ3

ポンプ圧送 コンクリート体積 ｍ3

圧送基本料金 施工計画から設定 回

その他
打継処理、止水板他

式

その他 式 6章

地上躯体：鉄筋工事 鉄筋数量 ｔ 無し 無し 構造種別 (1)(4)(7) 5章全般

鉄筋材料 鉄筋数量 ｔ 無し 無し 鉄筋強度・径 (5) (3) (1)(4)(6)(7) 5章全般

異形鉄筋 規格、径 鉄筋数量 ｔ

鉄筋加工組立・運搬 鉄筋数量 ｔ 無し 無し 施工計画 (3) (1)(4)(7) 5章全般

加工組立 階高､形状 等共 鉄筋数量 ｔ

運搬 鉄筋数量 ｔ

その他 割増係数 ｔ 5章全般

開口補強筋、継手　等 材料数量 ｔ

地上躯体：型枠工事 型枠数量 ｍ2 無し 無し 構造種別 (1)(4)(7) 6章7/8節

型枠・運搬費 型枠数量 ｍ2 無し 無し 地上or基礎 (3) (1)(4)(7) 6章7/8節

普通合板型枠 型枠数量 ｍ2

上記運搬費 型枠数量 ｍ2

その他 型枠数量 ｍ2 無し 無し 地上or基礎 6章7/8節

特殊型枠､耐震ｽﾘｯﾄ、目地棒
等

材料数量 適宜

地上躯体：鉄骨工事 鉄骨数量 ｔ 無し 無し 構造種別・架構形式 (1)(4)(7) ７章全般

鉄骨数量 ｔ
【構造】
構造柱、構造フレーム

【構造】
構造柱、構造フレーム

施工計画 (5) (3) (1)(4)(6)(7) ７章全般

【材料費】

形鋼 規格、形状、寸法 鉄骨数量 ｔ

鋼管 規格、形状、寸法 鉄骨数量 ｔ

鋼板 規格。板厚 鉄骨数量 ｔ

【工場加工・組立費】

工場加工組立 溶接材料及び溶接手間共 鉄骨数量 ｔ

工場錆止塗装
下地錆止めの種別、鋼材
面、亜鉛めっき面の別

施工面積 ｔ

備考

外部データベース連携先

外部データ連携先
細目に関係する

章－節

BIMモデルと細目との関係

BIMモデルと関係あり

建築工事－躯体工事－内訳明細

(1)本体鉄骨工事
　　－鉄骨鋼材費

摘要 数量 単位

積算ユースケース
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概算内訳明細 － 躯体工事②

標準仕様書

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目 BIMモデルと関係無し

S0 S1 S2 S4 該当するBIMオブジェク
ト（細目）

該当するBIMオブジェク
ト（数量）

概算細目としてBIMモデ
ル以外の情報と連携

公開 開示・共有 非公開

躯体工事 床面積 ｍ2 無し マスモデル又はエリア 構造種別 (2)

鉄骨数量 ｔ 無し
【構造ファイル】
構造柱、構造フレーム

施工計画 (3) (1)(4)(7) ７章全般

上記運搬費 鉄骨数量 ｔ 施工計画

鉄骨数量 ｔ 無し
【構造ファイル】
構造柱、構造フレーム

施工計画 (3) (1)(4)(7) ７章全般

現場建方 揚重器別途 鉄骨数量 ｔ

高力ボルト類 規格、形状、寸法 材料数量 ｔ

高力ボルト類締付 規格、形状、寸法 材料数量 本

現場溶接 隅肉６ｍｍ換算 溶接長さ ｍ

現場錆止め塗装 材料種別､施工場所種別 施工面積 ㎡

(2)付帯鉄骨等 図面から拾い ㎡ 無し 無し 施工計画 (3) (1)(4)(7) ７章全般

デッキプレート等
材質、形状、寸法、材工
共

施工面積 ㎡

その他 外装取付下地、耐風梁等 鉄骨数量 ｔ

(3)耐火被覆等 耐火被覆施工面積 ㎡ 無し 無し 主要材料種類 (3) (1)(4)(7) ７章全般

耐火被覆 種類、性能、部位 施工面積 ㎡

耐火被覆 種類、性能、小間詰め 施工長さ ｍ

(4)その他

基礎躯体：コンクリート工事 コンクリート体積 ｍ3 無し マスモデル又はエリア 構造種別 (1)(4)(7) ６章（※） （※）8節除く

コンクリート材料 コンクリート体積 ｍ3
【構造】構造基礎、
構造フレーム、構造柱

【構造】構造基礎、
構造フレーム、構造柱

－ (5) (3) (1)(4)(6)(7)

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

構造体強度補正 式

打手間・ポンプ車損料 コンクリート体積 ｍ3 無し
【構造】構造基礎、
構造フレーム、構造柱

施工計画 (3) (1)(4)(7)

打設手間 コンクリート体積 ｍ3

ポンプ圧送 コンクリート体積 ｍ3

圧送基本料金 施工計画から設定 回

その他
打継処理、止水板他

式

その他 式

基礎躯体：鉄筋工事 鉄筋数量 ｔ 無し 無し 構造種別 (1)(4)(7) ５章

鉄筋材料 鉄筋数量 ｔ 無し 無し 鉄筋強度・径 (5) (3) (1)(4)(6)(7)

異形鉄筋 規格、径 鉄筋数量 ｔ

鉄筋加工組立・運搬 鉄筋数量 ｔ 無し 無し 施工計画 (3) (1)(4)(7)

加工組立 階高､形状 等共 鉄筋数量 ｔ

運搬 鉄筋数量 ｔ

その他 鉄筋数量 ｔ

開口補強筋、継手　等 材料数量 ｔ

基礎躯体：型枠工事 型枠面積 ｍ2 無し 無し 構造種別 (1)(4)(7) ６章８節

型枠・運搬費 型枠数量 ｍ2 無し 無し 地上or基礎 (3) (1)(4)(7)

普通合板型枠 型枠数量 ｍ2

上記運搬費 型枠数量 ｍ2

その他 型枠数量 ｍ2 無し 無し 地上or基礎

特殊型枠､耐震ｽﾘｯﾄ、目地棒
等

材料数量 適宜

備考

外部データベース連携先

外部データ連携先
細目に関係する

章－節

BIMモデルと細目との関係

BIMモデルと関係あり

建築工事－躯体工事－内訳明細

(1)本体鉄骨工事
　　－鉄骨運搬費

(1)本体鉄骨工事
　　－鉄骨建方・機械器具費

摘要 数量 単位

積算ユースケース
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概算内訳明細 － 外部仕上工事
標準仕様書

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目 BIMモデルと関係無し

S0 S1 S2 S4
該当するBIMオブジェク

ト（細目）
該当するBIMオブジェク

ト（数量）
概算細目としてBIMモデ
ル以外の情報と連携

公開 開示・共有 非公開

外部 外壁面積 － (4) (7)

外壁 外壁面積 m2 壁 (4) (7)

外壁 EP塗装 外壁面積 m2 壁 壁 パタン詳細図 (5) (4) (6) (7) 8章-5節　18章-9節

押出成形セメント板 セメント板面積 m2

押出成形セメント板 コーナーパネル 長さ又は箇所 ｍ

フットプレート 長さ ｍ

打継目地シーリング 長さ ｍ

EP塗装 塗装面積 m2

エポキシシーラー処理 塗装面積 m2

雑 無し (5) (4) (6) (7) 13章-5節

ダクト接続部カバー ｱﾙﾐt＝2.0 550x300 か所 か所

ダクト接続部カバー ｱﾙﾐt＝2.0　550x500 か所 か所

外壁開口 開口部面積又は箇所 m2 － (4) (7)

外部開口部 AW-1 か所 m2 窓 窓 パタン詳細図 (5) (4) (6) (7) 16章-2節

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

ＡＷ－１　ｶﾞﾗﾘ付嵌め殺し窓 W3670×H1200 か所又は面積 か所

フロートガラス T5.0 2.18㎡以下 か所又は面積 m2

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

外部開口部 AW-2 m2 窓 窓 パタン詳細図 (5) (4) (6) (7) 16章-2節

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

ＡＷ－２　ｶﾞﾗﾘ付き嵌め殺し窓W1600×H1200 か所又は面積 か所

フロートガラス T5.0 2.18㎡以下 か所又は面積 m2

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

外部開口部 AG-1 m2 窓 窓 パタン詳細図 (5) (4) (6) (7) 16章-2節

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

ＡＧ－１　滑り出し窓 W3670×H1200 か所又は面積 か所

フロートガラス T5.0 2.18㎡以下 か所又は面積 m2

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

外部開口部 SD-1 m2 窓 窓 パタン詳細図 (5) (4) (6) (7) 16章-2節

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

沓づり床レベル調整 か所又は長さ ｍ

ＳＤ－４　ガラス付框戸 800ｘ2175　防火設備戸 か所 か所

網入型板ガラス T6.8 2.18㎡以下 か所又は面積 ㎡

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

ＳＯＰ塗 鋼製建具面 面積 m2

屋根 屋根面積 m2 屋根 屋根 (4) (7)

屋根 断熱アスファルト防水 面積 m2 屋根 屋根 パタン詳細図 (5) (4) (6) (7) 9章-2節 15章-3節

断熱アスファルト防水
A1-2工法 ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰ
ﾄﾞ T25 面積 m2

伸縮目地 W25×H80　既製品 長さ ｍ

ワイヤーメッシュ φ6 @150 面積 m2

コンクリートこて押え 防水下 面積 m2

モルタル防水金こて H300 T40　ﾗｽこすり共 面積 ｍ

立上 断熱アスファルト防水 ｍ パラペット パラペット パタン詳細図 (5) (4) (6) (7) 9章-2節 15章-3節 他

防水保護パネル セメント板 長さ又は面積 m2

アスファルト防水 AI-2工法 面積 m2

防水立上り押え金物 30×15×2.0　ｱﾙﾐ製 長さ ｍ

アスファルト防水端末防水 長さ ｍ

笠木 ｱﾙﾐ製 B-1種 W450 既製品 長さ ｍ

コーナー笠木 ｱﾙﾐ製 W450+W450用 か所 か所

防水モルタル塗り 延W390 長さ ｍ

防水モルタル金こて 素地 長さ m2

コーナーモルタル 面取り 長さ ｍ

外部雑 適宜 ％ 無し (4) (7)

ルーフドレイン か所 か所 無し (5) (4) (6) (7) 13章-5節 他

ルーフドレイン φ125　鋳鉄製　横引き か所 か所

竪樋 長さ ｍ 無し (5) (4) (6) (7) 13章-5節 他

竪樋 φ50　ｽﾃﾝﾚｽ製HL  掴み金物共か所 ｍ

竪樋 φ100　SGP 掴み金物共 か所 ｍ

竪樋防露巻き φ100 か所 ｍ

その他 ％ 無し (5) (4) (6) (7)

金物見切りシーリング 15×10　PS-2 ｍ

打継目地シーリング 20×10 PS-2 ｍ

建築工事－外部仕上工事－内訳明細 BIMモデルと細目との関係 外部データベース連携先

外部データ連携先
細目に関係する

章－節
備考摘要 数量 単位

BIMモデルと関係あり

積算ユースケース
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概算内訳明細 － 内部仕上工事①

標準仕様書

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目 BIMモデルと関係無し

S0 S1 S2 S4 該当するBIMオブジェ
クト（細目）

該当するBIMオブジェ
クト（数量）

概算細目としてBIMモ
デル以外の情報と連携

公開 開示・共有 非公開

内部仕上工事 延床面積 m2 無し マスモデル又はエリア － (4) (7)

間仕切面積 m2 壁 壁 － (4) (7)

軽鉄間仕切（一般）L1 間仕切面積 m2 壁　標準壁 間仕切1 壁 パタン詳細図 (5) (4) (6) (7) 14章-5節　19章-7節

金属：軽鉄間仕切 65型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L1 間仕切面積 m2 壁　標準壁 間仕切1 壁 パタン詳細図 (5) (4) (6) (7) 14章-5節　19章-7節

金属：軽鉄間仕切 100型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 100型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L2 間仕切面積 m2 無し パタン詳細図 (5) (4) (6) (7) 14章-5節　19章-7節

金属：軽鉄間仕切 65型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L2 間仕切面積 m2 無し パタン詳細図 (5) (4) (6) (7) 14章-5節　19章-7節

金属：軽鉄間仕切 100型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 100型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

耐火遮音間仕切（性能）L3 S12・WI 間仕切面積 m2 壁　標準壁 間仕切3 壁 パタン詳細図 (5) (4) (6) (7)9章-7節　14章-5節　19章-7・9節　

金属：軽鉄間仕切 65型 @303 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：強化石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

内外装：グラスウール 24㎏/m２　T50 面積 m2

内外装：四周シール 長さ ｍ

耐火遮音間仕切（性能）L3 S12・WI 間仕切面積 m2 壁　標準壁 間仕切3 壁 パタン詳細図 (5) (4) (6) (7)9章-7節　14章-5節　19章-7・9節　

金属：軽鉄間仕切 100型 @303 間仕切面積 m2

開口補強 100型用 開口補強長さ ｍ

強化石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

内外装：グラスウール 24㎏/m２　T50 面積 m2

内外装：四周シール 長さ ｍ

床面積 m2 廊下１ 廊下１　面積 (4) (7)

床 タイルカーペット t=7 面積 m2 廊下１ 廊下１　面積 － (5) (4) (6) (7) 15章-4節　19章-3・4節

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 張物下 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 長さ ｍ 廊下１ 廊下１　周長 － (5) (4) (6) (7)

内外装：ソフト巾木 H100 長さ ｍ

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2 廊下１ 廊下１　周長×高さ － (5) (4) (6) (7) 18章-8節

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ボード面 面積 m2

壁 石膏ボード+EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2 廊下１ 廊下１　周長×高さ － (5) (4) (6) (7) 18章-8節　19章-7節

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1850 面積 m2 廊下１ 廊下１　面積 － (5) (4) (6) (7) 14章-4節　19章-7節

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ 廊下１ 廊下１　周長 － (5) (4) (6) (7)

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

建築工事－内部仕上工事－内訳明細 BIMモデルと細目との関係 外部データベース連携先

摘要 数量 単位

BIMモデルと関係あり 外部データ連携先

細目に関係する章－節 備考

内装―1階_廊下1

間仕切

積算ユースケース
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概算内訳明細 － 内部仕上工事②
標準仕様書

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目 BIMモデルと関係無し

S0 S1 S2 S4
該当するBIMオブジェ

クト（細目）
該当するBIMオブジェ

クト（数量）
概算細目としてBIMモ
デル以外の情報と連携

公開 開示・共有 非公開

内部仕上工事 延床面積 m2 無し マスモデル又はエリア － (4) (7)

面積 m2 事務室１ 事務室１　面積 (4) (7)

床 タイルカーペット t=7 面積 m2 事務室１ 事務室１　面積 － (5) (4) (6) (7) 15章-4節　19章-3・4節　20章-2節

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 OAフロア下 面積 m2

内外装：OAフロア H100 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 H=100 長さ ｍ 事務室１ 事務室１　周長 － (5) (4) (6) (7)

内外装：ソフト巾木 H100 長さ ｍ

壁 石膏ボード+EP-G PB t=12.5共 面積 m2 事務室１ 事務室１　周長×高さ － (5) (4) (6) (7) 18章-8節　19章-7節

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2 事務室１ 事務室１　周長×高さ － (5) (4) (6) (7) 18章-8節

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1650 面積 m2 事務室１ 事務室１　面積 － (5) (4) (6) (7) 14章-4節　19章-7節

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ 事務室１ 事務室１　周長 － (5) (4) (6) (7)

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

額縁 額縁 St t1.6 長さ ｍ 無し － (4) (7)

金属：額縁 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

膳板 膳板 St t1.6 長さ ｍ 無し － (4) (7)

金属：膳板 St t1.6　W550曲げ 長さ ｍ

AWガラリ部チャンバーボックス か所 箇所 無し － (4) (7)

建具：チャンバーボックス AW1のガラリ か所 箇所

面積 m2 会議室１ 会議室１　面積 (4) (7)

床 タイルカーペット t=7 面積 m2 会議室１ 会議室１　面積 － (5) (4) (6) (7) 15章-4節　19章-3・4節　20章-2節

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 OAフロア下 面積 m2

内外装：OAフロア H100 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 H=100 長さ ｍ 会議室１ 会議室１　周長 － (5) (4) (6) (7)

内外装：ソフト巾木 H60 長さ ｍ

壁 石膏ボード+EP-G PB t=12.5共 面積 m2 会議室１ 会議室１　周長×高さ － (5) (4) (6) (7) 18章-8節　19章-7節

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2 会議室１ 会議室１　周長×高さ － (5) (4) (6) (7) 18章-8節

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1650 面積 m2 会議室１ 会議室１　面積 － (5) (4) (6) (7) 14章-4節　19章-7節

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ 会議室１ 会議室１　周長 － (5) (4) (6) (7)

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

額縁 額縁 St t1.6 長さ ｍ 無し － (4) (7)

金属：額縁 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

膳板 膳板 St t1.6 長さ ｍ 無し － (4) (7)

金属：膳板 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

AWガラリ部チャンバーボックス か所 箇所 無し －

建具：チャンバーボックス AW1のガラリ か所 箇所

面積 m2 廊下２ 廊下２　面積 (9)

床 タイルカーペット t=7 面積 m2 廊下２ 廊下２　面積 － (7) (8) (9) 15章-4節　19章-3・4節

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 張物下 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 長さ ｍ 廊下２ 廊下２　周長 － (7) (8) (9)

内外装：ソフト巾木 H100 長さ ｍ

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2 廊下２ 廊下２　周長×高さ － (7) (8) (9) 18章-8節

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ボード面 面積 m2

壁 石膏ボード+EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2 廊下２ 廊下２　周長×高さ － (7) (8) (9) 18章-8節　19章-7節

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1850 面積 m2 廊下２ 廊下２　面積 － (7) (8) (9) 14章-4節　19章-7節

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ 廊下２ 廊下２　周長 － (7) (8) (9)

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

建築工事－内部仕上工事－内訳明細 BIMモデルと細目との関係 外部データベース連携先

摘要 数量 単位

BIMモデルと関係あり 外部データ連携先

細目に関係する章－節 備考

1階_事務室1

1階_会議室1

2階_廊下1

積算ユースケース
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概算内訳明細 － 内部仕上工事③

標準仕様書

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目 BIMモデルと関係無し

S0 S1 S2 S4
該当するBIMオブジェ

クト（細目）
該当するBIMオブジェ

クト（数量）
概算細目としてBIMモ
デル以外の情報と連携

公開 開示・共有 非公開

内部仕上工事 延床面積 m2 無し マスモデル又はエリア － (4) (7)

面積 m2 事務室２ 事務室２　面積 (9)

床 タイルカーペット t=7 面積 m2 事務室２ 事務室２　面積 － (7) (8) (9) 15章-4節　19章-3・4節　20章-2節

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 OAフロア下 面積 m2

内外装：OAフロア H100 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 H=100 長さ ｍ 事務室２ 事務室２　周長 － (7) (8) (9)

内外装：ソフト巾木 H100 長さ ｍ

壁 石膏ボード+EP-G PB t=12.5共 面積 m2 事務室２ 事務室２　周長×高さ － (7) (8) (9) 18章-8節　19章-7節

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2 事務室２ 事務室２　周長×高さ － (7) (8) (9) 18章-8節

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1500以下 面積 m2 事務室２ 事務室２　面積 － (7) (8) (9) 14章-4節　19章-7節

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ 事務室２ 事務室２　周長 － (7) (8) (9)

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

額縁 額縁 St t1.6 長さ ｍ 無し － (9)

金属：額縁 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

膳板 膳板 St t1.6 長さ ｍ 無し － (9)

金属：膳板 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

AWガラリ部チャンバーボックス か所 箇所 無し －

建具：チャンバーボックス AW1のガラリ か所 箇所

面積 m2 会議室２ 会議室２　面積 (9)

床 タイルカーペット t=7 面積 m2 会議室２ 会議室２　面積 － (7) (8) (9) 15章-4節　19章-3・4節　20章-2節

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 OAフロア下 面積 m2

内外装：OAフロア H100 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 H=100 長さ ｍ 会議室２ 会議室２　周長 － (7) (8) (9)

内外装：ソフト巾木 H60 長さ ｍ

壁 石膏ボード+EP-G PB t=12.5共 面積 m2 会議室２ 会議室２　周長×高さ － (7) (8) (9) 18章-8節　19章-7節

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2 会議室２ 会議室２　周長×高さ － (7) (8) (9) 18章-8節

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1650 面積 m2 会議室２ 会議室２　面積 － (7) (8) (9) 14章-4節　19章-7節

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ 会議室２ 会議室２　周長 － (7) (8) (9)

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

額縁 額縁 St t1.6 長さ ｍ 無し 無し － (9)

金属：額縁 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

膳板 膳板 St t1.6 長さ ｍ － (9)

金属：膳板
St t1.6　W550
糸　幅235+25+10　曲げ加 長さ ｍ

AWガラリ部チャンバーボックス 図面から拾い 箇所 －

建具：チャンバーボックス AW1のガラリ か所 箇所

断熱材 面積 ㎡ 無し（外壁で代用） (4) (7)

壁 ウレタン吹付 面積 m2 無し － (7) 19章-9節

内外装：ウレタン吹付 ｔ25 面積 m2

か所 か所 ドア ドア (4) (7)

LSD1 両開き防火框戸 か所 箇所 ドア ドア　ｂ4_両開き_框戸 パタン詳細図 (4) (7) 9章-7節 16章-5/14節 18章-4節 

鋼製建具：両開き防火框戸 W1800×H2100 か所 箇所

ｶﾞﾗｽ：網入りガラス W700×H1900　ｔ6.8 ㎡又は箇所 m2

ガラス廻りシーリング 長さ m

ｶﾞﾗｽ：清掃費 面積 m2

塗装：ＳＯＰ塗 軽量鋼製建具面 面積又は糸巾 m2

LSD2 両開き框戸 か所 箇所 ドア ドア　ｂ4_両開き_框戸 パタン詳細図 (4) (7) 9章-7節 16章-5/14節 18章-4節 

鋼製建具：両開き框戸 W1800×H2100 か所 箇所

ｶﾞﾗｽ：フロートガラス W700×H1900　ｔ5.0 ㎡又は箇所 m2

ガラス廻りシーリング 長さ m

ｶﾞﾗｽ：清掃費 面積 m2

塗装：ＳＯＰ塗 軽量鋼製建具面 面積又は糸巾 m2

沓摺・床レベル調整 あ所 ｍ 無し (4) (7)

沓摺・床レベル調整 あ所 ｍ

建築工事－内部仕上工事－内訳明細 BIMモデルと細目との関係 外部データベース連携先

摘要 数量 単位

BIMモデルと関係あり 外部データ連携先

細目に関係する章－節 備考

内部開口

2階_事務室2

2階_会議室1

積算ユースケース
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④ 躯体工事の積算の考え方
鉄骨工事－コンクリ－ト工事

参考
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概算内訳とBIMオブジェクトの関係－躯体工事の概算明細について－鉄骨工事
■ S4段階明細細目の考え方

大きな構成は以下の通りです。

A）鋼材(材料) ＋ B）加工組立・運搬 ＋ C）その他(ボルト類・溶接・錆止め他）

各項目（A～C）の細目は他同様、細目：数量 × 単価 ＝ 金額 です。

ここで、工事費で大きな比重を占める、A)とB)の細目の数量は、どちらも鉄骨重量（ｔ）となります。

鉄骨重量を拾う為には、鉄骨詳細図が必要となります。

■ 従来のS2段階の鉄骨工事概算工事費算出方法について

以下、 大きく分けて３通りあります。

（参考：公益社団法人日本建築積算協会 建築プロジェクトにおけるコストマネジメントと概算）

① 主材部分を想定して算出（柱・梁などの主要部材✕一定の割増率）

② 構造設計者と打合せの上、床面積当たりの重量（歩掛）にて算出

③ 各図面・資料により算出（但し、主材のみ算出し、継手材料やボルトなどは主材重量に対する比

率にて算出し、溶接などは加工組立に含む）

■ 当ユースケースにおける鉄骨工事概算工事費算出方法について

③に近い、BIMモデルデータから数量を拾う方法を想定しています。

但し、BIMサンプルモデルデータには重量情報は含まれていません。その為、鉄骨部材の体積情報を

元に鉄骨比重を乗じて鉄骨重量（ｔ）を導くことを想定しています。

右図の下段のオレンジ囲われた数量が、BIMモデル内の梁部材の体積（容積）情報になります。

それらの数量には、S4段階で実際に記載されるであろう下地鉄骨や付帯鉄骨は含まれていませんので、

実務の上では、S4段階の数量を見越して、BIMから拾った数量に、適宜割増率を乗じる必要があります。

※既述の通り、当ユースケースにおいては、 「建築数量積算基準・同解説 発行：一般財団法人 建

築コスト管理システム研究所」の基準については、考慮せずに「BIMモデルそのものから拾える数量」を概算

工事費算出用の数量とすることを想定しています。（以下同様）

H形鋼 断面図 H形鋼 断面寸法

H形鋼 集計表抜粋（属性情報一部）

BIMサンプルモデル 構造データ

※橙と青の部材が鉄骨工事の

対象部材となります。図中の

赤矢印の部材の情報が

下図に記載されています。

積算ユースケース
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概算内訳とBIMオブジェクトの関係－躯体工事の概算明細について－コンクリート工事

■ S4段階明細細目の考え方

大きな構成は以下の通りです。

A）コンクリート材料費 ＋ B）打設手間 ＋ C) ポンプ圧送 ＋ D）その他

Dは強度補正等が考えられます。

各項目（A～D）の細目は他同様、細目：数量 × 単価 ＝ 金額 です。

ここで、工事費で大きな比重を占める、A)の細目の数量は、コンクリート体積（㎥）となります。

コンクリート体積を拾う為には、構造図（部材リスト・軸組図・伏図・詳細図）が必要となります。

■ 従来のS2段階の鉄骨工事概算工事費算出方法について

以下、 大きく分けて３通りあります。

（参考：公益社団法人日本建築積算協会 建築プロジェクトにおけるコストマネジメントと概算）

① 各部位想定断面＋補足資料により算出

② 構造設計者と打合せの上、床㎡当たりのコンクリート量を想定して算出

③ 各図面・資料により算出

（但し、構造設計者と数量歩掛や全体数量に関して情報交換を十分に行う）

※ その他、構造計算システムの算出数量を補正して使用する場合もあり

■ 当ユースケースにおける鉄骨工事概算工事費算出方法について

コンクリート工事対象部位は、地上の床スラブ及び基礎梁、基礎フーチン、基礎柱 になります。

当サンプルモデルデータではそれらの部材はBIMデータでモデリングされており、体積情報をコンクリート

体積として利用することを想定しています。

右図の下段のオレンジ囲われた数量が、BIMモデル内の梁部材の体積（容積）情報になります。

■補足説明

上記の「S4段階明細細目の考え方」に記載のA～Dの内、AやBの工事費は、コンクリート数量にほぼ比

例します。その為、B)の打設手間においても、コンクリート体積（㎥）に単価を乗じて細目が作成されてい

ます。

一方、ポンプ圧送費は、基本料金（回）×回数と、圧送料金（㎥）×コンクリート圧送体積 を 加

算した金額となります。その為、ポンプ圧送費は、単純にコンクリート体積に比例している訳ではありません。

ポンプ圧送回数は、施工計画を元に導かれる数量の為、基本設計段階では詳細な圧送回数を算出す

ることは困難です。

その為、各社においては、Cの工事費をコンクリート体積で割り戻した㎥単価をデータとして整理し、概算算

出時にはその単価を活用する場合も見受けられます。

Dについては、コンクリート材料単価に反映させたり、A＋B＋Cの合計金額に係数を乗じて見込むなどの方

法が考えられます。

BIMサンプルモデルー３D

基礎梁 断面寸法

※左図の赤矢印の梁のサイズ

基礎梁 集計表抜粋（属性情報一部）

積算ユースケース
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⑤BIMサンプルモデルデータと

内訳明細書式
地上ーコンクリート、地上ー鉄骨、外部仕上－外壁、内部仕上ー内装仕上

参考
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積算ユースケース

躯体工事検証 地上－コンクリート工事 － 積算の分類とBIMモデルの関係①

地上部コンクリート工事の内訳明細細目とBIMモデルデー

タの関係を基礎部コンクリート工事同様に検証します。

図左は、基礎部コンクリート工事と同じものになります。

但し、検証該当箇所が、地上部であるため、地上部コンク

リート工事の文字を赤字にしています。

地上部コンクリート工事の概算算出において、地上部コ

ンクリートの体積（㎥）と、コンクリート強度が、獲得し

たい情報になります。

コンクリート

鉄筋

型枠

鉄骨

鉄筋

型枠

コンクリート

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目

S0 S1 S2 S4

躯体工事 床面積 ｍ2

地上躯体：コンクリート工事 コンクリート体積 ｍ3

コンクリート材料 コンクリート体積 ｍ3

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

構造体強度補正 式

打手間・ポンプ車損料 コンクリート体積 ｍ3

打設手間 コンクリート体積 ｍ3

ポンプ圧送 コンクリート体積 ｍ3

圧送基本料金 施工計画から設定 回

その他
打継処理、止水板他

式

その他 式

地上躯体：鉄筋工事 鉄筋数量 ｔ

鉄筋材料 鉄筋数量 ｔ

異形鉄筋 規格、径 鉄筋数量 ｔ

鉄筋加工組立・運搬 鉄筋数量 ｔ

加工組立 階高､形状 等共 鉄筋数量 ｔ

運搬 鉄筋数量 ｔ

その他 割増係数 ｔ

開口補強筋、継手　等 材料数量 ｔ

地上躯体：型枠工事 型枠数量 ｍ2

型枠・運搬費 型枠数量 ｍ2

普通合板型枠 型枠数量 ｍ2

上記運搬費 型枠数量 ｍ2

その他 型枠数量 ｍ2

特殊型枠､耐震ｽﾘｯﾄ、目地棒
等

材料数量 適宜

地上躯体：鉄骨工事 鉄骨数量 ｔ

鉄骨数量 ｔ

【材料費】

形鋼 規格、形状、寸法 鉄骨数量 ｔ

鋼管 規格、形状、寸法 鉄骨数量 ｔ

鋼板 規格。板厚 鉄骨数量 ｔ

【工場加工・組立費】

工場加工組立 溶接材料及び溶接手間共 鉄骨数量 ｔ

工場錆止塗装
下地錆止めの種別、鋼材
面、亜鉛めっき面の別

施工面積 ｔ

鉄骨数量 ｔ

上記運搬費 鉄骨数量 ｔ

鉄骨数量 ｔ

現場建方 揚重器別途 鉄骨数量 ｔ

高力ボルト類 規格、形状、寸法 材料数量 ｔ

高力ボルト類締付 規格、形状、寸法 材料数量 本

現場溶接 隅肉６ｍｍ換算 溶接長さ ｍ

現場錆止め塗装 材料種別､施工場所種別 施工面積 ㎡

(2)付帯鉄骨等 図面から拾い ㎡

デッキプレート等
材質、形状、寸法、材工
共

施工面積 ㎡

その他 外装取付下地、耐風梁等 鉄骨数量 ｔ

(3)耐火被覆等 耐火被覆施工面積 ㎡

耐火被覆 種類、性能、部位 施工面積 ㎡

耐火被覆 種類、性能、小間詰め 施工長さ ｍ

(4)その他

基礎躯体：コンクリート工事 コンクリート体積 ｍ3

コンクリート材料 コンクリート体積 ｍ3

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

構造体強度補正 式

打手間・ポンプ車損料 コンクリート体積 ｍ3

打設手間 コンクリート体積 ｍ3

ポンプ圧送 コンクリート体積 ｍ3

圧送基本料金 施工計画から設定 回

その他
打継処理、止水板他

式

その他 式

基礎躯体：鉄筋工事 鉄筋数量 ｔ

鉄筋材料 鉄筋数量 ｔ

異形鉄筋 規格、径 鉄筋数量 ｔ

鉄筋加工組立・運搬 鉄筋数量 ｔ

加工組立 階高､形状 等共 鉄筋数量 ｔ

運搬 鉄筋数量 ｔ

その他 鉄筋数量 ｔ

開口補強筋、継手　等 材料数量 ｔ

基礎躯体：型枠工事 型枠面積 ｍ2

型枠・運搬費 型枠数量 ｍ2

普通合板型枠 型枠数量 ｍ2

上記運搬費 型枠数量 ｍ2

その他 型枠数量 ｍ2

特殊型枠､耐震ｽﾘｯﾄ、目地棒
等

材料数量 適宜

建築工事－躯体工事－内訳明細

(1)本体鉄骨工事
　　－鉄骨鋼材費

(1)本体鉄骨工事
　　－鉄骨運搬費

(1)本体鉄骨工事
　　－鉄骨建方・機械器具費

摘要 数量 単位

地上

基礎

BIMデータ(構造) 概算内訳明細(躯体)

■明細：躯体ー地上ーコンクリート工事

■獲得したい情報

数量：地上部コンクリート体積(㎥）（※）

仕様：コンクリート強度(Fc)

（※）：コンクリート強度別
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積算ユースケース

躯体工事検証 地上－コンクリート工事 － 積算の分類とBIMモデルの関係②

躯体工事－地上－コンクリート工事 抜粋

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目

S0 S1 S2 S4 数量根拠

躯体工事 床面積 延床面積 ｍ2 各社実勢単価

地上躯体：コンクリート工事 コンクリート体積 地上床面積✕歩掛 ｍ3 各社実勢単価 S造の為､ｽﾗﾌﾞのみ対象

コンクリート材料 コンクリート体積 スラブ体積 ｍ3 各社実勢単価

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 スラブ体積 ｍ3

構造体強度補正 式

打手間・ポンプ車損料 コンクリート体積 スラブ体積 ｍ3 各社実勢単価

打設手間 コンクリート体積 スラブ体積 ｍ3

ポンプ圧送 コンクリート体積 スラブ体積 ｍ3

圧送基本料金 施工計画から設定 回

その他
打継処理、止水板他

式

その他 式 各社実勢係数

建築工事ｰ躯体工事ｰ内訳明細

摘要 数量 単位 単価 備考欄

BIMサンプルモデルー集計表

地上床

BIMサンプルモデルー３D

図は、BIMサンプルモデルの内、部分別内訳書式で

「地上」に該当する部分の、躯体体積を集計したもの

になります。

BIMソフトでの分類である 床のみの集計となりま

すが、オレンジの線で囲われた場所が体積になります。

数量については、これらの数字を合算すれば積算出来

ることになります。

単価を決定付けるコンクリート強度については、基

礎コンクリート部で記載の通り、１Fレベル下のオブ

ジェクトはFc24、それより上の躯体コンクリート強度

はFc21で設定されています。

BIMソフト内の集計機能を用いれば、コンクリート

強度毎のコンクリート体積の集計を行うことも出来ま

す。
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躯体工事検証 地上－コンクリート工事 － 積算の分類とBIMモデルの関係③

基

礎

基

礎

地

上

躯

体

基

礎

地

上

地

上

地

上

基

礎

基

礎

床

梁

柱

基

礎

地

上

基礎部

コンクリート

地上部

コンクリート

基礎部コンクリート工事の検証同様に左より順を追って

説明します。

分類①：まずは、部分別内訳書式ー科目分類より、外部

仕上げや内部仕上げでは無く、「躯体」を選定する必要が

あります。但し、これは構造ファイルを選択することに

よって対応できます。

分類②：BIM汎用ソフト上の分類から、当サンプルモデ

ルにて用いられている分類を抽出したものになります。こ

の分類は、他の汎用BIMソフトでも同じ分類と思われます。

尚、床はコンクリート工事しかありませんので、分類②

を通して工種別分類も同時に行われたことになります。

分類③：部分別内訳書式上の地上ー基礎の分類となりま

す。この分類は、分類②のようにBIMソフトの分類を活用

する訳には行きません。「地上」のオブジェクトを分類す

る方法として

「レベル」に紐づくオブジェクトを選択する方法を用い

ました。具体的には「レベル」の属性情報が、「１FLでは

ない」オブジェクトを選択しています。

分類④：工種別の分類ですが分類③を通して同時に分類。

分類⑤：併せてコンクリート強度も選択したことになり

ます。

分類①～⑤で選択した地上躯体を統合して、部分別内訳

書式で必要な、地上－コンクリート体積 の数量を獲得する

ことが出来ます。

特記事項 に関しては基礎ーコンクリート工事と同じで

す。

分類① 分類② 分類③④⑤ 集 計

BIMデータ 概算内訳明細
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積算ユースケース

躯体工事検証 地上－鉄骨工事 － 積算の分類とBIMモデルの関係①

鉄骨工事の内訳明細細目とBIMモデルデータの関係

を検証します。

検証該当箇所が、鉄骨工事であるため、鉄骨工事の

文字を赤字にしています。

因みに、当サンプルモデルデータにおいては、基礎

部の鉄骨工事は存在していません。

鉄骨工事の概算工事金額を算出する上では、鉄骨の

数量（重量（ｔ））が必要となりますが、BIMサンプ

ルモデルデータのオブジェクトに鉄骨重量ｔの情報は

含まれていません。しかし、鉄骨の体積（㎥）は属性

情報としてBIMデータ内に存在しますので、今回はそ

の体積に鉄比重（0.785ｔ/㎥）を乗じて鉄骨重量ｔ

とします。

その為（地上）鉄骨工事の概算算出において、地上

鉄骨の体積（㎥）と、鋼材種別が、獲得したい情報に

なります。

※03に記載の通り、S2段階における鉄骨数量はS4段

階の設計内容を満たすものではありません。構造設計

者と協議しながら、様々な手法を加味して、概算時の

数量を纏める必要があります。

コンクリート

鉄筋

型枠

鉄骨

鉄筋

型枠

コンクリート

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目

S0 S1 S2 S4

躯体工事 床面積 ｍ2

地上躯体：コンクリート工事 コンクリート体積 ｍ3

コンクリート材料 コンクリート体積 ｍ3

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

構造体強度補正 式

打手間・ポンプ車損料 コンクリート体積 ｍ3

打設手間 コンクリート体積 ｍ3

ポンプ圧送 コンクリート体積 ｍ3

圧送基本料金 施工計画から設定 回

その他
打継処理、止水板他

式

その他 式

地上躯体：鉄筋工事 鉄筋数量 ｔ

鉄筋材料 鉄筋数量 ｔ

異形鉄筋 規格、径 鉄筋数量 ｔ

鉄筋加工組立・運搬 鉄筋数量 ｔ

加工組立 階高､形状 等共 鉄筋数量 ｔ

運搬 鉄筋数量 ｔ

その他 割増係数 ｔ

開口補強筋、継手　等 材料数量 ｔ

地上躯体：型枠工事 型枠数量 ｍ2

型枠・運搬費 型枠数量 ｍ2

普通合板型枠 型枠数量 ｍ2

上記運搬費 型枠数量 ｍ2

その他 型枠数量 ｍ2

特殊型枠､耐震ｽﾘｯﾄ、目地棒
等

材料数量 適宜

地上躯体：鉄骨工事 鉄骨数量 ｔ

鉄骨数量 ｔ

【材料費】

形鋼 規格、形状、寸法 鉄骨数量 ｔ

鋼管 規格、形状、寸法 鉄骨数量 ｔ

鋼板 規格。板厚 鉄骨数量 ｔ

【工場加工・組立費】

工場加工組立 溶接材料及び溶接手間共 鉄骨数量 ｔ

工場錆止塗装
下地錆止めの種別、鋼材
面、亜鉛めっき面の別

施工面積 ｔ

鉄骨数量 ｔ

上記運搬費 鉄骨数量 ｔ

鉄骨数量 ｔ

現場建方 揚重器別途 鉄骨数量 ｔ

高力ボルト類 規格、形状、寸法 材料数量 ｔ

高力ボルト類締付 規格、形状、寸法 材料数量 本

現場溶接 隅肉６ｍｍ換算 溶接長さ ｍ

現場錆止め塗装 材料種別､施工場所種別 施工面積 ㎡

(2)付帯鉄骨等 図面から拾い ㎡

デッキプレート等
材質、形状、寸法、材工
共

施工面積 ㎡

その他 外装取付下地、耐風梁等 鉄骨数量 ｔ

(3)耐火被覆等 耐火被覆施工面積 ㎡

耐火被覆 種類、性能、部位 施工面積 ㎡

耐火被覆 種類、性能、小間詰め 施工長さ ｍ

(4)その他

基礎躯体：コンクリート工事 コンクリート体積 ｍ3

コンクリート材料 コンクリート体積 ｍ3

材料費 材質､強度､ｽﾗﾝﾌﾟ コンクリート体積 ｍ3

構造体強度補正 式

打手間・ポンプ車損料 コンクリート体積 ｍ3

打設手間 コンクリート体積 ｍ3

ポンプ圧送 コンクリート体積 ｍ3

圧送基本料金 施工計画から設定 回

その他
打継処理、止水板他

式

その他 式

基礎躯体：鉄筋工事 鉄筋数量 ｔ

鉄筋材料 鉄筋数量 ｔ

異形鉄筋 規格、径 鉄筋数量 ｔ

鉄筋加工組立・運搬 鉄筋数量 ｔ

加工組立 階高､形状 等共 鉄筋数量 ｔ

運搬 鉄筋数量 ｔ

その他 鉄筋数量 ｔ

開口補強筋、継手　等 材料数量 ｔ

基礎躯体：型枠工事 型枠面積 ｍ2

型枠・運搬費 型枠数量 ｍ2

普通合板型枠 型枠数量 ｍ2

上記運搬費 型枠数量 ｍ2

その他 型枠数量 ｍ2

特殊型枠､耐震ｽﾘｯﾄ、目地棒
等

材料数量 適宜

建築工事－躯体工事－内訳明細

(1)本体鉄骨工事
　　－鉄骨鋼材費

(1)本体鉄骨工事
　　－鉄骨運搬費

(1)本体鉄骨工事
　　－鉄骨建方・機械器具費

摘要 数量 単位

地上

基礎

■明細：躯体ー地上ー鉄骨工事

■獲得したい情報

数量：地上鉄骨重量(ｔ）

仕様：鋼材種別

BIMデータ(構造) 概算内訳明細(躯体)
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積算ユースケース

躯体工事検証 地上－鉄骨工事 － 積算の分類とBIMモデルの関係②

図は、BIMサンプルモデルの内、部分別内訳書式で

「（地上部）鉄骨工事」に該当する部分の、躯体体積

を集計したものになります。

BIMソフトでの分類である 柱－梁 毎に集計され

ていますが、オレンジの線で囲われた場所が体積にな

ります。数量については、これらの数字を合算すれば

積算出来ることになります。

一方、単価を決定付ける鉄骨鋼材種別については、

コンクリートと異なり各オブジェクト毎には設定され

ています。青線で囲われた箇所が鋼材種別となります。

BIMサンプルモデルー集計表

地上柱

地上梁

BIMサンプルモデルー３D
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積算ユースケース

躯体工事検証 地上－鉄骨工事 － 積算の分類とBIMモデルの関係③
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ここまで、建築工事－躯体工事－ （地上部）－鉄骨工事

費の算出の為に、BIMモデルから必要な 情報を獲得する為

の方法を記載しました。左の図はその方法のフローを纏め

たものになります。 左より順を追って説明します 。

分類①：コンクリート工事参照

分類②：コンクリート工事参照

分類③：部分別内訳書式上の地上ー基礎の分類となりま

す。この分類は、分類②のようにBIMソフトの分類を活用

する訳には行きません。「地上」のオブジェクトを分類す

る方法として２通り採用しました。

方法１： 「基礎」にまつわる言葉を持つオブジェクト

を除外。

方法２：「１FL」に紐づくオブジェクトを選択。

分類④：分類③を通して選択された部材は必然的に鉄骨

部材しかありませんので、工種別の分類も同時に行われた

ことになります。

分類⑤：地上鉄骨の部材は２種類あり、種類毎に単価が

異なります。分類⑤を通して、材種ごとの分類が出来ます。

分類①～⑤で選択した地上鉄骨躯体を統合して、部分別

内訳書式で必要な、地上－鉄骨工事の数量・仕様を獲得す

ることが出来ます。

－

地 上

鉄 骨

分類① 分類② 分類③④⑤ 集 計

■明細：躯体ー地上ー鉄骨工事

■獲得出来た情報

数量：地上鉄骨体積(㎥）（※）

仕様：鋼材種別

（※）：体積換算で重量ｔ算出

BIMデータ 概算内訳明細
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外壁

外部開口

屋根

外部雑

外装仕上ー外壁工事の内訳明細細目とBIMモデルデータの

関係を検証します。

右図は、外装仕上工事における内訳明細になります。外装

仕上工事の部分別内訳書式においては、中科目において、外

壁工事ー外部開口工事－屋根工事ー外部雑工事に分かれます。

左側に、その分類に該当する、BIMサンプルモデルデータ

のイメージ図も対応させています。

外壁工事の概算算出において、外壁の面積（㎥）と、仕様

が、獲得したい情報になります。

■明細：仕上ー外部ー外壁工事

■獲得したい情報

数量：外壁面積(㎡） （※）

仕様：外壁仕様

（※）：外壁仕様別

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 外部仕上工事検証 外壁工事①

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目

S0 S1 S2 S4
外部 外壁面積

外壁 外壁面積 m2

外壁 EP塗装 外壁面積 m2

押出成形セメント板 セメント板面積 m2

押出成形セメント板 コーナーパネル 長さ又は箇所 ｍ

フットプレート 長さ ｍ

打継目地シーリング 長さ ｍ

EP塗装 塗装面積 m2

エポキシシーラー処理 塗装面積 m2

雑

ダクト接続部カバー ｱﾙﾐt＝2.0 550x300 か所 か所

ダクト接続部カバー ｱﾙﾐt＝2.0　550x500 か所 か所

外壁開口 開口部面積又は箇所 m2

外部開口部 AW-1 か所 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

ＡＷ－１　ｶﾞﾗﾘ付嵌め殺し窓 W3670×H1200 か所又は面積 か所

フロートガラス T5.0 2.18㎡以下 か所又は面積 m2

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

外部開口部 AW-2 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

ＡＷ－２　ｶﾞﾗﾘ付き嵌め殺し窓W1600×H1200 か所又は面積 か所

フロートガラス T5.0 2.18㎡以下 か所又は面積 m2

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

外部開口部 AG-1 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

ＡＧ－１　滑り出し窓 W3670×H1200 か所又は面積 か所

フロートガラス T5.0 2.18㎡以下 か所又は面積 m2

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

外部開口部 SD-1 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

沓づり床レベル調整 か所又は長さ ｍ

ＳＤ－４　ガラス付框戸 800ｘ2175　防火設備戸 か所 か所

網入型板ガラス T6.8 2.18㎡以下 か所又は面積 ㎡

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

ＳＯＰ塗 鋼製建具面 面積 m2

屋根 屋根面積 m2

屋根 断熱アスファルト防水 面積 m2

断熱アスファルト防水
A1-2工法 ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰ
ﾄﾞ T25 面積 m2

伸縮目地 W25×H80　既製品 長さ ｍ

ワイヤーメッシュ φ6 @150 面積 m2

コンクリートこて押え 防水下 面積 m2

モルタル防水金こて H300 T40　ﾗｽこすり共 面積 ｍ

立上 断熱アスファルト防水 ｍ

防水保護パネル セメント板 長さ又は面積 m2

アスファルト防水 AI-2工法 面積 m2

防水立上り押え金物 30×15×2.0　ｱﾙﾐ製 長さ ｍ

アスファルト防水端末防水 長さ ｍ

笠木 ｱﾙﾐ製 B-1種 W450 既製品 長さ ｍ

コーナー笠木 ｱﾙﾐ製 W450+W450用 か所 か所

防水モルタル塗り 延W390 長さ ｍ

防水モルタル金こて 素地 長さ m2

コーナーモルタル 面取り 長さ ｍ

外部雑 適宜 ％

ルーフドレイン か所 か所

ルーフドレイン φ125　鋳鉄製　横引き か所 か所

竪樋 長さ ｍ

竪樋 φ50　ｽﾃﾝﾚｽ製HL  掴み金物共か所 ｍ

竪樋 φ100　SGP 掴み金物共 か所 ｍ

竪樋防露巻き φ100 か所 ｍ

その他 ％

金物見切りシーリング 15×10　PS-2 ｍ

打継目地シーリング 20×10 PS-2 ｍ

摘要 数量 単位

建築工事－外部仕上工事－内訳明細

BIMデータ 概算内訳明細

積算ユースケース
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図は、BIMサンプルモデルの内、部分別内訳書式で「外

壁」に該当する部分の、外壁面積を集計したものになります。

オレンジの線で囲われた場所が面積になります。数量につ

いては、これらの数字を合算すれば積算出来ることになりま

す。

一方、単価を決定付ける外壁仕様については、パターン詳

細図での符号「 EX01B」が記載されています。（青線で囲わ

れた箇所） その内容を元に合成単価を作成し、概算段階に

おける外壁工事㎡単価の設定を行うことが出来ます。

BIMサンプルモデルー集計表

パ

ラ

ペ

ッ

ト

部

基

準

階

外

壁

BIMサンプルモデルー３D

外壁ーパターン詳細図

EX01A EX01B EX01C

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 外部仕上工事検証 外壁工事②

積算ユースケース
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内

部

外

壁

外

壁

部

屋

外

部

内

部

屋

根

壁

窓

ド

ア

天

井

床

仕

上

外壁 外部仕上

ここまで、建築工事－外部仕上工事－ 外壁工事費の算出の

為に、BIMモデルから必要な 情報を獲得する為の方法を記

載しました。左の図はその方法のフローを纏めたものになり

ます。左より順を追って説明します。

分類①：まずは、部分別内訳書式ー科目分類より、「仕

上」を選定する必要があります。但し、これは意匠ファイル

を選択することによって対応できます。

分類②：BIM汎用ソフト上の分類から、当サンプルモデル

にて用いられている分類を抽出したものになります。この分

類は、他の汎用BIMソフトでも同じ分類と思われます。ここ

では「壁」を選択します。

分類③：部分別内訳書式上の外部ー内部の分類となります。

この分類は、分類②のようにBIMソフトの分類を活用する訳

には行きません。今回、壁オブジェクトには「外部」又は

「内部」の属性情報を入力しました。その情報を元に、「外

部」の壁のみを選択することが出来ます。

分類④：分類③を選択した際に、偶々すべてが同じ外壁仕

様（パタン詳細図 EX01B)のオブジェクトが選択されたた

め、分類④も同時に行われたことになります。

分類①～④で選択した壁を統合して、部分別内訳書式で必

要な外壁の数量（面積）及び単価を獲得することが出来ます。

分類① 分類② 分類③④ 集 計

屋根

外部開口

間仕切

内部開口

内装仕上

内部仕上

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 外部仕上工事検証 外壁工事③

BIMデータ 概算内訳明細

積算ユースケース
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内装仕上ー内装仕上工事の内訳明細細目とBIMモデ

ルデータの関係を検証します。

右図に、その分類に合せて、BIMサンプルモデル

データのイメージ図も対応させています。

内装仕上工事は、室内の表層面仕上工事である、

床・巾木・壁・天井・廻縁・雑工事の総称になります。

尚、雑工事は、今回のサンプルモデルデータにおい

ては以下の項目が考えられます。

額縁、膳板、AWガラリ部チャンバーボックス

※内部仕上工事の数量積算として仕上情報は、

部屋オブジェクトを優先します。

■明細：仕上ー内部ー内装仕上工事

■獲得したい情報

数量：床・壁・天井面積（㎡）

巾木・廻縁長さ（ｍ）

仕様：各部位仕上

（床/壁/天井/巾木/廻縁)

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 内部仕上工事検証 内装仕上工事①

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目

S0 S1 S2 S4

内部仕上工事 延床面積 m2

間仕切面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L1 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 65型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L1 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 100型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 100型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L2 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 65型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L2 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 100型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 100型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

耐火遮音間仕切（性能）L3 S12・WI 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 65型 @303 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：強化石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

内外装：グラスウール 24㎏/m２　T50 面積 m2

内外装：四周シール 長さ ｍ

耐火遮音間仕切（性能）L3 S12・WI 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 100型 @303 間仕切面積 m2

開口補強 100型用 開口補強長さ ｍ

強化石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

内外装：グラスウール 24㎏/m２　T50 面積 m2

内外装：四周シール 長さ ｍ

面積 m2

床 タイルカーペット t=7 面積 m2

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 OAフロア下 面積 m2

内外装：OAフロア H100 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 H=100 長さ ｍ

内外装：ソフト巾木 H100 長さ ｍ

壁 石膏ボード+EP-G PB t=12.5共 面積 m2

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1650 面積 m2

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

額縁 額縁 St t1.6 長さ ｍ

金属：額縁 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

膳板 膳板 St t1.6 長さ ｍ

金属：膳板 St t1.6　W550曲げ 長さ ｍ

AWガラリ部チャンバーボックス か所 箇所

建具：チャンバーボックス AW1のガラリ か所 箇所

面積 m2

床 タイルカーペット t=7 面積 m2

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 OAフロア下 面積 m2

内外装：OAフロア H100 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 H=100 長さ ｍ

内外装：ソフト巾木 H60 長さ ｍ

壁 石膏ボード+EP-G PB t=12.5共 面積 m2

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1650 面積 m2

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

額縁 額縁 St t1.6 長さ ｍ

金属：額縁 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

膳板 膳板 St t1.6 長さ ｍ

金属：膳板 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

AWガラリ部チャンバーボックス か所 箇所

建具：チャンバーボックス AW1のガラリ か所 箇所

断熱材 面積 ㎡

壁 ウレタン吹付 面積 m2

内外装：ウレタン吹付 ｔ25 面積 m2

か所 か所

LSD1 両開き防火框戸 か所 箇所

鋼製建具：両開き防火框戸 W1800×H2100 か所 箇所

ｶﾞﾗｽ：網入りガラス W700×H1900　ｔ6.8 ㎡又は箇所 m2

ガラス廻りシーリング 長さ m

ｶﾞﾗｽ：清掃費 面積 m2

塗装：ＳＯＰ塗 軽量鋼製建具面 面積又は糸巾 m2

LSD2 両開き框戸 か所 箇所

鋼製建具：両開き框戸 W1800×H2100 か所 箇所

ｶﾞﾗｽ：フロートガラス W700×H1900　ｔ5.0 ㎡又は箇所 m2

ガラス廻りシーリング 長さ m

ｶﾞﾗｽ：清掃費 面積 m2

塗装：ＳＯＰ塗 軽量鋼製建具面 面積又は糸巾 m2

沓摺・床レベル調整 あ所 ｍ

沓摺・床レベル調整 あ所 ｍ

内部開口

1階_事務室1

1階_会議室1

間仕切

建築工事－内部仕上工事－内訳明細

摘要 数量 単位

間仕切

内装仕上

内部開口部
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BIMソフト上の大分類で、当サンプルモデルの意匠ファイ

ルにおいては、屋根ー壁ー天井ー床ー窓ードアー部屋 の７

種類を挙げました。部屋以外の６種類は、物理的なパーツの

分類となります。それに対して、「部屋」 は空間のパーツ

とも言えるべきものです。BIMソフトにおける３D画像にお

いても 部屋 は画面上には出現しませんが、平面図画面で

「部屋」のオブジェクトが出現します。

部屋オブジェクトは、他のオブジェクト同様に各種情報を

保有しています。（詳細は、「参考２ BIMサンプルモデル

の概要（04補足）」の「BIMオブジェクト分析：意匠モデ

ルー⑭部屋オブジェクト」を参照）

数量に関する情報の主なものは、部屋面積、部屋周長、部

屋高さが挙げられます。

それらの数量情報は、各種内装仕上工事の積算に役立ちま

す。また、次ページ集計表に記載の通り部屋オブジェクトは

部屋仕上の情報も保有しています。

（壁面面積は、直接的には保有していませんが、周長×部

屋高さにより壁面積を算出することが出来ます。）

それらの属性情報を活用して、部屋の内装仕上工事費を積

算することが出来ます。

■注意事項①

部屋オブジェクトにおいては、間仕切オブジェクトと異な

り、壁面積から自動的に開口部面積が控除される仕組みは汎

用ソフトにおいてはありません。BIMソフト内で計算するか、

BIMソフト外で別途計算するか 等の対応が必要となります。

■注意事項②

廻縁や、巾木の長さは、部屋の壁面に配置されている建具

などの開口部長さは含まれません。

それらの積算数量に、部屋の「周長」を利用する場合、開

口部の長さを控除する必要がありますが、注意事項②の通り、

方法は複数考えられます。

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 内部仕上工事検証 内装仕上工事②

図．注意事項② 図．注意事項③

開口面積を要控除

開口部周長長さを要考慮

BIMサンプルモデルー部屋　（左：3D　　右：平面図　下：部屋オブジェクト概念）

＋ ＋床 壁

天井

平面図

３D

＝
部屋

部屋オブジェクト

部屋

積算ユースケース
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BIMサンプルモデル－平面図

BIMサンプルモデルー集計表

１F ２F

図の上段は、１F、２Fの平面図、中段が、平面図に

記載の

「部屋」オブジェクトの属性情報の集計表です。

青線で囲われた箇所は、パターン仕上の中から選定

した仕上げが記入されています。

内部仕上工事の内部仕上工事の算出の為には、

①部屋の材料情報（性能 仕様 他）

②面積（㎡）、長さ（ｍ）

③開口部面積（㎡） 、長さ（ｍ）、高さ（ｍ）

の3点が分かれば良いですが、前ページで記載の通

り各部屋オブジェクト毎に、部屋の形状情報（面積、

周長、高さ）及び、各面の仕上げが記載されています。

橙線で囲われた箇所が数量情報になります。

内装仕上工事は、各仕上毎に、数量×単価 により

積算されますので、それらに必要な情報は基本的に

BIMモデルデータの部屋オブジェクトに含まれている

ことになります。

■注意事項③

内装仕上げの情報の入力先は、大きく「部屋」オブ

ジェクトと「床」「壁」「天井」オブジェクトの２通

り挙げられます。両者のオブジェクトに、何の情報を

入力するかの確認が必要となります。

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 内部仕上工事検証 内装仕上工事②－２

諸 室
内装仕上パターン

松 梅 竹

床 タイルカーペット

巾木 ソフト幅木

壁 EP-G

天井 GBーD

廻縁 塩ビ

床 Pタイル

巾木 ソフト幅木

壁 ビニールクロス

天井 化粧ボード

廻縁 塩ビ

床 カーペット

巾木 木製幅木

壁 木製パネル

天井 岩綿吸音板

廻縁 木製クリア塗装

積算ユースケース
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分類① 分類②③

内

部

外

壁

外

壁

部

屋

外

部

内

部

屋

根

壁

窓

ド

ア

天

井

床

仕

上

外壁 外部仕上

屋根

外部開口

間仕切

内部開口

内装仕上

内部仕上

左図は内装仕上工事費の算出の為に、BIMモデルから必要

な情報を獲得する為の方法のフローを纏めたものになります。

左より順を追って説明します。

分類①：間仕切工事同様。

分類②：「部屋」オブジェクトを選択します。部屋オブ

ジェクトは、基本的に各部屋毎に選択されます。 その為、

各部屋の仕上げ情報（＝仕様情報＝単価に影響を及びす状

況）も同時に獲得されます。

分類③：分類②に記載の通り分類②と同時に分類③（仕上

情報）も行われました。

今回の報告書では、内装仕上工事を「部屋」オブジェクト

を活用する方法の説明となりました。

一方で、既述の通り、大きく２点の課題があります。

・同じ情報をどのオブジェクトへ入力するか。

・同じ計算結果を、どの方法で導くか。

■明細：仕上ー内部ー内装仕上工事

■獲得出来た情報

数量：床・壁・天井面積（㎡）

巾木・廻縁長さ（ｍ）

仕様：各部位仕上

（床/壁/天井/巾木/廻縁)

注）：各種課題はある

積算ユースケース

BIMサンプルモデルデータと内訳明細書式 内部仕上工事検証 内装仕上工事③

集 計

BIMデータ 概算内訳明細
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外部仕上工事検証 外部開口工事 － 積算の分類とBIMモデルの関係①

外装仕上ー屋根工事の内訳明細細目とBIMモデル

データの関係を検証します。

外壁工事の概算算出において、外部建具（箇所）と、

仕様が、獲得したい情報になります。

ところで、内訳明細に記載の通り、建具においても

概算時点は合成単価を活用することになるので注意が

必要です。

外壁

外部開口

屋根

外部雑

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目

S0 S1 S2 S4
外部 外壁面積

外壁 外壁面積 m2

外壁 EP塗装 外壁面積 m2

押出成形セメント板 セメント板面積 m2

押出成形セメント板 コーナーパネル 長さ又は箇所 ｍ

フットプレート 長さ ｍ

打継目地シーリング 長さ ｍ

EP塗装 塗装面積 m2

エポキシシーラー処理 塗装面積 m2

雑

ダクト接続部カバー ｱﾙﾐt＝2.0 550x300 か所 か所

ダクト接続部カバー ｱﾙﾐt＝2.0　550x500 か所 か所

外壁開口 開口部面積又は箇所 m2

外部開口部 AW-1 か所 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

ＡＷ－１　ｶﾞﾗﾘ付嵌め殺し窓 W3670×H1200 か所又は面積 か所

フロートガラス T5.0 2.18㎡以下 か所又は面積 m2

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

外部開口部 AW-2 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

ＡＷ－２　ｶﾞﾗﾘ付き嵌め殺し窓W1600×H1200 か所又は面積 か所

フロートガラス T5.0 2.18㎡以下 か所又は面積 m2

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

外部開口部 AG-1 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

ＡＧ－１　滑り出し窓 W3670×H1200 か所又は面積 か所

フロートガラス T5.0 2.18㎡以下 か所又は面積 m2

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

外部開口部 SD-1 m2

建具廻りシーリング 10×10  PS-2 長さ ｍ

充填モルタル 防水剤入 長さ ｍ

沓づり床レベル調整 か所又は長さ ｍ

ＳＤ－４　ガラス付框戸 800ｘ2175　防火設備戸 か所 か所

網入型板ガラス T6.8 2.18㎡以下 か所又は面積 ㎡

ガラス廻りシーリング 長さ ｍ

清掃費 面積 m2

ＳＯＰ塗 鋼製建具面 面積 m2

屋根 屋根面積 m2

屋根 断熱アスファルト防水 面積 m2

断熱アスファルト防水
A1-2工法 ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰ
ﾄﾞ T25 面積 m2

伸縮目地 W25×H80　既製品 長さ ｍ

ワイヤーメッシュ φ6 @150 面積 m2

コンクリートこて押え 防水下 面積 m2

モルタル防水金こて H300 T40　ﾗｽこすり共 面積 ｍ

立上 断熱アスファルト防水 ｍ

防水保護パネル セメント板 長さ又は面積 m2

アスファルト防水 AI-2工法 面積 m2

防水立上り押え金物 30×15×2.0　ｱﾙﾐ製 長さ ｍ

アスファルト防水端末防水 長さ ｍ

笠木 ｱﾙﾐ製 B-1種 W450 既製品 長さ ｍ

コーナー笠木 ｱﾙﾐ製 W450+W450用 か所 か所

防水モルタル塗り 延W390 長さ ｍ

防水モルタル金こて 素地 長さ m2

コーナーモルタル 面取り 長さ ｍ

外部雑 適宜 ％

ルーフドレイン か所 か所

ルーフドレイン φ125　鋳鉄製　横引き か所 か所

竪樋 長さ ｍ

竪樋 φ50　ｽﾃﾝﾚｽ製HL  掴み金物共か所 ｍ

竪樋 φ100　SGP 掴み金物共 か所 ｍ

竪樋防露巻き φ100 か所 ｍ

その他 ％

金物見切りシーリング 15×10　PS-2 ｍ

打継目地シーリング 20×10 PS-2 ｍ

摘要 数量 単位

建築工事－外部仕上工事－内訳明細

BIMデータ 概算内訳明細

■明細：仕上ー外部ー外部開口工事

■獲得したい情報

数量：建具個所数(箇所） （※）

仕様：建具仕様
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外部仕上工事検証 外部開口工事 － 積算の分類とBIMモデルの関係②

図は、BIMサンプルモデルの内、部分別内訳書式で「外

部開口部」に該当する建具を集計したものになります。

１行に１か所の建具が集計されており、建具個所数の合

計については、各集計表左下(赤線で囲われた箇所）に記載

されています。

一方、単価を決定付ける建具仕様については、がラス種

類・防火性能・気密性能などが記載されています。１か所

当たりの単価を設定する為には、それらの仕様（青線で囲

われた箇所）及び取付場所や建具サイズを元に各社にて判

断することになります。基本設計段階でどの程度の性能ま

で設計し、それを単価に反映するかは各社によりばらつき

があるものと思われます。

※左図で、集計表が上下２段に分かれています。BIMソ

フト上の大分類で、上段が「窓」、下段が「ドア」です。

基本的には集計表は大分類毎に作成することになる（※）

ので、左図のように、上下に分かれた資料となっています。

（※）大分類をひとくくりにして集計出来る機能もある

ようですが、その場合、選択できる属性情報に限りがあり

ます。

BIMサンプルモデルー集計表

ド

ア

BIMサンプルモデルー３D

窓

✕2

✕1
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外部仕上工事検証 外部開口工事 － 積算の分類とBIMモデルの関係③

分類① 分類② 分類③④ 集 計

内

部

外

壁

外

壁

部

屋

外

部

内

部

屋

根

壁

窓

ド

ア

天

井

床

仕

上

外壁 外部仕上

屋根

外部開口

間仕切

内部開口

内装仕上

内部仕上

BIMデータ 概算内訳明細

■明細：仕上ー外部ー外部開口工事

■獲得出来た情報

数量：建具個所数(箇所） （※）

仕様：建具仕様

左図は外部開口部工事費の算出の為に、BIMモデルか

ら必要な情報を獲得する為の方法のフローを纏めたも

のになります。左より順を追って説明します。

分類①：まずは、部分別内訳書式ー科目分類より、仕

上を選定する必要があります。但し、これは意匠ファ

イルを選択することによって対応できます。

分類②：「窓」及び「ドア」を選択。

分類③：部分別内訳書式上の外部の分類となります。

この分類は、分類②のようにBIMソフトの分類を活用

する訳には行きません。予め、設計者にてドアのオブ

ジェクトに、「外部」と「内部」の情報の記入を行い、

その情報を元に、内部の壁のみを選択しました。

分類④：分類②及び分類③の際に、同時に仕様情報も

獲得することが出来ます。
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内部仕上工事検証 内部開口部工事 － 積算の分類とBIMモデルの関係①

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目

S0 S1 S2 S4

内部仕上工事 延床面積 m2

間仕切面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L1 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 65型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L1 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 100型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 100型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L2 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 65型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L2 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 100型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 100型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

耐火遮音間仕切（性能）L3 S12・WI 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 65型 @303 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：強化石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

内外装：グラスウール 24㎏/m２　T50 面積 m2

内外装：四周シール 長さ ｍ

耐火遮音間仕切（性能）L3 S12・WI 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 100型 @303 間仕切面積 m2

開口補強 100型用 開口補強長さ ｍ

強化石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

内外装：グラスウール 24㎏/m２　T50 面積 m2

内外装：四周シール 長さ ｍ

面積 m2

床 タイルカーペット t=7 面積 m2

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 OAフロア下 面積 m2

内外装：OAフロア H100 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 H=100 長さ ｍ

内外装：ソフト巾木 H100 長さ ｍ

壁 石膏ボード+EP-G PB t=12.5共 面積 m2

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1650 面積 m2

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

額縁 額縁 St t1.6 長さ ｍ

金属：額縁 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

膳板 膳板 St t1.6 長さ ｍ

金属：膳板 St t1.6　W550曲げ 長さ ｍ

AWガラリ部チャンバーボックス か所 箇所

建具：チャンバーボックス AW1のガラリ か所 箇所

面積 m2

床 タイルカーペット t=7 面積 m2

左官：コンクリート直押え 面積 m2

左官：防塵塗装 OAフロア下 面積 m2

内外装：OAフロア H100 面積 m2

内外装：タイルカーペット T7　600角 面積 m2

巾木 ソフト巾木 H=100 長さ ｍ

内外装：ソフト巾木 H60 長さ ｍ

壁 石膏ボード+EP-G PB t=12.5共 面積 m2

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

壁 EP-G ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

塗装：ＥＰ-Ｇ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 面積 m2

天井 岩綿吸音板
t=12 PB t=9.5
軽鉄天井下地H=1650 面積 m2

金属：天井軽鉄下地 19型 @360 面積 m2

内外装：岩綿吸音板 T12　PBT9.5共 面積 m2

金属：天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 か所 箇所

金属：(LGS下地開口補強) (設備関連等) 長さ又は箇所 ｍ

回縁 回縁 塩ビ 長さ ｍ

金属：廻縁 塩ﾋﾞ製 長さ ｍ

額縁 額縁 St t1.6 長さ ｍ

金属：額縁 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

膳板 膳板 St t1.6 長さ ｍ

金属：膳板 St t1.6　曲げ加工 長さ ｍ

AWガラリ部チャンバーボックス か所 箇所

建具：チャンバーボックス AW1のガラリ か所 箇所

断熱材 面積 ㎡

壁 ウレタン吹付 面積 m2

内外装：ウレタン吹付 ｔ25 面積 m2

か所 か所

LSD1 両開き防火框戸 か所 箇所

鋼製建具：両開き防火框戸 W1800×H2100 か所 箇所

ｶﾞﾗｽ：網入りガラス W700×H1900　ｔ6.8 ㎡又は箇所 m2

ガラス廻りシーリング 長さ m

ｶﾞﾗｽ：清掃費 面積 m2

塗装：ＳＯＰ塗 軽量鋼製建具面 面積又は糸巾 m2

LSD2 両開き框戸 か所 箇所

鋼製建具：両開き框戸 W1800×H2100 か所 箇所

ｶﾞﾗｽ：フロートガラス W700×H1900　ｔ5.0 ㎡又は箇所 m2

ガラス廻りシーリング 長さ m

ｶﾞﾗｽ：清掃費 面積 m2

塗装：ＳＯＰ塗 軽量鋼製建具面 面積又は糸巾 m2

沓摺・床レベル調整 あ所 ｍ

沓摺・床レベル調整 あ所 ｍ

内部開口

1階_事務室1

1階_会議室1

間仕切

建築工事－内部仕上工事－内訳明細

摘要 数量 単位

間仕切

内装仕上

内部開口部

BIMデータ 概算内訳明細
内部仕上ー内部開口部の内訳明細細目とBIMモデル

データの関係を検証します。

基本的には外部開口部と同じ考え方になり、獲得し

たい情報は、内部開口部の箇所数と仕様になります。

■明細：仕上ー外部ー外部開口工事

■獲得したい情報

数量：建具個所数(箇所） （※）

仕様：建具仕様
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内部仕上工事検証 内部開口部工事 － 積算の分類とBIMモデルの関係②

BIMサンプルモデル－ドア

BIMサンプルモデルー集計表

１F ２F

図の上段は、１F、２Fの３Dに、対象となる建具（「ド

ア」オブジェクト）を赤に色付けたものになります。中段

が「ドア」オブジェクトの属性情報の集計表です。

概算時は、建具工事の細目は、

建具個所 × 単価 ＝ 金額 で、単価には建具の仕

様が反映されており、更には、建具関連工事の一部も含ま

れます。

■注意事項①

BIM汎用ソフトにおいて、ドアの属性情報に「外部」か

「内部」の情報は含まれていませんので、入力する必要が

あります。

「外部」「内部」の区別は、内訳書式上の区分となるの

で、その区分方法については関係者と事前に共有すること

が必要となります。

■注意事項②

前頁で記載した「建具に関連する工事」についての対応

は以下の通り大きく２項目に分けられます。

・建具オブジェクトにそれらの情報も盛り込むか否か。

・建具単価に、それらの情報を盛り込むか否か。

間違っている方法はありませんが、標準化の為には、あ

る程度基準があることが望ましいと言えます。
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積算ユースケース

内部仕上工事検証 内部開口部工事 － 積算の分類とBIMモデルの関係③

内装仕上

分類① 分類② 分類③④ 集 計

内

部

外

壁

外

壁

部

屋

外

部

内

部

屋

根

壁

窓

ド

ア

天

井

床

仕

上

外壁 外部仕上

屋根

外部開口

間仕切

内部開口

内装仕上

内部仕上

BIMデータ 概算内訳明細 左図は内部開口部工事費の算出の為に、BIMモデルか

ら必要な情報を獲得する為の方法のフローを纏めたも

のになります。左より順を追って説明します。

分類①：まずは、部分別内訳書式ー科目分類より、仕

上を選定する必要があります。但し、これは意匠ファ

イルを選択することによって対応できます。

分類②：「ドア」を選択。

分類③：部分別内訳書式上の内部の分類となります。

この分類は、分類②のようにBIMソフトの分類を活用

する訳には行きません。予め、設計者にてドアのオブ

ジェクトに、「外部」と「内部」の情報の記入を行い、

その情報を元に、内部の壁のみを選択しました。

分類④：分類②及び分類③の際に、同時に仕様情報も

獲得することが出来ます。

■明細：仕上ー内部ー内部開口工事

■獲得出来た情報

数量：建具個所数(箇所） （※）

仕様：建具仕様



200

外部データ連携チーム07
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外部データ連携調査の目的7-1
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外部データ連携調査

外部データ連携調査の目的

BIMの中にすべての
データを入れるか？

BIMの外にデータを
出すものもあるか？

外部データに関する議論

①外部データに関する用語の定義

・データorデータベース

・外部とは

・連携とは

②外部データの俯瞰整理

・外部データ具体例

・データの分野、形式、帰属など

③外部データ活用の具体例（ユースケース）

・標準仕様書

・積算

・その他

外部データ連携の調査内容

BIMの活用が進む中で、情報の取り扱いがますます重

要になっています。BIMにすべての情報を集約すること

は可能ですが、社内で管理しているコスト情報やメー

カーの製品情報など、既に存在する情報をわざわざBIM

に転記することが現実的かどうかについて議論が行われ

ました。その結果、BIMの外部に存在するデータについ

ては「外部データ」として扱い、BIMと「連携」させる

方が合理的であるとの意見が出てきました。「外部デー

タ」という用語についても、「外部」が指す範囲や、

「データ」が「データベース」とどう異なるのか、「連

携」が具体的に何を意味するのかなど、発信者によって

外部データとの連携に対する認識が異なることが明らか

になりました。

このため、外部データ連携調査では用語の定義を行い、

関係者間のコミュニケーションを円滑にすることを目指

しました。また、さまざまな外部データを俯瞰的に整理

することで、それぞれの強みや課題について議論できる

ようにしました。さらに、標準仕様書や積算など、以前

から言及されている外部データのユースケースを中心に、

いくつかの外部データを分析することにしました。
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外部データに関する用語の定義7-2
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外部データ連携調査

用語の定義

データ

データ（data）とは、何かを文字や符号、数値などのまとまりとして表現したもの。人間にとって意

味のあるものや、データを人間が解釈した結果のことを情報と呼ぶ。★

スケッチ

コミュニケーションで活用するスケッチ

は人が読み取り何かを伝えるため情報で

はあるが文字や数値で表現されないため、

データではない。

PDF

PDFはデータ（非構造化データ）であり、

人が読み取れるため情報でもある。

写真、点群データ

写真や点群データはデジタルに扱えるの

でデータ（非構造化データ）であり、情

報でもある。

図面（紙・スケッチ）

情報 ※データではない

図面（CAD）

情報、非構造化データ

BIM（ネイティブデータ）

情報、非構造化データ

BIM（IFCデータ）

情報、構造化データ

データベース

データベース（database）とは、複数の主体で共有、利用したり、

用途に応じて加工や再利用がしやすいように、一定の形式で作成、管

理されたデータの集合のこと。現代では専用のデータベース管理シス

テム(DBMS)で構築・運用するデータの集合体を指すことが多い。★

非構造化データ
(unstructured data) 

非構造化データとは、項目の形式や順
序について明確に定義された構造を持
たない不定形なデータ集合のこと。主
に人間が情報を把握するために作成さ
れるデータ群で、コンピュータによる
内容の自動処理には適さない。★

半構造化データ
(semi-structured data) 

半構造化データとは、項目の形式など
についてある程度決まった構造に基づ
いて記録されたデータ集合。XMLデー
タやJSONデータなどが該当する。★

構造化データ 
(structured data) 

構造化データとは、項目の形式や順序
など、明確に定義された構造に従って
記述、配置されたデータ集合のこと。
プログラムによって自動処理するため
に用いられることが多い。★

情報

情報（information）とは、物事の

事情を人に伝えるもの。また、それ

を文字や図表、画像、音声、映像な

どを使って表現したもの。★

構造化の種類による分類

DBMS 

DBMS（DataBase Management System）とは、データ

ベースを管理し、外部のソフトウェアからの要求に応えて

データベースの操作を行う専門のソフトウェア。 ★

★＝出典：IT用語辞典 e-Words

本調査報告書における「データ」とは

外部「データ」が対象とするものは、BIMで扱える構造化データ（データベース）、半構造化データ、非

構造化データとする。
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外部データ連携調査

用語の定義

本調査報告書における「外部」「外部データ」とは

BIMの中に情報を入れる場所はあるが、あえてBIMの中に情報は入れず、BIMの外にあるデータからリ

ンクする形で情報を表示する方が良いケースがある。このように、BIMとの関係性を保ちながらも、

BIMの外にある関係性を「外部」とし、そのデータを「外部データ」とした

データを外部に持つメリット

BIMの中にある情報には変わらない情報と変わる（変わる可能性がある）情報がある。

変わる可能性がある情報はBIMの中に入れないケースが多いが、外部データとして紐づ

けることが出来れば、BIMのデータとしての価値が高くなる。

変わらない情報

設計寸法、座標、

変わる（変わる可能性がある）情報

告示、刊行物単価、社内標準

データベース

（2025年）

●●●●●●●●

●●●●●●●●

●●●●●●●●

●●●●●●●●

●●●●●●●●

●●●●●●●●

●●●●●●●●

●●●●●●●●

●●●●●●●●

●●●●●●●●

●●●●●●●●

●●●●●●●●

データベース

（2030年）

2025年 2030年

基準が変わって

いることに気が

付けない

基準が変わった

箇所が直ぐに判

明する
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外部データ連携調査

外部データに関する用語の定義

API

API（Application Programming Interface）とは、あるコン

ピュータプログラムの機能や管理下のデータを、外部の別の

プログラムから利用できるようにするための呼び出し規約の

ことで、要求や応答のデータ形式、呼び出し手順などで構成

される。

SQL

SQL（Structured Query Language）とは、リレーショナル

データベース(RDB：Relational Database)の管理や操作を行

うための問い合わせ言語の一つ。業界標準として広く普及し

ており、様々なデータベース管理システム(DBMS：

Databese Management System)で利用できる。

XML

XML（Extensible Markup Language）とは、文書やデータ

の意味や構造を記述するためのマークアップ言語の一つ。汎

用性、拡張性が高く、用途に応じて独自のマークアップ言語

を定義することができる。

JSON

JSON（JavaScript Object Notation）とは、JavaScriptにお

けるオブジェクトの表記法を応用したテキスト(文字)ベース

のデータ形式。多数の要素が複雑な構造で組み合わせられた

データを簡潔な表記で書き表すことができる。JavaScriptプ

ログラム上ではコードとして実行するだけで読み込みが完了

する。

サービス・ツール
A

サービス例
＝Plateau

ツール例
＝BIMソフト

サービス

B

サービス例
・不動産IDポータル
・標準仕様書ポータル
・法令ポータル

リクエスト

レスポンス

ソフトウェアやプログラムを
つなぐためのインターフェース

API

データベースを操作
するための言語

SQL
結果を伝えるためのデータ形式

Csv、XML、Json

出典：IT用語辞典 e-Words
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外部データ連携調査

（参考）建築BIMを通じた建築データの活用のあり方に関する検討会における公開・開示／共有・非公開の基本的な考え方

（参考）

国交省

建築BIMを通じた建築データ活用のあり方に関する検討会

以下、環境整備部会での説明資料より抜粋

建築・都市のＤＸを推進し、建築・都市・不動産分野の情

報と他分野（交通、物流、観光、福祉、エネルギー等）の

情報が連携・蓄積・活用できる社会（デジタルツインの社

会）を構築することを目指している。

その際、建築分野に関する情報（以下「建築データ」とい

う。）は、設計段階や施工段階に限らず、維持管理・運用

段階を含めて、必要な情報を整理・蓄積・活用することが

有効と考えられる。

データプラットフォームとして建築BIMを活用することが

効率的と考えられるものの、建築データの取扱いに関する

ルールが未整備であり、建築BIMを活用して建築データを

整理・蓄積・活用するといった状況には至っていないこと

から、『建築BIMを通じた建築データの活用促進ガイドラ

イン（仮称）』としてまとめることを本検討会の目的とす

る

（出典：第17回建築BIM環境整備部会 資料３「建築BIMを通じた建築データの活用のあり方に関する検討会」）
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外部データ連携調査

外部データの共有範囲による外部データの定義

外部データという言葉が発信者によって異なることが多い

ため、まずは言葉の定義を行いました。

BIMデータに情報を持たせず、社内のデータベースに情報

を入れ、利活用しているケースを（BIMからみた）外部

データと呼んでいるケースを「非公開型外部データ」とし

ました。これはコスト情報など、各社で管理しているデー

タベースが確認できました。

また、公開されている情報を外部データとして活用するた

めに、共通のルールを限定した会社によるグループ内で確

立、共有するケースを「開示/共有型外部データ」としまし

た。

最後に、登録もしくは登録無しで公開されている情報を

「公開型外部データ」としました。

個社内で技術が
確立している

グループ内で技術
が確立している

非公開型外部データ
個社の設計プロセス

開示/共有型外部データ
グループ内で共通のルールを構築

公開型外部データ
公共性の高い情報が多い

A社

A社 B社 C社

登録してアクセス可能

＜ ＜

設計事務所内での設備設計に社内限

定のデータベースを構築している例

があった。BIMの外にあるため外部

データと呼んでいるが、会社の外に

は出ていない。社内ルールで運用さ

れていることが多い。

外部データはその共有範囲によって3つに分類されると分析した。

「国交省建築BIMを通じた建築データ活用のあり方に関する検討会」（次項）の名称にあわせ、

「非公開型外部データ」「開示/共有型外部データ」「公開型外部データ」と定義した。

数社がコンソーシアムを組み、公共的に

出されている指針をベースに各社仕様で

異なる部分のみを上書きして必要なデー

タを社内データベースから参照してくる

仕組み。数社間で共通ルールが必要。

登録もしくは、登録無しでデー

タを活用できる仕組み。公共性

の高い情報が多い。公開型外部

データ間での連携を行うために

は、標準化されたルールが必要

になる。
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外部データの俯瞰整理7-3
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分析中の内容

建物のライフサイクル全体に関する様々な団体や会議体で

示された属性情報について、分野やステージ・プレーヤー

等を横断した俯瞰的な整理を行う。どのような「外部デー

タ」があるのか、各種「外部データ」の情報を俯瞰的に整

理し「外部データ」の形式についても検討する。

外部データ連携調査

外部データの俯瞰的整理にあたって

解説

外部データとしての例

• 公共工事標準仕様書

• 学会基準、手引き類

• 工事仕様書

• カタログデータ

• コスト情報データ

• 修繕周期データ

• LCA原単位データ

• 認定書

• 施工要領書

• 登記所備付地図

・・・・・・・・・・・・・

〇 外部データを一覧化して整理する際の指標

〇 外部データとして取り扱う対象

本ＴＦにおいては、外部データの対象として建物ライフサイクル全体におけるデータを主に取り扱う。分野やステージ・
プレーヤー等を横断した検討とするため、俯瞰的に整理することを主旨とし、全てのデータを網羅的には扱っていない。

〇 外部データに対する立ち位置

本ＴＦにおいては、主にBIMを中心にデータを扱うユーザー側の観点から、外部データの有り様や連携について検討を
行う。管理主体についても、その目的や運営方法は様々であるが、データを活用するユーザー側の実務上の観点から、
データ連携における課題や目指す姿を提示することを重要視する。

多岐の分野にわたる外部データを横断的に比較検討するための整理の軸として、下記を設定した。
次ページにおいて、各指標の詳細を記載する。

【データ自体】に関すること 【データ管理】に関すること

【活用フェーズ】

データの分野 （法令/認定/公共/設計/生産/運用…）

データの形式 （種類・タイプ/粒度）

データの構造化 （体系的な整理度合い/点数）

データの恒常性 （更新頻度/蓄積性）

データの帰属 （官/学/民/メーカー・・・）

データの公開度 （公開/開示・共有/非公開）

データの整備状況 （動き、備考的に記載）

外
部
デ
ー
タ
名
称
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分析中の内容

建物のライフサイクル全体に関する様々な団体や会議体で

示された属性情報について、分野やステージ・プレーヤー

等を横断した俯瞰的な整理を行う。どのような「外部デー

タ」があるのか、各種「外部データ」の情報を俯瞰的に整

理し「外部データ」の形式についても検討する。

外部データ連携調査

俯瞰的整理の指標について

【データ自体】に関すること 【データ管理】に関すること

【活用フェーズ】

データの分野 （法令/認定/公共/民間/基準類/運用…）

データの形式 （種類・タイプ/粒度）

データの構造化 （体系的な整理度合い/点数）

データの恒常性 （更新頻度/蓄積性）

データの帰属 （官/学/民/メーカー・・・）

データの公開度 （公開/開示・共有/非公開）

データの整備状況（詳細・動向等を備考的に記載）

⇒比較や検索を容易にするための区分

：厳密な階層定義ではない「～に関するもの」という位置付け

⇒ファイル形式（拡張子）やデータタイプを整理

粒度：どの単位（まとまり）でデータが整理されているか 

⇒決まった形式や規則に従った一律な整理度合い

点数：「少量/部分的」⇔「大量/全数」

⇒データの変わりにくさや・硬さに関する整理

：「更新」随時更改されるもの・「蓄積」溜まっていくもの・「不変」一度出たら変わらない

⇒ 俯瞰的に比較や検索を容易にするための区分

：データの帰属・在処を主に示すもの 

⇒ データへのアクセス性に関する整理

「公開」 ：公共性が高く共通化

「開示・共有」：個社間でのやり取り・特定グループ内で共有

「非公開」 ：秘匿性が高い情報等

⇒ 現状の状況を調査の上、ユーザー側の観点から記載

：データベース化等に向けた取組や動向を紹介

：データソースが具体的な場合は、例をEx)として示す

凡例） ●：主要な活用を想定 〇：部分的な活用を想定

ユーザー側がイメージしやすくするための星取表だが、使い方は自由であり、フェーズに縛られることを意図したも
のではない。実際の利活用のユースケースを検討する上での現段階の整理である。

多岐の分野にわたる外部データを横断的に検討する為の整理の軸として、下記を設定した。外部データとしての内容や種類等
に関する「データ自体」についての指標と、データの取扱い方や運営等に関する「データ管理」に関する指標を設定した。
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外部データ

名称 分野 形式 構造化 恒常性 帰属 公開度 整備状況
活用フェーズ

（S1～S7）

法令/認定/規格/公共/

基準/運用・・
種類・タイプ/粒度 整理度合い/点数 更新頻度/蓄積性

官/学/民/メー

カー・・
公開/開示共有/非公開 動向・状況、ソース例 0 1 2 3 4 5 6 7

地図データ 公共/マップ類 GML・XML/地点 一律/大量・全数 随時/更新 官 / 民 公開

Ex)
基盤地図情報・住居表示
住所[国土地理院]

● ● ● ● ● ● ● ●

3D都市モデル 公共/マップ類
CityGML2.0/都市

GeoJSON等
一律/大量・部分 概ね1～5年/更新 官 / 民 公開/開示・共有

Ex)
PLATEAU [国土交通省] ● ● ● 〇 〇 〇 〇 ●

ハザードマップ 公共/マップ類 XML・CSV/自治体 一律/大量・全数 数年に1度/更新 官 [各自治体] 公開

Ex)
ハザードマップポータル
サイト[国土交通省・地理
院]

● ● ● 〇 〇 〇 〇 ●

防災情報 公共/防災 画面表示/地点 一律/大量・全数 随時/更新・蓄積 官 [関係省庁] 公開
Ex)
防災情報提供センター

[国土交通省]
● ● ● 〇 〇 〇 〇 ●

都市計画情報 公共/都市 CityGML/自治体 一律/大量・部分 随時/更新 官 [各自治体] 公開
Ex)
都市計画決定GISデータ
[国土交通省]

● ● ● ● 〇 〇 〇 ●

不動産ID 公共/不動産 画面表示/不動産毎 一律/大量・部分 随時/不変・蓄積 官 [国土交通省] 開示・共有
Ex）
不動産ID官民連携協議会
[国土交通省]

● ● 〇 〇 〇 〇 〇 ●

ボーリングデータ 公共/地盤 XML・画像/地点 一律/大量・部分 随時/更新・蓄積 官 [国土交通省]/民 公開/非公開
Ex)
国土地盤情報検索サイト
KuniJiban [国土交通省]

● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇

公共建築工事標準仕様書 公共/仕様書 PDF/工種別 複数形式含/分野別 3年に1回更新 官 [国土交通省] 公開
デジタル化について
議論開始 〇 〇 ● ● ● ● ● 〇

建築設計基準 公共/仕様書 PDF/分野別 基本文字列/分野別 3年に1回更新 官 [国土交通省] 公開
Ex）
官庁営繕の技術基準
[国土交通省]

〇 〇 ● ● ● ● 〇 〇

公共建築工事標準詳細図 公共/仕様書 PDF/分野別 図表含/分野別 3年に1回更新 官 [国土交通省] 公開
Ex）
官庁営繕の技術基準
[国土交通省]

〇 〇 ● ● ● ● 〇 〇

外部データ連携調査

外部データ 一覧表 1/4

現状、建物のライフサイクルにおいてBIMと関連すると考えられるデータソースのラインナップを整理した。どのような「外部データ」がある
のか、についての共通認識を得て、今後の外部データの扱いについての検討を行うための材料という整理であり、各々の内容について精査した
ものではない。また、実務者へのヒアリングをベースにした机上調査であり、継続した調査・検討が必要である。

●：主要な活用を想定
〇：部分的な活用を想定
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外部データ

名称 分野 形式 構造化 恒常性 帰属 公開度 整備状況
活用フェーズ

（S1～S7）

法令/認定/規格/公共/

基準/運用・・
種類・タイプ/粒度 整理度合い/点数 更新頻度/蓄積性

官/学/民/メー

カー・・
公開/開示共有/非公開 動向・状況、ソース例 0 1 2 3 4 5 6 7

公共建築工事
標準単価積算基準

公共/コスト PDF/分野別 複数形式含/分野別 不詳/更新 官 [国土交通省] 公開
Ex)
公共建築工事標準単価積
算基準 [国土交通省]

〇 ● ● ● ● 〇

公共建築工事標準単価
システム

公共/コスト Excel 構造化/標準書式 随時/更新 官/民 公開/開示・共有
Ex)
営繕積算システムRIBC2
[建築コスト管理システム研究所 ]

〇 ● ● ● ● 〇

建設工事費デフレーター 公共/コスト Excel/分野別 一律/工種別 年度/更新・蓄積 官 [国土交通省] 公開
Ex)
建設工事費デフレーター
[国土交通省]

〇 ● ● ● ● 〇

建設物価 建築費指数 公共/コスト PDF・Excel/種類 一律/指数別 月毎/更新・蓄積 官/民 公開/開示・共有
Ex)
建設物価 建築費指数®
[建設物価調査会]

〇 ● ● ● ● 〇

建物価格統計情報 民間/コスト PDF/用途・科目 構造化/標準書式 年毎/蓄積 官/民 公開/開示・共有
Ex)
JBCI
[建設物価調査会]

〇 ● ● ● ● 〇

構造歩掛 民間/コスト 複数形式含 複数形式含 随時/更新・蓄積 民 非公開 各社による ● ● ● ● ● 〇

大⾂認定情報 認定・評価/大臣 PDF/分野別 一律/分野別 随時/更新・蓄積 官/民 開示・共有
Ex)
ICBA建築行政共用データ
ベースシステム 

● ● ● 〇

EPD認証 認定・評価/認証 PDF/分野別 一律/分野別 随時/更新・蓄積 官/民 公開
Ex)
SuMPO（サステナブル経
営推進機構）

〇 ● ● ● ● 〇 〇 ●

環境ラベル 認定・評価/認証 PDF/種類別 一律/種類別 随時/更新・蓄積 官/民 公開
Ex)
環境ラベル等データベー
ス 建築資材[環境省]

〇 ● ● ● ● 〇 〇 ●

LCA原単位 認定・評価/原単位 Excel/資機材別 一律/種類別 不詳/更新・蓄積 官/学 開示・共有
Ex)
建物のLCA指針[建築学

会]
〇 ● ● ● ● 〇 〇 ●

外部データ連携調査

外部データ 一覧表 2/4

現状、建物のライフサイクルにおいてBIMと関連すると考えられるデータソースのラインナップを整理した。どのような「外部データ」がある
のか、についての共通認識を得て、今後の外部データの扱いについての検討を行うための材料という整理であり、各々の内容について精査した
ものではない。また、実務者へのヒアリングをベースにした机上調査であり、継続した調査・検討が必要である。

●：主要な活用を想定
〇：部分的な活用を想定
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外部データ

名称 分野 形式 構造化 恒常性 帰属 公開度 整備状況
活用フェーズ

（S1～S7）

法令/認定/規格/公共/

基準/運用・・
種類・タイプ/粒度 整理度合い/点数 更新頻度/蓄積性

官/学/民/メー

カー・・
公開/開示共有/非公開 動向・状況、ソース例 0 1 2 3 4 5 6 7

建築基準法
施行令・施行規則・告示

法令 画面表示/法令別 非構造化/法令別 ― / 更新 官 公開
Ex)
電子政府の総合窓口
（e-Gov）

〇 ● ● ● ● ● 〇

建築基準関係規定 法令 XML/法令別 非構造化/法令別 ― / 更新 官 公開
Ex)
電子政府の総合窓口
（e-Gov）

〇 ● ● ● ● ● 〇

消防法
施行令・施行規則・告示

法令 画面表示/法令別 非構造化/法令別 ― / 更新 官 公開
Ex)
電子政府の総合窓口
（e-Gov）

〇 ● ● ● ● ● 〇

消防用設備審査基準 法令/基準 PDF/基準毎 非構造化/基準毎 不詳 / 更新 官・自治体 公開
Ex)
消防庁予防事務審査基準 〇 ● ● ● ● ● 〇

JIS規格 認定・評価/規格 PDF/規格別 一律/規格別 随時/更新・蓄積 官 公開

Ex)
ＪＩＳ検索
[日本産業標準調査会]

〇 ● ● ● 〇 〇

ISO 認定・評価/規格 書籍・PDF/規格別 複数形式含/分野別 随時/更新・蓄積 官/民 公開

Ex)

ISO規格詳細検索

[日本規格協会]

〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇

JASS 基準類 書籍・PDF/工種別 複数形式含/工種別 不詳/更新・蓄積 学
開示・共有

Ex)
建築工事標準仕様書
JASS[建築学会]

〇 ● ● ● 〇 〇

学会による指針・解説類 基準類
書籍・PDF/指針毎 非構造化/工種別 不詳/更新・蓄積 学

開示・共有 現状、書籍での販売が主 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇

協会等による指針・解説類 基準類
書籍・PDF/指針毎 非構造化/工種別 不詳/更新・蓄積 学/民

開示・共有 現状、書籍での販売が主 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇

外部データ連携調査

外部データ 一覧表 3/4

現状、建物のライフサイクルにおいてBIMと関連すると考えられるデータソースのラインナップを整理した。どのような「外部データ」がある
のか、についての共通認識を得て、今後の外部データの扱いについての検討を行うための材料という整理であり、各々の内容について精査した
ものではない。また、実務者へのヒアリングをベースにした机上調査であり、継続した調査・検討が必要である。

●：主要な活用を想定
〇：部分的な活用を想定
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外部データ

名称 分野 形式 構造化 恒常性 帰属 公開度 整備状況
活用フェーズ

（S1～S7）

法令/認定/規格/公共/

基準/運用・・
種類・タイプ/粒度 整理度合い/点数 更新頻度/蓄積性

官/学/民/メー

カー・・
公開/開示共有/非公開 動向・状況、ソース例 0 1 2 3 4 5 6 7

建築設計用気象データ 公共/気象 CSV/地点 一律/大量・全数 随時/更新・蓄積 官/民 公開
Ex)
ArcClimate [建築研究所] 〇 ● ● 〇 〇 〇

アメダス気象データ 公共/気象 CSV/観測所 一律/大量・全数 随時/更新・蓄積 官 公開
Ex)
アメダス [気象庁] 〇 ● ● 〇 〇 〇

エネルギー消費量 公共/ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ソースコード公開 ― 随時/更新 官/民
開示/共有

Ex) 
The BEST Program®
[IBECs]

〇 ● ● 〇 〇 〇 〇

エネルギー使用・水使用量 公共/ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ CSV/地域別 ― 随時/更新 官/民
開示・共有

Ex) 
DECC [日本サステナブル
建築協会(JSBC)]

〇 ● ● 〇 〇 〇 〇

ヒートポンプ・蓄熱
機器一覧

民間/製品 Excel/機器別 一律/機器別 随時/更新・蓄積 民/メーカー 公開
Ex)
ヒートポンプ・蓄熱セン
ター機器カタログ

〇 ● ● ● 〇 〇 〇 〇

設備機器データ 民間/製品
画面表示･DXF

/機器別
一律/機器別 随時/更新・蓄積 民/メーカー 公開

Ex)
C-CADEC Stem機器ｺｰﾄﾞ 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 〇

特記仕様書 民間/仕様書 ― /工種別 複数形式含/工種別 随時/更新・蓄積 民 非公開 各社による 〇 〇 ● ● ● 〇 〇

カタログ情報 民間/製品 PDF/品目毎 複数形式含/品目毎 随時/更新・蓄積 民/メーカー 公開
Ex)
各種メーカーHP
かたなび・カタラボ等

〇 〇 ● ● ● 〇 〇

建材検索サイト 民間/製品 PDF/品目毎 一律・各種/品目毎 随時/更新・蓄積 民/メーカー 公開/開示・共有
Ex)
各種メーカーHP
トラス・丸紅ｱｰｷﾛｸﾞ等

〇 〇 ● ● ● 〇 〇

外部データ連携調査

外部データ 一覧表 4/4

現状、建物のライフサイクルにおいてBIMと関連すると考えられるデータソースのラインナップを整理した。どのような「外部データ」がある
のか、についての共通認識を得て、今後の外部データの扱いについての検討を行うための材料という整理であり、各々の内容について精査した
ものではない。また、実務者へのヒアリングをベースにした机上調査であり、継続した調査・検討が必要である。

●：主要な活用を想定
〇：部分的な活用を想定
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外部データ活用の具体例（ユースケース）7-4
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外部データ連携調査

ユースケースA｜構造特記仕様/配筋基準図

❑ 分析中の内容

公共的に出されている指針をベースに各社仕様で異なる
部分のみを上書きして必要なデータを社内データベースか
ら参照してくる仕組み。

公共的に出されている指針の部分は公開型外部データと
してよいと考えるが、各社仕様が異なる部分は各社のデー
タベースから書き出されるべきと考える。

A社
配筋基準要領
データベース 部位

鉄筋仕様

配筋要領公共仕
日建連
JSCA

配筋標準

開示/共有型外部データ
＝公開型外部データと
各社基準の異なる箇所明示・追記

B社
配筋基準要領
データベース

配筋要領

ユースケースごとの
アウトプット

年度ごとの
共通要領

鉄筋
加工

モデル
生成

非競争領域 競争領域

公開型外部データ
配筋標準要領
データベース

非公開型
外部データ

開示/共有型
外部データ

公開型
外部データ
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外部データ連携調査

ユースケースA｜構造特記仕様/配筋基準図

❑ 検討中の項目,課題

現状の仕様書の記述方法では機械的に読み取れるものは

一部に限られる（左図参照）

補足的に書かれている図形、図面記述による表現のデー

タをどのように登録するかが課題となる。

データとしての記述方法を議論している段階であり、DBの

形式や仕組み等は未検討

特記仕様書/配筋基準図
データベース

テキストデータ/図データ/表データ

の登録、データセット

出典:日建連のコンクリート配筋標準図をベースに各建設会社で改良したもの

非公開型
外部データ

開示/共有型
外部データ

公開型
外部データ



219

外部データ連携調査

ユースケースB｜配筋要領

分析中の内容

現在の配筋要領は公共的に示されている指針をベースに各

社毎に部分的にカスタマイズを行い自社の配筋要領図を作

成している。ベースにしている要領が共通の場合が多く、

外部データ化のメリットが大きい。

ベースとなる配筋要領が公開型外部データとなり、そこを

参照する自社のデータベースが構築されれば、指針が更新

された場合の変更や、その変更点の洗い出しが容易になる。

また、カスタマイズの箇所の抽出も容易になる。

公開型外部データはダウンロードするのではなく、web上

に常に最新のデータが存在し、常に参照関係にあるような

仕組みが望ましいと考える。

課題

現状の仕様書や各種標準要領の記述方法では機械的に読み

取れるものは一部に限られる。補足的に書かれている図形、

図面記述による表現等も機械的に読み取るための記述方法

が課題として挙げられる。DBの形式や仕組み等も踏まえて

今後検討が必要である。

配筋標準要領
開示/共有型
外部データ

（社内データ）
部位

鉄筋仕様
コンクリート強度

配筋要領

配筋標準要領
公開型

外部データ

公共仕
日建連
JSCA

配筋標準

配筋項目

• 最新データの取得
• 外部データと社内

データの異なる箇
所明示

公開型外部データと社内
データが異なる箇所を明
示

配筋要領
を取得

BIMデータと外部データ
を掛け合わせて定着長が
算出可能になる

非公開型
外部データ

開示/共有型
外部データ

公開型
外部データ
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外部データ連携調査

外部データ① ー数量

数量に関するデータベースです。

主に躯体工事（鉄筋数量や鉄骨数量）における、数量

を算出する為の歩掛のデータベースを想定しています。

外部データ② ー単価

刊行物や、各メーカー発行の設計価格表などの単価に

関するデータを想定しています。また、それらに乗じ

て実勢単価を算出する為の実勢掛率を含みます。

外部データ③ ー仕様書

仕様書（標準・特記）を想定しています。

外部データ④ ーシステム・基準

システムについては、営繕積算システムーRIBC２を想

定していますが、標準単価作成システムと内訳書作成

システムから構成されています。 標準単価作成システ

ムでは建築工事の設計積算に必要な「公共建築工事標

準単価（複 合・市場）」を計算し、単価表を作成しま

す。

また、基準については、公共工事積算基準を想定して

います。

「標準単価積算基準」と「数量積算基準」から構成さ

れています。

両者は、正確には外部データ②と紐づけて活用するも

のであり、データベースとは異なるものと言えます。

種 類：意匠 ＋ 構造
用 途：事務所ビル
構 造：S造（基礎RC造）
規 模：地上２階、地下無し
その他：S2フェーズ

【BIM以外資料(外部データ）】【BIMモデルデータ】

【細目と連携する外部データ】

【建築工事費算出用図面資料】

＋

【外部データ①】

【注意事項】
・積算ユースケース検証対象は建築工事の内の、

躯体工事・外装工事・内装工事の一部となり
ます。今回の検証でサンプルモデル該当部の
全ての工事金額を算出する訳ではありません。

・外部データ③の単価は、全ての概算
明細単価と連携出来るわけではありません。

・標準仕様書は設計図書の一部でありますが、
外部データベースの一種として、細目との
関係性の検討対象としています。

検討①

【当TFにおける主な検証予定内容】
① 概算算出用資料（BIMデータ含む）と、

概算内訳明細との関係の検証

② 概算内訳明細と、外部データとの関係の
検証

【工事費内訳明細】

細目（仕様）：数量 × 単価 ＝ 金額
集 計

非構造化データ
（仕様書等）

【外部データ②】 【外部データ③】 【外部データ④】

［外部データと内訳明細－細目との関係]

検討②

・抽 出：資料より建築コスト算出に必要な情報
・組 換：抽出した情報を、工事費明細構成へ。
・その他：設計内容の解釈 他

①数 量：数量に関するもの
②単 価：単価に関するもの
③仕様書：仕様書(標/特)の関わり方
④積 算：明細の作成

ユースケースC｜建築コスト 非公開型
外部データ

開示/共有型
外部データ

公開型
外部データ

＋

その他情報
（スケッチ等）

数量：各種歩掛等 システム・基準仕様書(標/特)単価(実績掛率含)
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前ページで、外部データを①～④に分類しましたが、

表はそれぞれに含まれる具体的な外部データ（（１）

～（1１））を一覧に纏めたものになります。

（２）のJBCIは建設物価調査会が作成、発行するWEB

上でのコスト参照システムです。プロジェクト上流段

階の概算算出、概算・精算金額の妥当性確認に使用さ

れることもあります。

（３）の物価本は、経済調査会や建設物価調査会が作

成、発行している積算資料、建設物価、建築施工単価、

コスト情報等の有料の開示・共有な出版物、及びWEB

情報です。S4段階の精算見積細目レベルの建設資材単

価や労務費単価を掲載しています。但し、全ての細目

が掲載されているわけではありません。

（４）の単価データ（各設計事務所・施工者・発注

者）は各社作成の非公開な外部データで見積書作成や

概算書作成に使用します。

（５）の単価データは各メーカーなどが公表している

公開な「設計価格」です。その為、そのまま値入に活

用する場合はあまりなく、各社が保有する実勢掛率

（６）を乗じて単価設定（値入）を行うことが一般的

です。

（７）の過去実績見積データは各社が保有する大項目

から中項目の非公開な外部データです。概算算出や概

算・精算金額の妥当性確認のために使用します。

ユースケースC｜建築コスト 非公開型
外部データ

開示/共有型
外部データ

公開型
外部データ

［建築コストに関係のある外部データ]

S0

企画

段階

S1

基本

計画

S2

基本

設計

S4

実施

設計

① 数量 （１） 構造歩掛 各社 各社 非公開 躯体数量 ◎ ◎ ※ 概算数量算出
概算・精積算数量の

妥当性確認

（２） JBCI
Japan Building

Cost Information
建設物価調査会 開示・共有

部分別内訳書式の

大～中項目坪単価
◎ ◎・※ ※ ※

PJ上流段階の

概算算出

概算・精積算金額の

妥当性確認

（３） 物価本 積算資料他
経済調査会、建

設物価調査会

開示・共有

（課金あり）
S4段階精算見積細目他 □ □ ◎ 設計積算書作成

合成単価作成に間接

的に使用等

（４） 単価データ
各設計事務所

施工者・(発注者)​
各社 非公開 S4段階精算見積細目他 □ □ ◎

見積書・

概算書作成

合成単価作成に間接

的に使用等

（５） 単価データ
各メーカー

・専門工事業者​
各社 公開 S4段階精算見積細目他 □ □ ◎

見積書・

概算書作成

合成単価作成に間接

的に使用等

（６） 実勢掛率
各設計事務所

・施工者・発注者​
各社 非公開 S4段階精算見積細目他 ↑ ↑ ↑

（７）に乗じて実勢

単価算出

（７）
過去実績

見積データ
各社 各社 非公開 大項目～中項目 〇・※ 〇・※ ※ ※ 概算算出

概算・精算積算金額

の妥当性確認

（８）
公共工事

標準仕様書

公共建築工事

標準仕様書
官庁営繕部 開示・共有 細目全般 〇・※ ◎ 仕様情報

（９） 特記仕様書 各社 各社 非公開 細目全般 ◎ 仕様情報

標準単価

作成システム

内訳書

作成システム
◎

内訳書

作成システム

内訳書

作成システム

設計積算書

内訳明細
◎

設計積算書

内訳明細

標準単価積算基準 単価 ◎

建築数量積算基準 細目・数量 ◎

建築コスト管理​

システム研究所

開示・共有​

（有料）

内訳明細書

作成全般

④
積算システム

・基準

（１０） RIBC2
建築コスト管理​

システム研究所

開示・共有​

（有料）
設計積算書作成

（１１）
公共工事

積算基準

②

単価

（細目単価、坪

単価等）

③ 仕様書

使用目的分類 外部データベース 作成元 ステータス 連携先

使用フェーズ
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ユースケースC｜建築コスト

セクションタイトル

非公開型
外部データ

開示/共有型
外部データ

公開型
外部データ

特徴①（左図）

左図は内装仕上工事の床タイルカーペットの概算内訳と標

準仕様書のS2段階（S4段階）の細目に関係する章と節を

記載しています。その特徴は以下の通りです。

・一つの細目に対して、複数の章節が該当する

・S2段階の細目はS4段階細目の合計であり、合計した合

成単価になるので、標準仕様書の章節が１対１で概算細目

と対応しません。

特徴②（右図）

右側は標準仕様書と特記仕様書の概要を記載しています。

・一般的な事項は標準仕様書によりますが、個別の工事に

特有の仕様や性能に関する事項は特記仕様書に記載されま

す。

・標準的な記述である標準仕様書だけでは基本的に単価設

定ができません。

特徴①（左図）

物価本などの単価データベース（刊行物）は、S4段階の

細目に合致する「建築工事市場単価」、「標準施工単価」、

「公表単価」が一部の細目で掲載されていますが、全ての

細目が網羅されているわけではありません。

左図は、国交省HP 『営繕積算方式』活用マニュアルに

明記された市場単価適用工種です。建築工事は10工種、

17分類のみであり、一部に留まります。その他の細目は専

門工事業者の見積価格等の「見積単価」となります。

特徴②（右図）

右側は、内装仕上工事の床タイルカーペットの概算内訳に

刊行物である「建築コスト情報」に記載されている細目の

有無と「市場単価」・「公表単価」を追記しています。

S2段階は細目が合成単価になる為、直接該当する刊行物

の単価項目は存在しません。

【概算内訳と標準仕様書の関係について（補足） 】

【概算内訳と単価データベース（刊行物）の関係について（補足）】

S2 タイルカーペット

S4 コンクリート直押え
S4 防塵塗装
S4 OAフロア
S4 タイルカーペット

15章-4節
19章-4節
20章-2節
19章-3節

標準仕様書

特記仕様書

●公共建築工事標準仕様書【公開型データ】
●各社 標準仕様書（共通仕様書）【非公開型データ】
・建築工事の品質・施工方法を定めた標準的な規準書

●各社 特記仕様書【非公開型データ】
・個別の工事に特有の仕様や性能を定めた文書
・標準仕様書の補完や変更事項を規定

+

特徴①
S2段階の細目はS4段階細目の合計であり
合計した合成単価になる。その為、一つ
の概算細目につき該当する標仕章節が複
数ある。

特徴②
標準仕様書は、設計者による選択により初めて仕様が決ま
る箇所や、「詳細は特記による」といった、特記仕様書で
内容が確定する箇所があり、標準仕様書のみでは、仕様・
単価の特定は出来ない。

特徴①
実施設計段階精算積算の内訳明細におけ
る刊行物と細目のマッチング率は100％
ではない

S2 タイルカーペット

S4 コンクリート直押え
S4 防塵塗装
S4 OAフロア
S4 タイルカーペット

○市場単価
▲公表単価
▲公表単価
▲公表単価

市場単価、標準施工単価、公表単価、見積単
価の組合せとなり、単価設定が煩雑になる

出典：国交省HP 『営繕積算方式』活用マニュアル

特徴②
概算細目の単価はS4段階細目を合成したもの
であり、S２段階の細目は刊行物には掲載され
ていない。

細目に該当する刊行物単価細目が無い
（金属工事やユニット工事など）
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ユースケースD｜設備設計

検討中の項目

設備設計で必要となる設備機器データについて、期待され

る仕組みや外部データの位置づけについて解説する。

設備設計においては、建物用途や部屋の条件等を元に必要

となる機器能力に対して、メーカーの最新機器仕様情報を

取得し、設計図書(機器表)に反映することが必要となり、

建築確認申請や省エネ適判でも提出が求められる。

BLCJが構築を目指しているライブラリー等と連携すること

で、標準化された属性情報を元に、 BIMモデルに最新の

メーカー仕様情報を、外部データ(開示/共有型外部データ)

から反映することが可能になる。

A社
設備機器データ集

（非公開型外部データ）

機器仕様開示/共有型データ
（データベース）

機器仕様情報

BLCJ
ライブ
ラリー

各社で利用する機種に絞っ
た設備機器仕様データ集

B社
設備機器データ集

（非公開型外部データ）

ユースケースごとの
アウトプット

モデル生成
(機器表など)

メーカー等

機器仕様
モデル生成

(機器表など)

非競争領域 競争領域

非公開型
外部データ

開示/共有型
外部データ

公開型
外部データ
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ユースケースD｜設備設計

検討中の項目

設備設計をBIMを活用して行う場合には、BIMソフトウェ

ア単独で入出力を行うことは難しく、BIMソフトウェアに

インポート可能な外部データ(非公開型外部データ)と連携

して、BIMデータを構築することが現実的である。

この、個社ごとに整備する設備設計の外部データ(非公開型

外部データ)には、S1：基本計画やS2:基本設計のステージ

に活用が考えられる「設備諸室面積」や、S2:基本設計から

S3実施設計1のステージで活用が考えられる「設備室諸元」、

室諸元に連動して計算される「熱負荷計算」や「換気計

算」、計算結果を元に機器選定を行う計算書、機器表など

が考えられる。

この中で、機器選定や機器表については、最新のメーカー

仕様値を反映する必要があり、可能であれば、公開型外部

データもしくは会員限定などの開示/共有型外部データから

取得できるようにすることが望まれる。

非公開型
外部データ

開示/共有型
外部データ

公開型
外部データ

設
備
Ｂ
Ｉ
Ｍ

S１ 基本計
画

S２:基本設計 S３:実施設計1 S４:実施設計２

室外機置場

室外機置場

水槽置場

電気室

自家発電気室

告示8号

BIMｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

分電盤

空間要素

床置
機器

空間要素

照明器具(主要部)

メインルート
(ラック・バスダクト)

天吊機器

メインルート
(ダクト・配管)

排煙口ダンパー(FD)

非常照明器具,等

その他器具類

照明器具

制気口

天吊機器

メインルート
(ダクト・配管)

排煙口ダンパー(FD)

基本設計 実施設計基本計画

計画概要書 計画説明書・概要書
ゾーニング図
床置機器配置計画図
床置機器の機器表
(主な仕様・容量等)
インフラ供給ルート

特記仕様書
 
受変電設備図・
非常電源設備図(主な仕様)
幹線系統図(主要部)

幹線平面図
(盤プロット・メインルート)
部分詳細図・他(各主要部)

屋外設備図(概要)

特記仕様書
受変電設備図・非常電源設備図
幹線・通信・情報・火災報知等系統図(主要部)
負荷表
幹線・動力・電灯・コンセント平面図
通信・情報設備・火災報知等設備平面図
その他設置設備設計図
部分詳細図・他
屋外設備図

電
気

設
備

計画概要書
計画説明書・概要書
ゾーニング図
床置機器配置計画図
床置機器の機器表
(主な仕様・容量等)
インフラ供給ルート

特記仕様書
機器表(主な仕様)
ダクト・配管系統図(主要部)
各階平面図
(機器プロット・主要ダクト配管図)
自動制御設備図(主要部)

消火設備図(主要部)

部分詳細図・他(各主要部)

屋外設備図(概要)

空間要素 スペース

オブジェクト

（諸元＋性能）

機械室・シャフト （＋詳細仕様）

熱負荷計算

換気計算

床置機器（性能）

天吊機器 （性能+詳細仕様）

メインルート(ダクト・配管・ラック)クリティカルな部分
(ダクト・配管・ラック) 末端:単線(ダクト・配管・配線)

設備諸室面積 設備室諸元 設備機器データ

機器選定

計算書

外
部
デ
ー
タ

機器詳細

仕様設定

部屋
＜意匠BIMモデル＞

非公開型
外部データ

機種・形式・主要能力
・仕様別

用途別面積当たり
の設備諸室面積％

用途・部屋名別
の設備室諸元

(BLCJライブラリー等)

開示/共有型
外部データ

特記仕様書
機器表・器具表
ダクト・配管系統図
各階平面図
平面詳細図
自動制御設備図、その他設置設備設計図
消火設備図、その他設置設備設計図
部分詳細図・他
屋外設備図
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ユースケースE｜設備機材データ BLCJ

検討中の項目

BIMライブラリ技術研究組合で整備を目指しているBLCJ新

サイトは、CADベンダーやメーカーとも連携したライブラ

りーサイトになる。

BLCJオブジェクト標準ver2.0に準拠した、メーカーのオブ

ジェクトや、汎用的なジェネリックオブジェクトがライブ

ラリーに登録されることで、ユーザーは一定のルールに基

いたオブジェクトや機器仕様データを取得することが可能

になる。

また、BLCJオブジェクト標準2.0に準拠したCADベンダー

のBIMソフトウェアについては、このBLCJ新サイトからイ

ンポートして、オリジナルデータとして利用することが可

能なことも目指して整備を行っている。

このBLCJ新サイトが中心となって、メーカー仕様値を中心

とする最新データを集積することができれば、設備設計は

もちろんのこと、設備以外のの設計、さらには施工・維持

管理でも利用可能な外部データになり、建築確認申請や消

防同意、省エネ適判でのBIMデータ審査での活用にもつな

げることができると考えらえる。

非公開型
外部データ

開示/共有型
外部データ

公開型
外部データ

©2023 BIMライブラリ技術研究組合

BLCJ新サイト

開示/共有型
外部データ

IDX
3D DWG
2D DXF

外観写真 JPG 
or PNG

メーカー

ユーザー

CADベンダー

BLCJ-V2.0仕様準拠
メーカーモデル作成

見積依頼 BIMプロジェクト作成

CAD

BIMプロジェクト共有
設計→施工→維持管理連携

BLCJ

ジェネリックBIMモデ
ル作成

BIMモデルのメニュー連携
ドラッグ・アンド・ドロップ等

メーカーモデルの
アップロード

建築確認申請への利用

｢国土交通省準拠｣
BIM機器モデルの整備

見積回答

BIMプロジェクトへの登録

検索・表示
・ダウンロード

ユーザー登録

BIMモデルのインポート

BIMモデルのエクスポート

新試行サイト
1.実装済み｢朱色｣2.実装中｢茶色｣3.｢未実装｣｢青色｣

・3Dﾓﾃﾞﾙ:建築:｢49｣､機械:｢1040｣､電気:｢75｣
・2D旧ﾓﾃﾞﾙ：機械:｢71091｣､電気:｢16244｣

BLCJ仕様(Ver2.0)社会実装連携「ポータル連携」メージ
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ユースケースE｜設備機材データ BLCJ

解説

BLCJオブジェクトを設計施工計画に利活用するために

BLCJ標準を策定、フォーマットに製造者による性能を担保

する情報を伝達運用することにより。効率的な設計施工計

画の実施ができる。

設計施工計画の作業において、仕事の精度として効率化が

求められるシーンは、要件との確認作業であるといわれて

います。設計条件で定義された仕様性能を確認する際に

行われる、要件比較作業。要件確認作業をデータを活用す

ることで、従前 人の目で確認し、要件適合判定を行って

いた作業が自動化が期待できます。

製造者が持つ、機器機材の性能本質データを、カタログや

機器納入仕様書、承認図確認として、設計施工計画に必要

なデータを、BLCJ標準に従い、データを配信する仕組み

（２０２５年２月現在 会員試行サイト）を介して、

BLCJの標準でデータが流通することを担保して、設計施工

計画を実施する担当者の手元に、届けることが迅速にでき

るようになります。なおかつ信憑性として、ジェネリック

の一般的な製品データではなく、個々の案件に応じた

要件要求に合致したデータを流通させることができます。

結果 要件適合の確認作業が、デジタル環境を活用した

解析ツール、シミュレーションツールと連動して

迅速に、正確に実現できることを期待されています。

欧州グリーンディールで行われてる環境配慮施策は、

製造者のデータをDPP（Digital Product Passport)として公

のデータとして流通させることを採用しています。

カーボントレーディングや省エネ評価を国際的に議論する

際にも、外部データとして使われています。

BLCJのHPから検索し、
機器オブジェクトダウンロード可能

機器性能情報 設計・施工情報製造情報

例：メーカー

機器仕様

標準フォーマット

設備機材データ
開示/共有型
外部データ

例：設計者・施工者

製造者性能情報

データ配信用集約

カタログデータ

BLCJ標準のフォーマット

サイト登録 標準書式にて配信

配信サイトBLCJ
登録としてbSDD

性能要件確認

※設備機材外部データの事例として、以下、BLCJを解説します

設計要件受領

非公開型
外部データ

開示/共有型
外部データ

公開型
外部データ
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解説

建築行政共用データベースシステム（建築行政共用DB）は、

特定行政庁の適確かつ効率的な業務運営を支援するため開

発されたITシステムです。指定確認検査機関や建築士の情

報登録機関等とも連携し、膨大なデータを保存・活用する

ことができるように構築されています。

・開示/共有型外部データ

→一般の方は閲覧できません。 

・すべての認定が省略の対象となっているわけではない

→ 「大臣認定の検索システム」で表示される一覧表で、

「写しの公開」の欄に「公開中」の記載があるものが省略

の対象です。 なお、「公開中」とは「審査機関が閲覧可

能」の意味です。

・すべての審査機関が、ICBAの「大臣認定データベースシ

ステム」を利用しているわけではない

→ 建築確認申請書等を提出される際に、提出先の審査機関

に確認が必要

認定書の写しがアウトプットされるので各大臣認定書の内

容全てが構造化されたデータにはなっていないものと思わ

れる。

このような外部データベースを今後何らかのシステムと連

携させた使い方をするのであれば、書き出される情報が

XMLやJSONのようなデータ形式となるのが望ましいと考え

られる。

ユースケースF｜建築行政共用DBシステム

PDF

PDF

PDF

PDF

非公開型
外部データ

開示/共有型
外部データ

公開型
外部データ

※大臣認定データベースのアウトプット以外は未調査

出典:一般財団法人 建築行政情報センター

開示/共有型外部データ

開示/共有型外部データ 開示/共有型外部データ
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ユースケースG｜建材環境データ

解説

EPD（環境製品宣言｜Environmental Product 

Declaration）：LCA手法に基づく環境情報を、共通ルール

のもと算定し、検証し、公開する枠組み

国際規格ISO14025(EPD国際規格)に準拠し、各国のEPDプ

ログラム運営機関が管理・運営

中立機関であるEPDプログラム運営機関を必須とする枠組

みで、各運営機関がISO14025および関連規格

(ISO14040/44、ISO21930、ISO/TS14027 etc.) に準拠し

ルール・手順等を策定・管理

環境情報の信頼性及び比較可能性を可能な限り追求する枠

組み

第三者検証：ISO14025に基づく、LCA・検証の知見を有す

る独立した第三者エキスパート又は組織による検証が必須。

情報開示：透明性及び公平性を保ち、ミスリードないコ

ミュニケーションの実施を可能とするため、LCA算定結果

及び関連情報の公開を必須とする枠組み。

SuMPOのHPから検索し、
PDFでダウンロード可能

建材EPDを収集 設計・施工情報製造情報

例：メーカー

製品EPDの
検証申請

原材料EPD

建材のEPD情報を公開

例：設計者・施工者

例：EPDプログラム運営機関
例：SuMPO

（サステナブル経営推進機構）

製品LCA算定

データ収集

2次データ 1次データ

EPDの検証実施

検証依頼 検証結果

検証員(個人) または
検証機関(組織)

建物WLC算定

※建材環境データの代表的な事例として、以下、EPD（SuMPO-EPD）を例に解説します

非公開型
外部データ

開示/共有型
外部データ

公開型
外部データ

公開型外部データ
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ユースケースG｜建材環境データ

￥

ホールライフカーボン

エンボディードカーボン

アップフロントカーボン

資材製造 施工 使用 解体

オペレーショナルカーボン

使用

出典：令和4年度ゼロカーボンビル（LCCO2ネットゼロ）
推進会議報告書より作成

建築のホールライフカーボンを数量
ベースで算定するツール「J-CAT」
が無料で公開された（2024年10月）

課題① 現状のEPDはPDF公開
計算の根拠となるデータベースは
「産業連関表ベース」と「積み上げ
ベース」があり、アップフロント
カーボンの削減促進のためにはEPD
のような 「積み上げベース」への移
行が求められている。

課題② BIM連携が求められている
現在は建材数量と原単位仕訳をExcel
シートに手入力で計算することに
なっており、BIM連携に向けた検討
が求められている。

Japan Carbon Assessment 
Tool for Building Lifecycle

EPDはWLCのデータベース
現状のEPDはPDF公開積み上げベースであるEPDでは製品の製造、使用、

廃棄の各段階における材料やエネルギー使用、排
出量などを細かく積み上げていくため、特定の製
品やプロジェクト単位での正確な環境影響を把握
しやすくなる。企業努力や導入効果が反映されや
すいデータベース。
現在のEPDはBIM（オブジェクト）を前提として
いない。またPDFで情報を得るため、J-CAT開発者
がバージョンアップ毎に情報を手動で転記してい
る。タイムリーな情報更新の方法が求められてい
る。

BIM連携が求められている

（ホールライフカーボン）

ホールライフカーボンとのBIM連携はこれから検討されるが、以下のことが想定
される。

①BIMの数量を活用したWLC計算の効率化
BIMの建材数量を活用することでWLC計算の効率化が進む。さらに、BIMが持
つ製品情報をデータベースに送ることでEPD情報が取り出せる仕組みにより
WLC計算の効率化が加速する。その為にはEPDがXMLで情報をダウンロード出
来るようなデータベースとして構築され、API連携できることが必要である。

②オブジェクトベースのEPDデータベース
BIMのオブジェクト単位でEPDが構築される必要がある。EUで準備が進められ
ているDPP（Digital Product Passport)はBIMオブジェクトベースである。

③WLC算定におけるBIMの部分活用
「ホールライフカーボンを計算するには更新周期や修繕率、部材の輸送距離、
輸送手段など施工や積算では必要なかった属性情報をBIMにいれなければならな
い」という意見もある。（日経アーキテクチャ2024-7-25、P35）これは積算の
BIM活用と同じで、BIMに入力するべき情報かどうか、価値を生み出す情報の形
は何か、議論が必要である。これらの情報はトレーサビリティの視点からも外
部データとしてBIMの外にあるべき情報かもしれない。

非公開型
外部データ

開示/共有型
外部データ

公開型
外部データ
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解説

国土地盤情報検索サイトKuniJibanは、国土交通省、国土開

発法人土木研究所および国立研究開発法人港湾空港技術研

究所が共同で運営し、土木研究所が管理しています。国土

交通省の道路・河川・港湾事業等の地質・土質調査成果で

あるボーリング柱状図や土質試験結果等の地盤情報を検索

し閲覧することができます。インターネットブラウザから

検索をし、データをダウウンロードすることが可能であり

公開型外部データに当たります。 

課題、展望

現在公開されているボーリングデータは国土交通省の道

路・河川・港湾事業等に限られており、範囲が限定されて

います。民間事業でのボーリングデータも取り込んだデー

タベースとなれば建築計画の初期段階から有用な情報とな

ります。しかしながら民間事業の場合、ボーリングデータ

の所有権は事業主である場合が多く、非公開型外部データ

となっています。双方を取り込んだ公開型外部データとす

るための仕組み作りが必要だと考えます。

公開型外部データとしての活用

建物規模や用途に応じた敷地選びの際に周辺ボーリング

データが有用な情報になると思われます。（規模や用途に

よって地盤に求められる耐力が異なり、安全性や経済性に

大きく影響する。）

外部データとしての活用

ボーリングデータがXML等のデジタルデータとして存在す

ると、位置情報や深度毎の土質構成、N値等の情報が機械的

に抽出することが可能になります。これらの情報を基に

ユーザーが設定する支持層条件（N値が50以上がX回継続

等）を加味して簡易的な支持層をBIM上に可視化すること

が容易になります。支持層を可視化することにより、様々

なプロジェクト関係者で地盤リスクを共有することが可能

になり、建物の安全性や経済性に配慮した建築計画の立案

に効果があると考えられます。

ユースケースH｜KuniJiban 国土地盤情報検索サイト国土地盤情報検索サイト

KuniJiban
国土地盤情報検索サイト

場所の情報

ボーリング情報

建設地周辺の
ボーリングポイントを検索

支持層と基礎の関係性を可視化

非公開型
外部データ

開示/共有型
外部データ

公開型
外部データ

地盤モデルの生成
建築モデルへ取込み

XML形式の
ボーリングデータ

柱状図PDF
土質試験結果PDF

公開型外部データ
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考察

外部データの種類は意外に多様であることが分かりました。BIMデータに記録がなくても

、図面や仕様書に記載されている基準類もデータとして扱われます。外部データとして

BIMにリンク情報を持たせるかどうかは、外部データの仕様、入力手間、効果を個別に検

討する必要があります。

また、当初は公開型外部データがPDFなどの情報であり、非公開型外部データや開示/共有

型外部データはXMLやCSVなどであると考えていましたが、相関性は確認できませんでし

た。現時点では、データの活用方法によってデータ形式が決定されていると思われます。

調査の中で、「データ活用を考慮すればPDFではなくXMLにするべきですが、デジタル化

のハードルが高いため、XMLでの公開に躊躇する」ケースも確認されました。技術的なハ

ードルがデータ形式の決定に影響を与えていると考えられます。

建設業界のDXを目指すのであれば、データの相互運用を促進し、業界全体のデータ活用を

示すべきだと考えます。
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今後の取り組み

①標準化TFの標準属性項目リストと外部データとの連

携

現在、外部データは各団体の独自ルールに基づいて整備され

ています。情報の標準化を進めるためには、これらの独自ルー

ルに対する標準化が不可欠です。そのため、標準属性項目リス

トが独自ルールの標準化にどのように寄与できるかを検証する

ことが考えられます。

②外部データの相互連携

現在の外部データは、他の外部データとの相互連携を前提と

していません。しかし、APIを介したデータ連携が可能となれば

、個別データの価値が向上することが期待されます。したがっ

て、外部データ間での連携の可能性とその効果について検討す

ることが考えられます。

③ユースケース事例を増やす

本調査では探りきれなかったユースケースが多くある。今後、

ユースケースの数を増やして分析することが考えられます。

標準項目

リスト

BIM

外部データA

ルール

外部データB

ルール

BIM

①標準化TFの標準属性項目リスト

と外部データとの連携

②外部データの相互連携

独自ルール 外部

データA

外部

データB独自ルール

外部

データA

外部

データB

標準項目

リスト

現在の状況
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（参考）標準属性項目リストの利用方法イメージ

（出典：第17回建築BIM環境整備部会 資料１「今年度の取組成果について」に一部加筆）

本項は国土交通省（第17回建築BIM環境整備部会（令和６年３月18日開催）資料）の資料です。

標準項目リストの活用により、データ連携できる環境が整備されると考えられます。
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来年度の取り組み

2024年度の取り組み 2025年度の取り組み

Ⅰ . 属 性情 報 の標 準 化 網羅的な辞書の作成 属性項目リストの公開 属性項目リストの改訂とDB化

Ⅱ. ソフトウェア間連携 辞書の使い方の例示 積算ユースケースの例示 ユースケースの拡大と深掘り

Ⅲ. 外部データとの連携 連携するデータの定義 外部データの定義と調査 データ連携の要件整理

属性項目の追加

属性項目の改訂（国際化など）

リストのデータベース化

属性項目リストの活用と具体化

積算ユースケースの深掘り

ユースケースの拡張（施工・FM）

データ連携する際の要件整理

特記仕様書などとの連携要件整理

データ連携ガイドライン
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項目 目的 タスク アウトプット 2025年度

Ⅰ
属性情報の標準
化

属性項目リストの改訂の継続
とデータベース化によりデー
タ連携がスムーズに行える

① 属性項目の追加-1（計算情報） 属性項目リスト（2025改訂版）

② 属性項目の追加-2（ユースケース） 属性項目リスト（2025改訂版）

③ 属性項目の改訂-1（精緻化） 属性項目リスト（2025改訂版）

④ 属性項目の改訂-2（国際化など） 属性項目リスト（2025改訂版）

⑤ 属性項目リストの活用実証 属性項目データベース化要件書

⑥

Ⅱ
ユースケース検
証

属性項目リストによるデータ
連携のユースケースを拡張及
び深掘りすることで、データ
連携手法の例示を行い社会実
装を加速させる

① ユースケースの選定 ユースケース検討一覧

② 情報連携の実用性検証-4 深堀 積算ユースケース（S4）

③ 情報連携の実用性検証-5 深堀 部門間連携ユースケース

④ 情報連携の実用性検証-6 拡張 施工ユースケース

⑤ 情報連携の実用性検証-7 拡張 その他ユースケース

⑥

Ⅲ 外部データ連携

外部データとして扱われる情
報を定義することで、モデル
情報とその他の情報の連携を
整理し、データ連携手法を検
討することで、データ連携が
スムーズになる

① ユースケースの追加 属性情報の検討報告書

② 仕様書などとの連携要件整理 データ連携検討報告書

③ データ連携する際の要件整理 データ連携検討報告書

④ データ連携の要件取り纏め データ連携検討報告書

⑤

⑥

来年度以降の取り組み

来期の活動

項目追加作業

改訂内容の検討 改訂作業

DB化要件定義 DB化実装作業

ユースケースのテーマ検討

積算ユースケースの深掘り

施工テーマに基づくユースケース実証

連携手法の検証仕様書などの連携手法の検討

外部データの要件整理 連携手法検証

データ連携要件案とりまとめ

改訂内容の検討 改訂作業

項目追加作業

拡張テーマに基づくユースケース実証

深堀テーマに基づくユースケース実証実施チーム検討

実施チーム検討

項目追加作業
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